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　市民の皆さまには、日ごろ市政全般にわたりご理解とご協力をいただき、厚くお礼申し上げます。
　新年度を迎え、各事業のスタートに合わせて「平成25年度予算特集号」を作成しましたのでお届けします。
ご覧いただき、一層のご協力とご提言をお願い申し上げます。
　
　平成24年度の日本経済は、東日本大震災からの復興需要や政策効果の発現により回復の動きが見られたも
のの、世界経済の減速等を背景として輸出や生産が減少するなど景気は弱い動きとなり、底割れが懸念され
る状況でした。
　しかしながら平成25年度については、世界経済の緩やかな回復が期待される中で、政府が1月に策定した
「日本経済再生に向けた緊急経済対策」による諸施策を推進することにより、着実な需要の発現と雇用創出
が見込まれ、国内の経済は回復が進むとの見通しが出されています。
　地方の経済状況の回復は国よりも遅れがちとなる傾向にはありますが、当市の景気についても、日本経済
に歩調を合わせ着実に回復に向かうものと期待しています。
　
　こうしたなかで平成25年度の予算編成に臨んだわけですが、国の緊急経済対策に呼応し、平成24年度の補
正予算において本年度予定事業の一部前倒しを行い、道路新設改良事業をはじめとする公共工事の速やかな
発注等に努めているところです。
　本年度は平成23年7月の新潟・福島豪雨災害から3年目となりますので、まずもって被災箇所の復旧を確実
に完了させることを最優先に取り組みます。そして、合併事業として市民の皆さまが待ち望んでいる大型事
業についても着実な推進に努めてまいります。第1次南魚沼市総合計画の実施計画をふまえ、昨年度からの
継続事業として行っている図書館建設事業、大原運動公園整備事業の各工事を進めるとともに、平成27年6
月開院予定の魚沼基幹病院と同時開院をめざし、新市立病院建設事業にも着手します。養護老人ホーム魚沼
荘の改築事業、消防救急無線のデジタル化事業については、事業
実現に向け実施設計費を計上しました。また、行政改革アクショ
ンプランの進行管理を確実に行い各種事務・事業の効率化を図る
ことで、皆さまからの要望の大きい地域コミュニティ活性化事
業、個人住宅リフォーム事業等については、予算枠を増額するな
ど効果的な予算配分を行うことができたものと思っております。
　
　一昨年の豪雨災害や3年続いての豪雪など相次ぐ自然災害に見
舞われ、ご苦労が絶えないこととは思いますが、皆さまの生活重
視と市政発展に向け最大限の配慮をしたところであります。財政
健全化に引き続き留意し、総合計画基本構想に掲げる「自然・
人・産業の和で築く安心のまち」という南魚沼市の将来像を見据
え、職員一丸となって皆さまの負託に応えてまいりますのでよろ
しくお願い申し上げます。

南魚沼市長

市民の皆さまへ

基金の状況

平成25年度
（Ａ）

平成24年度
（Ｂ）

増減額
（Ａ）－（Ｂ）

平成25年度
（Ａ）

平成24年度
（Ｂ）

増減額
（Ａ）－（Ｂ）

50億8,848万円 56億　　52万円 △5億1,204万円

11億7,907万円 18億3,807万円 △6億5,900万円

1,734万円 1,734万円 0円

8,865万円 9,996万円 △1,131万円

8,922万円 9,122万円 △200万円

1,145万円 1,145万円 0円

4億円 4億円 0円

31億　101万円 29億4,074万円 1億6,027万円

1億9,875万円 1億9,875万円 0円

300万円 300万円 0円

1,623万円 1億1,623万円 △1億円

貸　付 300万円 300万円 0円

給　付 1億7,864万円 2億2,162万円 △4,298万円

2,000万円 6,000万円 △4,000万円

6,100万円 6,100万円 0円

2,290万円 2,290万円 0円

53億9,025万円 60億8,527万円 △6億9,502万円

長期借入金の状況

426億6,869万円 421億7,006万円 4億9,863万円

320億3,160万円 322億8,320万円 △2億5,160万円

131億9,451万円 138億6,988万円 △6億7,537万円

8億　947万円 6億4,745万円 1億6,202万円

887億　427万円 889億7,059万円 △2億6,632万円

年度末残高見込み

年度末残高見込み

介護保険特別会計

会　　　計　　　名

財政調整基金

減債基金

国際交流及び文化・スポーツ基金

市民の文化・スポーツ奨励棚村基金

病院事業会計

合　　　計

一般会計

国民健康保険特別会計

下水道特別会計

水道事業会計

医師修学基金

ふるさと基金

病院事業会計

合　　　計

会　　　計　　　名

一般会計

合併振興基金

奨学金貸与基金

一般旅券発給事務印紙等購買基金

下水道特別会計

水道事業会計

予 算 特 集 号

予 算
特 集 号

2013
平成25年度



各会計別予算

一般会計歳入予算の状況
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平成25年度　南魚沼市の当初予算総額

増減額
（Ａ）－（Ｂ）

増減率
（％）

309億　300万円 323億5,200万円 △14億4,900万円 △4.5

（305億2,437万円）（305億8,565万円） （△6,128万円） （△0.2）

63億5,300万円 65億5,600万円 △2億　300万円 △3.1

59億3,100万円 57億3,700万円 1億9,400万円 3.4

4億8,100万円 4億8,100万円 0円 0.0

4億1,700万円 4億4,600万円 △2,900万円 △6.5

52億9,040万円 56億9,700万円 △4億　660万円 △7.1

184億7,240万円 189億1,700万円 △4億4,460万円 △2.4

19億7,153万円 21億7,803万円 △2億　650万円 △9.5

18億8,123万円 21億　354万円 △2億2,231万円 △10.6

38億5,276万円 42億8,157万円 △4億2,881万円 △10.0

39億1,857万円 38億4,552万円 7,305万円 1.9

9億7,751万円 3億3,991万円 6億3,760万円 187.6

48億9,608万円 41億8,543万円 7億1,065万円 17.0

87億4,884万円 84億6,700万円 2億8,184万円 3.3

581億2,424万円 597億3,600万円 △16億1,176万円 △2.7

（577億4,562万円）（579億6,965万円）（△2億2,403万円） （△0.4）

14億　986万円

　　各区分の端数処理の関係で、合計が一致しない場合があります。（次ページ以降についても同様）

581億2,424万円581億2,424万円
～ 前年度比2.7％（16億1,176万円）減 ～

【問合せ】財政課 財政係　☎773－6671

（豪雨災害関連を除く）

小　　　計

収　益

資　本

計

収　益

資　本

計

水道事業

病院事業

注）水道事業会計および病院事業会計は支出ベースで記載してあります。

比　　較

小　　　計

一　　般　　会　　計

平成25年度
（Ａ）

平成24年度
（Ｂ）

合　　　　計

区　　分

年　度　等

増減額
（Ａ）－（Ｂ）

増減率
（％）

比　　較平成25年度 平成24年度

　区　　分

年　度　等

（豪雨災害関連を除く）

平成24年度 補正予算額
（国の緊急経済対策による平成25年度予定事業の前倒し分）

（内訳） 9億3,366万円
4億4,120万円
3,500万円

（参考）

予算額 予算額
（Ａ）

構成比
（％）

構成比
（％）（Ｂ）

1 市税 72億6,868万円 23.5 72億4,168万円 22.4 2,700万円 0.4

2 地方譲与税 3億2,770万円 1.1 3億6,100万円 1.1 △3,330万円 △9.2

3 利子割交付金 1,570万円 0.1 1,720万円 0.1 △150万円 △8.7

4 配当割交付金 800万円 0.0 930万円 0.0 △130万円 △14.0

5 株式等譲渡所得割交付金 250万円 0.0 250万円 0.0 0円 0.0

6 地方消費税交付金 5億9,820万円 1.9 6億1,190万円 1.9 △1,370万円 △2.2

7 自動車取得税交付金 8,170万円 0.3 7,220万円 0.2 950万円 13.2

8 地方特例交付金 2,040万円 0.1 2,040万円 0.1 0円 0.0

9 地方交付税 103億5,000万円 33.5 104億6,700万円 32.3 △1億1,700万円 △1.1

10 交通安全対策特別交付金 900万円 0.0 1,000万円 0.0 △100万円 △10.0

11 分担金及び負担金 5億3,512万円 1.7 5億3,325万円 1.6 187万円 0.4

12 使用料及び手数料 5億3,392万円 1.7 5億8,077万円 1.8 △4,685万円 △8.1

13 国庫支出金 21億5,981万円 7.0 27億6,763万円 8.5 △6億　782万円 △22.0

14 県支出金 17億2,024万円 5.6 23億6,632万円 7.3 △6億4,608万円 △27.3

15 財産収入 7,945万円 0.3 8,292万円 0.3 △347万円 △4.2

16 寄附金 2千円 0.0 2千円 0.0 0円 0.0

17 繰入金 7億7,625万円 2.5 11億8,517万円 3.7 △4億　892万円 △34.5

18 繰越金 1億5,000万円 0.5 1億5,000万円 0.5 0円 0.0

19 諸収入 21億4,322万円 6.9 14億4,217万円 4.5 7億　105万円 48.6

20 市債 41億2,310万円 13.3 44億3,060万円 13.7 △3億　750万円 △6.9

309億　300万円 100.0 323億5,200万円 100.0 △14億4,900万円 △4.5合　　　　　計

309億
300万円

歳入総額

自主財源

依存財源

194億
1,635万円
（62.9％）

114億
8,665万円
（37.1％）

114億
8,665万円
（37.1％）

市税 72億6,868万円（23.5％）

その他
（地方消費税交付金・地方譲与税・各種交付金）
10億6,320万円（3.5％）

市債
41億2,310万円（13.3％）

地方交付税
103億5,000万円（33.5％）

国庫支出金
21億5,981万円（7.0％）

県支出金
17億2,024万円（5.6％）

諸収入
21億4,322万円（6.9％）
繰入金
7億7,625万円（2.5％）

使用料及び手数料
5億3,392万円（1.7％）

分担金及び負担金
5億3,512万円（1.7％）

その他
（繰越金・財産収入・寄附金）
2億2,946万円（0.8％）

予 算 特 集 号予 算 特 集 号

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

城 内 診 療 所

下 水 道

特

　別

　会

　計

公

　営

　企

　業

　会

　計

一般会計歳入予算の構成比

一 般 会 計
下水道特別会計
水道事業会計



各会計別予算

一般会計歳入予算の状況
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平成25年度　南魚沼市の当初予算総額

増減額
（Ａ）－（Ｂ）

増減率
（％）

309億　300万円 323億5,200万円 △14億4,900万円 △4.5

（305億2,437万円）（305億8,565万円） （△6,128万円） （△0.2）

63億5,300万円 65億5,600万円 △2億　300万円 △3.1

59億3,100万円 57億3,700万円 1億9,400万円 3.4

4億8,100万円 4億8,100万円 0円 0.0

4億1,700万円 4億4,600万円 △2,900万円 △6.5

52億9,040万円 56億9,700万円 △4億　660万円 △7.1

184億7,240万円 189億1,700万円 △4億4,460万円 △2.4

19億7,153万円 21億7,803万円 △2億　650万円 △9.5

18億8,123万円 21億　354万円 △2億2,231万円 △10.6

38億5,276万円 42億8,157万円 △4億2,881万円 △10.0

39億1,857万円 38億4,552万円 7,305万円 1.9

9億7,751万円 3億3,991万円 6億3,760万円 187.6

48億9,608万円 41億8,543万円 7億1,065万円 17.0

87億4,884万円 84億6,700万円 2億8,184万円 3.3

581億2,424万円 597億3,600万円 △16億1,176万円 △2.7

（577億4,562万円）（579億6,965万円）（△2億2,403万円） （△0.4）

14億　986万円

　　各区分の端数処理の関係で、合計が一致しない場合があります。（次ページ以降についても同様）

581億2,424万円581億2,424万円
～ 前年度比2.7％（16億1,176万円）減 ～

【問合せ】財政課 財政係　☎773－6671

（豪雨災害関連を除く）

小　　　計

収　益

資　本

計

収　益

資　本

計

水道事業

病院事業

注）水道事業会計および病院事業会計は支出ベースで記載してあります。

比　　較

小　　　計

一　　般　　会　　計

平成25年度
（Ａ）

平成24年度
（Ｂ）

合　　　　計

区　　分

年　度　等

増減額
（Ａ）－（Ｂ）

増減率
（％）

比　　較平成25年度 平成24年度

　区　　分

年　度　等

（豪雨災害関連を除く）

平成24年度 補正予算額
（国の緊急経済対策による平成25年度予定事業の前倒し分）

（内訳） 9億3,366万円
4億4,120万円
3,500万円

（参考）

予算額 予算額
（Ａ）

構成比
（％）

構成比
（％）（Ｂ）

1 市税 72億6,868万円 23.5 72億4,168万円 22.4 2,700万円 0.4

2 地方譲与税 3億2,770万円 1.1 3億6,100万円 1.1 △3,330万円 △9.2

3 利子割交付金 1,570万円 0.1 1,720万円 0.1 △150万円 △8.7

4 配当割交付金 800万円 0.0 930万円 0.0 △130万円 △14.0

5 株式等譲渡所得割交付金 250万円 0.0 250万円 0.0 0円 0.0

6 地方消費税交付金 5億9,820万円 1.9 6億1,190万円 1.9 △1,370万円 △2.2

7 自動車取得税交付金 8,170万円 0.3 7,220万円 0.2 950万円 13.2

8 地方特例交付金 2,040万円 0.1 2,040万円 0.1 0円 0.0

9 地方交付税 103億5,000万円 33.5 104億6,700万円 32.3 △1億1,700万円 △1.1

10 交通安全対策特別交付金 900万円 0.0 1,000万円 0.0 △100万円 △10.0

11 分担金及び負担金 5億3,512万円 1.7 5億3,325万円 1.6 187万円 0.4

12 使用料及び手数料 5億3,392万円 1.7 5億8,077万円 1.8 △4,685万円 △8.1

13 国庫支出金 21億5,981万円 7.0 27億6,763万円 8.5 △6億　782万円 △22.0

14 県支出金 17億2,024万円 5.6 23億6,632万円 7.3 △6億4,608万円 △27.3

15 財産収入 7,945万円 0.3 8,292万円 0.3 △347万円 △4.2

16 寄附金 2千円 0.0 2千円 0.0 0円 0.0

17 繰入金 7億7,625万円 2.5 11億8,517万円 3.7 △4億　892万円 △34.5

18 繰越金 1億5,000万円 0.5 1億5,000万円 0.5 0円 0.0

19 諸収入 21億4,322万円 6.9 14億4,217万円 4.5 7億　105万円 48.6

20 市債 41億2,310万円 13.3 44億3,060万円 13.7 △3億　750万円 △6.9

309億　300万円 100.0 323億5,200万円 100.0 △14億4,900万円 △4.5合　　　　　計

309億
300万円

歳入総額

自主財源

依存財源

194億
1,635万円
（62.9％）

114億
8,665万円
（37.1％）

114億
8,665万円
（37.1％）

市税 72億6,868万円（23.5％）

その他
（地方消費税交付金・地方譲与税・各種交付金）
10億6,320万円（3.5％）

市債
41億2,310万円（13.3％）

地方交付税
103億5,000万円（33.5％）

国庫支出金
21億5,981万円（7.0％）

県支出金
17億2,024万円（5.6％）

諸収入
21億4,322万円（6.9％）
繰入金
7億7,625万円（2.5％）

使用料及び手数料
5億3,392万円（1.7％）

分担金及び負担金
5億3,512万円（1.7％）

その他
（繰越金・財産収入・寄附金）
2億2,946万円（0.8％）

予 算 特 集 号予 算 特 集 号

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

城 内 診 療 所

下 水 道

特

　別

　会

　計

公

　営

　企

　業

　会

　計

一般会計歳入予算の構成比

一 般 会 計
下水道特別会計
水道事業会計
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309億
300万円

歳出総額

309億
300万円

歳出総額

その他
（商工費、災害復旧費、議会費、
予備費、労働費、諸支出金）
9億5,650万円（3.1％）
消防費
5億5,981万円（1.8％）

民生費
69億2,864万円（22.4％）

総務費
65億5,424万円（21.2％）衛生費

38億2,889万円（12.4％）
公債費
42億560万円（13.6％）

土木費
35億2,403万円（11.4％）

教育費
32億7,044万円（10.6％）

農林水産業費
10億7,485万円（3.5％）

その他（災害復旧費、積立金、貸付金、投資及び出資金、予備費）
9億4,645万円（2.9％）
維持補修費
13億8,705万円（4.5％）

人件費
53億6,577万円（17.4％）

普通建設事業費
47億5,844万円（15.4％）

扶助費
42億5,882万円（13.8％）

公債費
42億6,560万円（13.8％）

繰出金
40億4,256万円（13.1％）

物件費
37億5,563万円（12.2％）

補助費等
21億2,270万円（6.9％）

● 目的別分類

1 議会費 1億8,307万円 0.6 1億8,841万円 0.6 △534万円 △ 2.8

2 総務費 65億5,424万円 21.2 71億7,037万円 22.2 △6億1,613万円 △ 8.6

3 民生費 69億2,864万円 22.4 68億6,547万円 21.2 6,317万円 0.9

4 衛生費 38億2,889万円 12.4 29億　147万円 9.0 9億2,742万円 32.0

5 労働費 4,256万円 0.1 2億　517万円 0.6 △1億6,261万円 △ 79.3

6 農林水産業費 10億7,485万円 3.5 13億5,481万円 4.2 △2億7,996万円 △ 20.7

7 商工費 4億1,380万円 1.4 4億7,499万円 1.4 △6,119万円 △ 12.9

8 土木費 35億2,403万円 11.4 35億8,589万円 11.1 △6,186万円 △ 1.7

9 消防費 5億5,981万円 1.8 4億3,086万円 1.3 1億2,895万円 29.9

10 教育費 32億7,044万円 10.6 38億4,244万円 11.9 △5億7,200万円 △ 14.9

11 災害復旧費 2億5,697万円 0.8 13億5,529万円 4.2 △10億9,832万円 △ 81.0

12 公債費 42億　560万円 13.6 39億2,674万円 12.1 2億7,886万円 7.1

13 諸支出金 10万円 0.0 10万円 0.0 0円 0.0

14 予備費 6,000万円 0.2 5,000万円 0.2 1,000万円 20.0

309億　300万円 100.0 323億5,200万円 100.0 △14億4,900万円 △ 4.5合　　　　　計

● 性質別分類

1 人件費 53億6,577万円 17.4 56億4,075万円 17.4 △2億7,498万円 △ 4.9

2 物件費 37億5,563万円 12.2 38億8,537万円 12.0 △1億2,974万円 △ 3.3

3 維持補修費 13億8,705万円 4.5 11億9,934万円 3.7 1億8,771万円 15.7

4 扶助費 42億5,882万円 13.8 40億7,203万円 12.6 1億8,679万円 4.6

5 補助費等 21億2,270万円 6.9 21億5,099万円 6.6 △2,829万円 △ 1.3

6 普通建設事業費 47億5,844万円 15.4 46億4,600万円 14.4 1億1,244万円 2.4

7 災害復旧費 3億8,188万円 1.2 17億4,889万円 5.4 △13億6,701万円 △ 78.2

8 公債費 42億6,560万円 13.8 40億1,568万円 12.4 2億4,992万円 6.2

9 積立金 2億6,347万円 0.8 5億9,900万円 1.9 △3億3,553万円 △ 56.0

10 投資及び出資金 7,810万円 0.2 360万円 0.0 7,450万円 2,069.4

11 貸付金 1億6,300万円 0.5 2億1,550万円 0.7 △5,250万円 △ 24.4

12 繰出金 40億4,256万円 13.1 41億2,486万円 12.7 △8,230万円 △ 2.0

13 予備費 6,000万円 0.2 5,000万円 0.2 1,000万円 20.0

合　　　　　計 309億　300万円 100.0 323億5,200万円 100.0 △14億4,900万円 △ 4.5

増減額
（Ａ）－（Ｂ）

増減率
（％）

比　　較平成25年度 平成24年度

　区　　分

年　度　等

予算額 予算額
（Ａ）

構成比
（％）

構成比
（％）（Ｂ）

増減額
（Ａ）－（Ｂ）

増減率
（％）

比　　較平成25年度 平成24年度

　区　　分

年　度　等

予算額 予算額
（Ａ）

構成比
（％）

構成比
（％）（Ｂ）

予 算 特 集 号予 算 特 集 号

一般会計歳出予算（性質別）の構成比 一般会計歳出予算（目的別）の構成比
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309億
300万円

歳出総額

309億
300万円

歳出総額

その他
（商工費、災害復旧費、議会費、
予備費、労働費、諸支出金）
9億5,650万円（3.1％）
消防費
5億5,981万円（1.8％）

民生費
69億2,864万円（22.4％）

総務費
65億5,424万円（21.2％）衛生費

38億2,889万円（12.4％）
公債費
42億560万円（13.6％）

土木費
35億2,403万円（11.4％）

教育費
32億7,044万円（10.6％）

農林水産業費
10億7,485万円（3.5％）

その他（災害復旧費、積立金、貸付金、投資及び出資金、予備費）
9億4,645万円（2.9％）
維持補修費
13億8,705万円（4.5％）

人件費
53億6,577万円（17.4％）

普通建設事業費
47億5,844万円（15.4％）

扶助費
42億5,882万円（13.8％）

公債費
42億6,560万円（13.8％）

繰出金
40億4,256万円（13.1％）

物件費
37億5,563万円（12.2％）

補助費等
21億2,270万円（6.9％）

● 目的別分類

1 議会費 1億8,307万円 0.6 1億8,841万円 0.6 △534万円 △ 2.8

2 総務費 65億5,424万円 21.2 71億7,037万円 22.2 △6億1,613万円 △ 8.6

3 民生費 69億2,864万円 22.4 68億6,547万円 21.2 6,317万円 0.9

4 衛生費 38億2,889万円 12.4 29億　147万円 9.0 9億2,742万円 32.0

5 労働費 4,256万円 0.1 2億　517万円 0.6 △1億6,261万円 △ 79.3

6 農林水産業費 10億7,485万円 3.5 13億5,481万円 4.2 △2億7,996万円 △ 20.7

7 商工費 4億1,380万円 1.4 4億7,499万円 1.4 △6,119万円 △ 12.9

8 土木費 35億2,403万円 11.4 35億8,589万円 11.1 △6,186万円 △ 1.7

9 消防費 5億5,981万円 1.8 4億3,086万円 1.3 1億2,895万円 29.9

10 教育費 32億7,044万円 10.6 38億4,244万円 11.9 △5億7,200万円 △ 14.9

11 災害復旧費 2億5,697万円 0.8 13億5,529万円 4.2 △10億9,832万円 △ 81.0

12 公債費 42億　560万円 13.6 39億2,674万円 12.1 2億7,886万円 7.1

13 諸支出金 10万円 0.0 10万円 0.0 0円 0.0

14 予備費 6,000万円 0.2 5,000万円 0.2 1,000万円 20.0

309億　300万円 100.0 323億5,200万円 100.0 △14億4,900万円 △ 4.5合　　　　　計

● 性質別分類

1 人件費 53億6,577万円 17.4 56億4,075万円 17.4 △2億7,498万円 △ 4.9

2 物件費 37億5,563万円 12.2 38億8,537万円 12.0 △1億2,974万円 △ 3.3

3 維持補修費 13億8,705万円 4.5 11億9,934万円 3.7 1億8,771万円 15.7

4 扶助費 42億5,882万円 13.8 40億7,203万円 12.6 1億8,679万円 4.6

5 補助費等 21億2,270万円 6.9 21億5,099万円 6.6 △2,829万円 △ 1.3

6 普通建設事業費 47億5,844万円 15.4 46億4,600万円 14.4 1億1,244万円 2.4

7 災害復旧費 3億8,188万円 1.2 17億4,889万円 5.4 △13億6,701万円 △ 78.2

8 公債費 42億6,560万円 13.8 40億1,568万円 12.4 2億4,992万円 6.2

9 積立金 2億6,347万円 0.8 5億9,900万円 1.9 △3億3,553万円 △ 56.0

10 投資及び出資金 7,810万円 0.2 360万円 0.0 7,450万円 2,069.4

11 貸付金 1億6,300万円 0.5 2億1,550万円 0.7 △5,250万円 △ 24.4

12 繰出金 40億4,256万円 13.1 41億2,486万円 12.7 △8,230万円 △ 2.0

13 予備費 6,000万円 0.2 5,000万円 0.2 1,000万円 20.0

合　　　　　計 309億　300万円 100.0 323億5,200万円 100.0 △14億4,900万円 △ 4.5

増減額
（Ａ）－（Ｂ）

増減率
（％）

比　　較平成25年度 平成24年度

　区　　分

年　度　等

予算額 予算額
（Ａ）

構成比
（％）

構成比
（％）（Ｂ）

増減額
（Ａ）－（Ｂ）

増減率
（％）

比　　較平成25年度 平成24年度

　区　　分

年　度　等

予算額 予算額
（Ａ）

構成比
（％）

構成比
（％）（Ｂ）

予 算 特 集 号予 算 特 集 号

一般会計歳出予算（性質別）の構成比 一般会計歳出予算（目的別）の構成比



○
庁
舎
整
備
事
業

　
　２
，
６
１
０
万
円 

　塩
沢
庁
舎
保
健
セ
ン
タ
ー
の
空
調
設
備

の
改
修
や
大
和
お
よ
び
塩
沢
庁
舎
の
電
話

交
換
機
の
更
新
な
ど
、
各
庁
舎
の
機
能
向

上
と
整
備
を
進
め
ま
す
。

○
行
政
区
事
業

　
　
　６
，
４
９
５
万
円

　各
行
政
区
へ
の
委
託
業
務
や
自
主
活
動

に
対
し
て
、
交
付
金
を
交
付
し
て
自
治
組

織
の
振
興
を
支
援
し
ま
す
。

○
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
事
業

７
，
０
２
６
万
円

　市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
推
進

と
支
援
の
た
め
、
市
内
12
地
区
の
地
区
協

議
会
に
対
し
、
活
性
化
支
援
と
拠
点
支
援

の
た
め
の
交
付
金
を
交
付
し
ま
す
。
各
地

区
セ
ン
タ
ー
の
開
設
時
間
を
統
一
す
る
た

め
、
配
分
額
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も

に
、
全
体
予
算
を
増
額
し
、
基
礎
事
業
に

追
加
配
分
額
を
設
け
地
域
の
要
望
に
迅
速

に
対
応
し
ま
す
。

○
消
防
庁
舎
新
築
事
業

２
億
５
５
０
万
円

　消
防
・
救
急
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
強

化
を
図
る
た
め
に
行
っ
て
き
た
消
防
庁
舎

の
改
築
事
業
に
つ
い
て
、
訓
練
塔
の
建
設

○
土
地
改
良
事
業

１
億
１
，
４
２
０
万
円

　土
地
改
良
区
で
実
施
し
た
農
道
な
ど
の

整
備
に
要
し
た
借
入
金
の
償
還
補
助
を
行

い
ま
す
。

○
農
業
振
興
対
策
補
助
事
業

３
，
７
４
４
万
円

　農
地
集
積
協
力
金
、
新
規
就
農
給
付

金
、
農
林
水
産
業
振
興
資
金
利
子
補
給

金
、
サ
ル
被
害
防
止
対
策
事
業
補
助
金
な

ど
、
農
業
振
興
の
た
め
の
補
助
を
行
い
、

農
業
者
を
支
援
し
ま
す
。

○
水
田
農
業
構
造
改
革
対
策
推
進
事
業

４
，
１
５
３
万
円

　各
地
域
の
農
業
再
生
協
議
会
に
補
助
を

行
う
な
ど
、
安
全
・
安
心
な
良
質
米
の
生

産
に
努
め
、
南
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
需

要
拡
大
と
競
争
力
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

○
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

７
，
７
２
６
万
円

　中
山
間
地
に
お
け
る
農
業
の
持
つ
多
面

的
機
能
の
維
持
や
増
進
を
図
る
た
め
、
自

律
的
で
継
続
的
な
農
業
生
産
活
動
を
行
う

集
落
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
家
畜
指
導
診
療
所
運
営
事
業

１
，
０
１
５
万
円

　畜
産
農
家
の
経
営
安
定
の
た
め
、
疾
病

予
防
指
導
・
診
療
な
ど
の
業
務
を
効
果
的

に
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
家
畜
伝
染
病
予

防
事
業
の
実
施
で
、
畜
産
農
家
の
損
害
防

止
に
努
め
ま
す
。

○
国
土
調
査
事
業

　
　３
，
５
９
０
万
円

　四
十
日
新
道
地
区
の
一
筆
地
調
査
と
測

量
を
実
施
し
ま
す
。
野
田
地
区
の
国
土
調

査
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
の
検
査

（
認
証
）
を
受
け
ま
す
。

○
大
原
運
動
公
園
整
備
事
業

７
億
５
，
８
０
０
万
円

　大
原
運
動
公
園
整
備
検
討
委
員
会
で
策

定
さ
れ
た
基
本
構
想
に
基
づ
き
、
運
動
公

園
の
機
能
充
実
に
向
け
た
施
設
整
備
を
進

め
ま
す
。
第
１
期
工
事
の
２
年
目
と
し
て

野
球
場
建
設
工
事
を
完
了
さ
せ
、
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

○
道
路
新
設
改
良
事
業

５
億
８
，
４
７
８
万
円

　【
平
成
24
年
度
繰
越
事
業
】

４
億
８
０
万
円

　市
民
生
活
を
支
え
る
生
活
道
路
や
幹
線

市
道
の
改
良
、
歩
道
設
置
な
ど
の
整
備
を

行
い
、
市
内
の
道
路
交
通
の
向
上
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
国
の
緊
急
経
済
対
策
を
受

け
て
平
成
24
年
度
に
補
正
で
予
算
化
し
た

道
路
改
良
事
業
等
を
繰
越
事
業
と
し
て
実

施
し
ま
す
。

○
路
線
バ
ス
・
市
民
バ
ス
運
行
事
業

６
，
２
０
３
万
円

　公
共
交
通
の
要
で
あ
る
路
線
バ
ス
運
行

へ
の
補
助
を
行
い
、
市
内
バ
ス
路
線
の
維

持
に
努
め
る
と
と
も
に
、
公
共
交
通
空
白

地
域
に
お
け
る
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
、
市
民
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

○
交
通
安
全
交
付
金
事
業１

，
０
０
０
万
円

　国
の
交
付
金
を
財
源
と
し
て
、
交
通
安

全
施
設
の
整
備
（
白
線
引
き
、
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
設
置
な
ど
）
や
維
持
管
理
を
行
い
、

交
通
事
故
の
防
止
に
努
め
ま
す
。

○
Ｇ
Ｐ
Ｓ
除
雪
費
集
計
シ
ス
テ
ム
事
業

１
，
２
５
０
万
円

　降
雪
期
の
安
全
な
交
通
確
保
の
た
め
、

効
率
的
な
除
雪
体
制
の
構
築
に
向
け
、
Ｇ

Ｐ
Ｓ
機
能
を
活
用
し
た
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
ま
す
。

○
克
雪
住
宅
推
進
事
業

　１
，
３
８
０
万
円

　融
雪
式
ま
た
は
耐
雪
式
に
よ
る
住
宅
の

克
雪
化
（
対
象
は
市
内
全
域
）
と
、
地
下

水
を
使
わ
な
い
消
雪
設
備
設
置
（
対
象
は

地
盤
沈
下
区
域
の
み
）
に
対
し
、
そ
の
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
消
雪
設
備
に

つ
い
て
は
、
補
助
上
限
額
の
引
上
げ
や
補

助
対
象
者
を
事
業
所
な
ど
へ
拡
大
し
て
、

対
策
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

○
個
人
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業

８
，
０
０
０
万
円

　市
民
の
生
活
環
境
の
向
上
と
住
宅
関
連

産
業
を
中
心
と
し
た
地
域
の
活
性
化
を
促

進
す
る
た
め
、
市
内
業
者
に
よ
っ
て
個
人

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
う
場
合

に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

○
公
共
下
水
道
事
業

○
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業

　（
下
水
道
特
別
会
計
）

１
５
億
３
，
１
０
０
万
円

　六
日
町
地
域
（
若
葉
町
、
余
川
、
川

窪
、
欠
之
上
、
君
帰
、
四
十
日
新
道
、
五

日
町
、
寺
尾
）
、
塩
沢
地
域
（
上
神
字
、

沢
口
、
砂
押
、
泉
盛
寺
、
石
打
（
五
十

嵐
）
、
宮
野
下
、
大
沢
、
樺
野
沢
、
南
田

中
）
、
大
和
地
域
（
茗
荷
沢
、
浦
佐
）
の

下
水
処
理
区
域
の
一
部
で
下
水
道
本
管
の

布
設
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
上
の
原

処
理
区
を
六
日
町
処
理
区
に
接
続
す
る
た

め
の
工
事
を
実
施
し
、
大
幅
な
経
費
の
節

減
に
努
め
ま
す
。

○
下
水
道
接
続
促
進
事
業

　（
下
水
道
特
別
会
計
）６

，
０
０
０
万
円

　下
水
道
へ
の
接
続
の
促
進
を
図
る
た

め
、
接
続
工
事
費
用
の
一
部
補
助
を
行

い
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

○
荒
山
配
水
池
改
築
事
業
（
水
道
事
業
会
計
）

８
，
０
０
０
万
円

　既
設
配
水
池
の
老
朽
化
と
容
量
不
足
の

た
め
、
配
水
池
を
増
設
し
安
定
し
た
給
水

を
行
い
ま
す
。

○
大
月
ポ
ン
プ
場
更
新
事
業

　（
水
道
事
業
会
計
） 

１
，
２
０
０
万
円

　水
道
水
の
安
定
供
給
の
た
め
、
老
朽
化

し
た
送
水
ポ
ン
プ
場
の
更
新
工
事
を
行
い

ま
す
。

○
治
山
振
興
事
業

２
，
０
２
８
万
円

　土
砂
災
害
危
険
地
区
で
公
共
物
や
人
家

な
ど
が
あ
り
保
全
を
必
要
と
す
る
箇
所

や
、
土
砂
災
害
箇
所
で
復
旧
・
予
防
な
ど

の
治
山
対
策
工
事
を
実
施
し
、
被
害
の
拡

大
防
止
や
森
林
環
境
保
全
に
努
め
ま
す
。

○
林
道
開
設
事
業

　
　３
，
０
４
２
万
円

　平
成
27
年
度
の
開
設
を
め
ざ
し
、
林
道

大
崎
水
尾
線
の
開
設
工
事
を
継
続
し
て
進

め
ま
す
。

○
分
収
造
林
事
業

　
　３
，
４
０
７
万
円 

　市
有
林
お
よ
び
市
行
造
林
地
に
つ
い

て
、
植
栽
、
下
刈
、
枝
打
、
除
間
伐
を
実

施
し
森
林
保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市

内
産
木
材
（
ス
ギ
）
の
利
用
促
進
と
地
域

産
業
の
活
性
化
の
た
め
に
作
業
道
の
開
設

な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

○
南
魚
沼
産
材
で
家
づ
く
り
事
業

１
，
０
０
０
万
円

　市
内
産
の
ス
ギ
を
利
用
し
て
建
築
す
る

住
宅
に
対
し
て
補
助
を
行
い
、
地
場
産
木

材
の
利
用
促
進
と
地
域
の
林
業
・
建
築

業
・
木
材
産
業
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

○
観
光
振
興
事
業

　
　６
，
８
２
４
万
円

　観
光
Ｐ
Ｒ
業
務
の
委
託
や
各
種
観
光
イ

ベ
ン
ト
な
ど
に
補
助
金
を
交
付
し
、
支
援

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
グ
リ
ー
ン
シ
ー

ズ
ン
の
観
光
に
も
力
を
入
れ
、
四
季
を
通

じ
て
の
観
光
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

食
の
イ
ベ
ン
ト
、
ご
当
地
グ
ル
メ
に
よ
る

ま
ち
お
こ
し
事
業
の
実
施
を
検
討
し
ま

す
。

○
観
光
交
流
拠
点
施
設
管
理
事
業

２
，
９
４
５
万
円

　道
の
駅
南
魚
沼
の
公
共
部
門
の
管
理
運

営
と
商
業
部
門
（
直
売
所
）
の
管
理
委
託

を
行
い
、
農
産
物
・
特
産
品
の
販
売
促
進

や
観
光
情
報
の
発
信
な
ど
、
農
商
工
観
光

連
携
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
南
魚
沼
市
観
光
協
会
が
道

の
駅
に
移
転
す
る
こ
と
で
、
観
光
拠
点
と

し
て
の
機
能
強
化
を
図
り
ま
す
。

○
商
工
業
振
興
補
助
事
業１

，
２
０
２
万
円

　商
工
会
の
経
営
指
導
員
設
置
や
事
業
運

営
へ
の
補
助
の
ほ
か
、
自
主
的
出
店
者
へ

の
家
賃
補
助
、
地
域
商
工
業
の
活
性
化
と

商
店
街
再
生
支
援
事
業
へ
の
補
助
を
行

い
、
商
工
業
者
を
支
援
し
ま
す
。

○
中
小
企
業
金
融
制
度
事
業

２
億
３
９
０
万
円

　地
域
商
工
業
の
育
成
や
中
小
企
業
経
営

の
基
盤
強
化
の
た
め
、
各
種
制
度
資
金
の

預
託
、
資
金
借
入
れ
に
か
か
る
信
用
保
証

料
の
補
給
な
ど
を
行
い
、
中
小
企
業
経
営

者
を
支
援
し
ま
す
。
小
規
模
事
業
者
経
営

改
善
資
金
貸
付
金
の
利
子
補
給
は
平
成
27

年
度
ま
で
延
長
し
ま
す
。

○
雇
用
創
出
支
援
事
業

　雇
用
の
創
出
と
確
保
の
た
め
、
民
間
事

業
者
へ
の
支
援
策
と
し
て
ふ
る
さ
と
財
団

（
財
団
法
人
地
域
総
合
整
備
財
団
）
の

「
ふ
る
さ
と
融
資
」
を
活
用
す
る
制
度
を

整
備
し
ま
し
た
。
財
団
の
審
査
を
得
た
事

工
事
を
行
い
、
全
事
業
の
完
了
を
め
ざ
し

ま
す
。

○
消
防
水
利
整
備
事
業

　【
平
成
24
年
度
繰
越
事
業
】

１
，
６
５
０
万
円

　国
の
補
助
を
受
け
、
耐
震
性
貯
水
槽
を

2
基
（
塩
沢
地
域
、
大
和
地
域
各
1
基
）

整
備
し
、
災
害
時
の
消
防
水
利
機
能
を
確

保
し
ま
す
。

○
消
防
救
急
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
事
業

１
，
５
０
０
万
円

　国
が
進
め
て
い
る
消
防
救
急
無
線
の
デ

ジ
タ
ル
化
（
平
成
28
年
５
月
末
）
に
合
わ

せ
、
平
成
27
年
度
の
整
備
完
了
を
め
ざ

し
、
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

○
災
害
時
緊
急
伝
達
整
備
事
業

３
，
０
７
０
万
円

　緊
急
時
の
市
民
へ
の
情
報
伝
達
体
制
に

つ
い
て
、
Ｆ
Ｍ
ゆ
き
ぐ
に
と
の
協
定
に
よ

る
緊
急
告
知
ラ
ジ
オ
放
送
の
活
用
を
推
進

し
ま
す
。
防
災
ラ
ジ
オ
は
、
全
行
政
区
の

役
員
な
ど
に
配
置
で
き
る
よ
う
追
加
配
布

を
行
う
と
と
も
に
、
浦
佐
地
区
と
そ
の
周

辺
の
難
聴
地
域
解
消
に
向
け
て
中
継
施
設

を
設
置
し
ま
す
。

○
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
運
営
事
業

２
，
５
９
０
万
円

　光
通
信
が
可
能
な
環
境
を
整
え
る
た
め

に
市
で
整
備
し
た
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
Ｎ

Ｔ
Ｔ
東
日
本
に
貸
与
し
、
市
民
に
高
速
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
環
境
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
こ
の
施
設
維
持
経
費
の
う
ち
、
電

柱
等
転
架
使
用
料
と
電
柱
の
支
障
移
転
費

等
の
負
担
を
行
い
ま
す
。

○
固
定
資
産
税
適
正
評
価
事
業

２
，
９
２
８
万
円

　固
定
資
産
税
の
公
平
負
担
と
適
正
化
、

地
価
の
相
場
を
評
価
額
に
反
映
さ
せ
る
た

め
に
鑑
定
評
価
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
3

年
ご
と
の
固
定
資
産
税
評
価
替
え
が
適
正

に
行
え
る
よ
う
、
基
準
と
な
る
土
地
の
評

価
を
行
い
ま
す
。

○
国
際
交
流
及
び
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
基
金
事
業

１
，
０
６
１
万
円

　イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ビ
レ
ッ
ジ
、

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
と
し
て

国
際
大
学
留
学
生
な
ど
を
講
師
に
招
き
、

各
種
講
演
会
、
授
業
を
実
施
し
ま
す
。
中

学
生
の
海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
を
継
続

し
、
体
験
活
動
を
通
じ
て
国
際
交
流
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
小
・
中
学
生
の
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
の
費
用
を
一
部
補

助
し
ま
す
。

○
公
害
等
対
策
事
業

１
１
７
万
円

　生
活
環
境
の
保
全
の
た
め
に
一
般
河
川

の
水
質
検
査
や
主
要
幹
線
道
路
の
騒
音
調

査
を
行
い
、
公
害
発
生
を
防
止
し
ま
す
。

○
ご
み
減
量
化
推
進
事
業

４
３
９
万
円

　生
ご
み
処
理
機
の
購
入
や
行
政
区
等
が

行
う
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
な
ど
に

補
助
を
行
い
、
ご
み
の
減
量
化
を
推
進
し

ま
す
。
ま
た
、
分
別
の
徹
底
に
よ
り
資
源

ご
み
の
回
収
を
推
進
し
、
大
和
・
六
日
町

地
域
に
合
わ
せ
、
塩
沢
地
域
で
も
拠
点
回

収
を
順
次
進
め
ま
す
。

○
し
尿
等
受
入
施
設
建
設
事
業

１
，
４
１
６
万
円

　し
尿
処
理
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、
新

潟
県
の
公
共
下
水
道
処
理
施
設
へ
、
し
尿

な
ど
を
直
接
投
入
す
る
た
め
に
、
受
入
施

設
の
建
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
建
設
計

画
に
基
づ
き
周
辺
の
生
活
環
境
影
響
調
査

を
行
い
ま
す
。

○
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
普
及
促
進
事
業

４
５
０
万
円

　地
球
温
暖
化
対
策
、
震
災
に
伴
っ
た
電

力
需
給
対
策
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か

ら
環
境
負
荷
の
少
な
い
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
の
一
部
補

助
を
行
い
ま
す
。

○
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
事
業

１
０
０
万
円

　地
球
温
暖
化
の
防
止
、
循
環
型
社
会
の

形
成
等
を
め
ざ
し
、
地
域
バ
イ
オ
マ
ス
資

源
の
総
合
的
利
活
用
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
た
め
に
策
定
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

構
想
の
実
現
に
向
け
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

○
小
学
校
大
規
模
改
造
事
業

５
，
７
７
０
万
円

　【
平
成
24
年
度
繰
越
事
業
】

２
億
３
，
０
０
０
万
円

　老
朽
化
し
た
小
学
校
の
大
規
模
改
造
を

計
画
的
に
進
め
ま
す
。
赤
石
小
学
校
の
屋

上
お
よ
び
融
雪
設
備
の
改
修
工
事
を
行
い

ま
す
。

　城
内
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年

度
に
実
施
設
計
を
終
え
、
校
舎
お
よ
び
体

育
館
の
工
事
を
本
年
度
に
繰
り
越
し
て
実

施
し
ま
す
。

○
中
学
校
普
通
教
室
扇
風
機
設
置
事
業

１
，
０
０
０
万
円

　猛
暑
対
策
と
し
て
小
・
中
学
校
の
全
普

通
教
室
に
扇
風
機
を
設
置
し
、
学
習
環
境

の
改
善
を
図
り
ま
す
。
３
か
年
計
画
で
進

め
、
平
成
25
年
度
は
中
学
校
へ
の
設
置
を

行
い
ま
す
。

○
教
育
課
程
特
例
校
事
業１

，
８
８
９
万
円

　市
内
全
小
学
校
で
英
語
教
育
と
国
際
理

解
教
育
を
実
施
し
ま
す
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国

語
指
導
助
手
）
に
加
え
て
国
際
大
学
留
学

生
、
国
際
理
解
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協

力
を
得
て
、
豊
か
な
国
際
感
覚
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
成
し
ま
す
。

○
図
書
館
建
設
事
業８

億
１
，
７
５
０
万
円

　六
日
町
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
ラ

ラ
を
改
修
し
、
図
書
館
を
整
備
し
ま
す
。

図
書
館
整
備
基
本
構
想
に
基
づ
き
行
っ
た

実
施
設
計
を
も
と
に
建
設
工
事
を
進
め
、

平
成
26
年
度
の
開
館
を
め
ざ
し
ま
す
。

○
文
化
資
料
展
示
館
（
池
田
記
念
美
術
館
）

改
修
事
業

　
　
　

 

　
　
　
　７
５
０
万
円

　開
館
15
年
を
迎
え
る
施
設
で
あ
り
、
計

画
に
基
づ
い
て
建
物
内
装
、
電
気
設
備
、

警
備
シ
ス
テ
ム
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

○
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
事
業

３
，
１
２
８
万
円

　子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
諸
施
策
に

取
り
組
み
ま
す
。
不
登
校
の
児
童
生
徒
へ

の
サ
ポ
ー
ト
、
心
の
教
室
相
談
や
発
達
障

が
い
巡
回
相
談
の
強
化
、
青
少
年
の
健
全

育
成
や
非
行
防
止
、
ニ
ー
ト
・
ひ
き
こ
も

り
に
対
す
る
就
労
や
社
会
参
加
支
援
な

ど
、
学
校
や
家
庭
生
活
で
抱
え
る
問
題
の

相
談
窓
口
を
開
設
し
、
支
援
を
行
い
ま

す
。

○
坂
戸
城
跡
整
備
事
業

１
，
３
２
７
万
円

　坂
戸
城
跡
環
境
整
備
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
御
館
の
石
垣
と
そ
の
周
辺
の
修
復
整

備
の
た
め
、
御
館
跡
の
測
量
と
試
掘
調
査

を
行
い
、
地
域
に
残
る
貴
重
な
文
化
財
の

保
護
に
努
め
ま
す
。

○
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
取
組
事
業

６
１
４
万
円

　平
成
20
年
度
に
刊
行
し
た
報
告
書
『
新

潟
県
浦
佐
毘
沙
門
堂
の
裸
押
合
の
習
俗
』

を
も
と
に
、
映
像
記
録
を
作
成
し
ま
す
。

映
像
計
画
に
基
づ
い
て
昨
年
度
ま
で
に
撮

影
し
た
デ
ー
タ
を
編
集
し
、
映
像
記
録

（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
を
完
成
さ
せ
ま
す
。

○
文
化
振
興
補
助
事
業

３
４
６
万
円

　文
化
芸
能
団
体
の
活
動
事
業
費
を
補
助

し
、
地
域
の
文
化
活
動
の
振
興
を
図
り
ま

す
。
特
別
事
業
と
し
て
南
魚
沼
市
歌
舞
伎

振
興
会
と
の
共
催
に
よ
り
地
芝
居
公
演
を

行
い
ま
す
。

第1章
保
健
・
医
療
・
福
祉

■
地
域
ぐ
る
み
で
つ
く
る
健
康
・
支
え
あ
う
福
祉
の
ま
ち

第2章
教
育
・
文
化

■
学
ぶ
喜
び
・
文
化
を
は
ぐ
く
む
喜
び
の
あ
る
ま
ち

第3章
環
境
共
生

■
豊
か
な
自
然
と
と
も
に
生
き
、
100
年
後
の
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
い
で
い
く
ま
ち

第5章
産
業
振
興

■
豊
か
な
自
然
を
活
か
し
、
自
然
や
人
に
や
さ
し
く
力
強
い
産
業
の
ま
ち

第6章
行
財
政
改
革
・
市
民
参
画

■
市
民
と
築
く
あ
か
る
い
自
治
の
ま
ち

第4章
都
市
基
盤

■
安
全
・
快
適
で
う
る
お
い
の
あ
る
生
活
が
で
き
る
ま
ち

○
予
防
対
策
事
業

１
億
７
，
５
５
９
万
円 

　疾
病
の
発
生
や
重
症
化
を
予
防
す
る
た

め
、
平
成
25
年
度
に
法
定
化
さ
れ
た
子
宮

頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ

ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
含

め
、
法
に
定
め
る
予
防
接
種
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
公
費
助
成
を
行
い
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
対
策
費

３
億
７
，
４
７
５
万
円

　国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
基
準
に

基
づ
き
、
運
営
事
務
費
、
国
保
税
の
軽
減

分
の
補
て
ん
、
出
産
育
児
一
時
金
な
ど
の

費
用
を
繰
出
金
と
し
て
支
出
し
ま
す
。
国

保
税
の
大
幅
な
負
担
増
を
抑
制
す
る
た
め

に
、
基
金
を
取
り
崩
し
て
補
て
ん
を
行
い

ま
す
。

○
後
期
高
齢
者
保
健
事
業２

，
３
１
８
万
円

　健
康
の
保
持
と
疾
病
の
予
防
で
健
康
寿

命
の
延
伸
を
図
る
た
め
、
75
歳
以
上
の
高

齢
者
の
健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す
。
平
成

25
年
度
か
ら
新
た
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
予
防
接
種
と
人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
助
成

を
行
い
ま
す
。

○
母
子
保
健
事
業

　
　５

，
９
１
６
万
円

　乳
幼
児
健
診
や
離
乳
食
教
室
を
定
期
的

に
実
施
し
、
心
身
の
発
育
や
発
達
を
確
認

し
な
が
ら
適
切
な
指
導
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
妊
婦
健
診
に
か
か
る
費
用
に
つ
い
て

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
公
費

助
成
を
行
い
ま
す
。

○
新
市
立
病
院
整
備
事
業

８
億
７
，
５
０
０
万
円 

　魚
沼
基
幹
病
院
の
開
院
に
合
わ
せ
て
県

立
六
日
町
病
院
が
閉
院
と
な
る
こ
と
か

ら
、
市
で
病
院
を
整
備
し
、
六
日
町
・
塩

沢
地
域
の
医
療
環
境
を
確
保
し
ま
す
。
平

成
25
年
度
は
農
地
転
用
な
ど
の
手
続
き
や

周
辺
道
路
の
整
備
を
行
い
、
建
築
工
事
に

着
手
し
ま
す
。

○
病
院
事
業
対
策
費５

億
５
，
６
４
２
万
円

　地
域
医
療
体
制
を
維
持
す
る
た
め
、
ゆ

き
ぐ
に
大
和
病
院
お
よ
び
城
内
診
療
所
の

運
営
に
対
し
て
繰
出
金
を
支
出
し
、
市
民

が
安
心
し
て
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
を
確
保
し
ま
す
。

○
私
立
保
育
園
委
託
事
業

○
医
療
施
設
病
児
・
病
後
児
保
育
委
託
事
業

３
億
４
，
２
３
７
万
円

　従
来
か
ら
の
私
立
３
保
育
園
に
加
え
、

新
た
に
私
立
の
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
開

園
し
た
六
日
町
保
育
園
に
児
童
の
保
育
を

委
託
し
ま
す
。
ま
た
、
浦
佐
萌
気
園
診
療

所
で
病
児
保
育
、
野
の
百
合
保
育
園
で
病

後
児
保
育
を
そ
れ
ぞ
れ
開
始
す
る
こ
と

で
、
市
内
全
域
で
病
後
児
保
育
な
ど
を
受

け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
ま
す
。

○
保
育
園
施
設
整
備
事
業２

，
３
５
０
万
円

　入
園
児
童
の
増
加
に
伴
う
塩
沢
保
育
園

の
ト
イ
レ
改
修
を
は
じ
め
、
各
保
育
園
の

衛
生
設
備
お
よ
び
空
調
機
器
の
整
備
を
行

い
、
保
育
環
境
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
上

長
崎
保
育
園
と
大
木
六
保
育
園
で
は
、
耐

震
診
断
を
行
い
耐
震
補
強
工
事
の
準
備
を

進
め
ま
す
。

○
子
ど
も
・
妊
産
婦
医
療
費
助
成
事
業

１
億
８
，
３
５
４
万
円 

　子
ど
も
の
医
療
費
に
つ
い
て
保
護
者
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
そ
の

一
部
を
助
成
し
、
子
育
て
の
支
援
を
し
ま

す
。
妊
産
婦
の
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
自

己
負
担
分
全
額
を
助
成
す
る
こ
と
で
無
料

化
を
継
続
し
ま
す
。

○
学
童
ク
ラ
ブ
施
設
整
備
事
業

１
，
１
１
５
万
円

　放
課
後
に
子
ど
も
た
ち
が
安
全
安
心
に

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学
童
保
育

施
設
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
平
成
25
年
度

は
、
利
用
希
望
が
増
え
て
い
る
薮
神
小
学

校
に
一
か
所
新
設
し
ま
す
。

○
心
身
障
が
い
者
助
成
事
業

３
，
７
２
９
万
円

　精
神
障
が
い
者
の
入
院
費
用
の
一
部
助

成
と
、
人
工
透
析
者
お
よ
び
通
所
施
設
で

訓
練
す
る
障
が
い
者
に
対
す
る
交
通
費
な

ど
の
助
成
を
行
い
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、

自
動
車
運
転
が
で
き
な
い
障
が
い
者
に
タ

ク
シ
ー
利
用
券
を
支
給
し
ま
す
。

○
自
立
支
援
事
業

９
億
１
，
２
９
２
万
円

　障
が
い
者
の
自
立
を
支
援
す
る
た
め
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
、
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
、
施
設
入
所
、
生
活
介
護
、

就
労
支
援
、
補
装
具
な
ど
）
の
給
付
や
、

障
が
い
の
除
去
や
軽
減
の
た
め
の
医
療
給

付
を
行
い
ま
す
。

○
地
域
生
活
支
援
事
業

８
，
８
１
３
万
円

　地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
や

支
援
事
業
の
実
施
、
日
常
生
活
用
具
・
日

中
一
時
支
援
・
移
動
支
援
な
ど
の
給
付
と

健
康
づ
く
り
と

予
防
医
療
の
推
進

1

子
育
て
支
援
の
充
実

3

高
齢
者
福
祉
の
充
実

5

地
域
福
祉
の
推
進

6
学
校
教
育
の
充
実

1

生
涯
学
習
の
充
実

2
地
域
・
家
庭
教
育
の
充
実

3
障
が
い
者
福
祉
の
充
実

4

地
域
文
化
の
振
興

4

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

5

自
然
環
境
の
保
全
と
活
用

1
循
環
型
社
会
の
創
造

2

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
と

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

3

野
外
・
環
境
教
育
の
推
進

6

生
活
環
境
の
向
上

4
計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進

1

交
通
体
系
の
整
備

2

住
環
境
の
整
備

4

上
下
水
道
の
整
備

5

災
害
に
強
い
基
盤
整
備

6

林
業
の
振
興

2
観
光
の
振
興

3

商
工
業
の
振
興

4

高
度
情
報
化
の
推
進

4

交
流
の
推
進

5

農
業
の
振
興

1
雇
用
の
促
進

5
行
財
政
運
営
の
効
率
化

1

災
害
に
強
い
安
全
と
安
心
の

ま
ち
づ
く
り

3

市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

2

ひ
と
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り

3

地
域
完
結
型
保
健
医
療

体
制
の
構
築

2

拡
充

新
規

拡
充

新
規

新
規

新
規

新
規

新
規

新
規

新
規

拡
充

拡
充

拡
充

拡
充

拡
充

拡
充

拡
充

権
利
擁
護
の
推
進
を
図
り
、
障
が
い
者
の

自
立
や
日
常
生
活
を
支
援
し
ま
す
。
４
月

開
校
の
市
立
総
合
支
援
学
校
内
に
も
日
中

一
時
支
援
室
を
新
設
し
、
利
用
者
の
利
便

性
向
上
を
図
り
ま
す
。

○
高
齢
者
生
活
支
援
事
業５

，
０
５
０
万
円

　要
介
護
高
齢
者
家
族
手
当
の
支
給
や
高

齢
者
等
要
援
護
住
宅
除
雪
援
助
な
ど
、
在

宅
高
齢
者
へ
の
生
活
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
介
護
保
険
対
策
費８

億
５
，
５
２
６
万
円

　平
成
24
年
度
か
ら
の
第
５
期
介
護
保
険

事
業
計
画
に
基
づ
く
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
や
、
介
護
保
険
制
度
の
適
正
な
運
営
の

た
め
に
、
介
護
保
険
特
別
会
計
へ
介
護
サ

ー
ビ
ス
給
付
費
の
一
部
や
事
務
費
な
ど
を

繰
出
金
と
し
て
支
出
し
ま
す
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
対
策
費

７
億
１
，
８
１
７
万
円

　後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
に
、
職
員

給
与
費
、
事
務
費
お
よ
び
保
険
料
軽
減
分

の
補
て
ん
費
用
を
繰
出
金
と
し
て
支
出
し

ま
す
。
ま
た
、
新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
に
対
し
て
、
法
に
基
づ
く
療
養

給
付
費
の
1
/
12
と
事
務
共
通
経
費
を
負

担
金
と
し
て
支
出
し
ま
す
。

○
魚
沼
荘
改
築
事
業

１
億
２
０
８
万
円

　施
設
の
老
朽
化
と
設
備
基
準
の
改
正
に

伴
い
、
建
替
え
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
平

成
27
年
度
内
の
完
成
に
向
け
、
用
地
取

得
、
地
質
調
査
お
よ
び
実
施
設
計
を
行
い

ま
す
。

○
社
会
福
祉
協
議
会
推
進
事
業

４
，
１
８
９
万
円

　社
会
福
祉
法
に
基
づ
き
、
市
の
地
域
福

祉
の
推
進
を
図
る
た
め
に
設
立
さ
れ
て
い

る
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
う
事
業
（
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
、
募
金
事
務
、
在
宅

福
祉
事
業
な
ど
）
の
運
営
費
や
人
件
費
の

補
助
を
行
い
、
社
会
福
祉
活
動
を
支
援
し

ま
す
。

○
生
活
扶
助
費

２
億
２
，
８
０
０
万
円

　困
窮
の
た
め
最
低
限
度
の
生
活
を
維
持

す
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
の
生
活
を
保
障

す
る
た
め
、
生
活
保
護
費
を
支
給
し
ま

す
。

○
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業

　
　７
３
０
万
円

　ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
た
健
康
づ
く
り
や

交
流
の
拡
大
を
図
る
た
め
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
南
魚
ス
ポ
ー
ツ
パ
ラ
ダ

イ
ス
」
の
運
営
を
補
助
し
、
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
を
推
進
し
ま
す
。

○
体
育
施
設
管
理
委
託
事
業

７
，
７
５
３
万
円

　市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て
、
指

定
管
理
者
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
管
理
運

営
し
、
市
民
の
健
康
増
進
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
て
の
仲
間
づ
く
り
、
青
少
年
の
健
全

な
育
成
を
図
り
ま
す
。

○
体
育
施
設
整
備
事
業

２
，
２
７
０
万
円

　ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
中
之

島
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
と
大
和
野
球

場
照
明
施
設
の
改
修
工
事
を
行
い
、
よ
り

快
適
な
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

○
教
育
改
革
推
進
事
業

１
，
５
５
７
万
円

　教
育
に
関
心
の
あ
る
人
、
貴
重
な
経

験
・
技
術
を
持
っ
た
地
域
の
人
な
ど
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
学
習
活
動
な
ど
に

参
加
し
て
い
た
だ
く
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

事
業
を
実
施
し
ま
す
。
緑
の
少
年
団
活

動
、
ビ
オ
ト
ー
プ
整
備
活
動
、
花
・
野

菜
・
稲
栽
培
学
習
活
動
な
ど
、
学
校
が
主

体
的
に
創
意
工
夫
し
、
特
色
を
生
か
し
て

行
う
活
動
に
助
成
し
ま
す
。

ブ
・
ボ
イ
ラ
ー
導
入
へ
の
補
助
を
行
い
ま

す
。

○
地
盤
沈
下
対
策
事
業

　
　２
４
８
万
円

　地
下
水
汲
上
げ
の
規
制
区
域
へ
の
克
雪

対
策
を
最
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、
実
現

可
能
な
事
業
の
具
体
化
に
向
け
て
早
急
な

取
組
を
行
い
ま
す
。
地
盤
沈
下
区
域
の
節

水
対
策
と
し
て
、
降
雪
感
知
器
と
併
用
す

る
節
水
タ
イ
マ
ー
の
有
効
性
に
つ
い
て
実

証
実
験
を
試
み
ま
す
。

業
資
金
の
借
入
総
額
の
45
％
を
無
利
子
融

資
す
る
も
の
で
、
市
が
利
子
相
当
分
を
負

担
し
ま
す
。
（
融
資
申
込
み
状
況
に
応
じ

て
予
算
化
す
る
予
定
で
す
）

主な事業と予算額主な事業と予算額 予 算 特 集 号予 算 特 集 号
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○
庁
舎
整
備
事
業

　
　２
，
６
１
０
万
円 

　塩
沢
庁
舎
保
健
セ
ン
タ
ー
の
空
調
設
備

の
改
修
や
大
和
お
よ
び
塩
沢
庁
舎
の
電
話

交
換
機
の
更
新
な
ど
、
各
庁
舎
の
機
能
向

上
と
整
備
を
進
め
ま
す
。

○
行
政
区
事
業

　
　
　６
，
４
９
５
万
円

　各
行
政
区
へ
の
委
託
業
務
や
自
主
活
動

に
対
し
て
、
交
付
金
を
交
付
し
て
自
治
組

織
の
振
興
を
支
援
し
ま
す
。

○
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
事
業

７
，
０
２
６
万
円

　市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
推
進

と
支
援
の
た
め
、
市
内
12
地
区
の
地
区
協

議
会
に
対
し
、
活
性
化
支
援
と
拠
点
支
援

の
た
め
の
交
付
金
を
交
付
し
ま
す
。
各
地

区
セ
ン
タ
ー
の
開
設
時
間
を
統
一
す
る
た

め
、
配
分
額
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も

に
、
全
体
予
算
を
増
額
し
、
基
礎
事
業
に

追
加
配
分
額
を
設
け
地
域
の
要
望
に
迅
速

に
対
応
し
ま
す
。

○
消
防
庁
舎
新
築
事
業

２
億
５
５
０
万
円

　消
防
・
救
急
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
強

化
を
図
る
た
め
に
行
っ
て
き
た
消
防
庁
舎

の
改
築
事
業
に
つ
い
て
、
訓
練
塔
の
建
設

○
土
地
改
良
事
業

１
億
１
，
４
２
０
万
円

　土
地
改
良
区
で
実
施
し
た
農
道
な
ど
の

整
備
に
要
し
た
借
入
金
の
償
還
補
助
を
行

い
ま
す
。

○
農
業
振
興
対
策
補
助
事
業

３
，
７
４
４
万
円

　農
地
集
積
協
力
金
、
新
規
就
農
給
付

金
、
農
林
水
産
業
振
興
資
金
利
子
補
給

金
、
サ
ル
被
害
防
止
対
策
事
業
補
助
金
な

ど
、
農
業
振
興
の
た
め
の
補
助
を
行
い
、

農
業
者
を
支
援
し
ま
す
。

○
水
田
農
業
構
造
改
革
対
策
推
進
事
業

４
，
１
５
３
万
円

　各
地
域
の
農
業
再
生
協
議
会
に
補
助
を

行
う
な
ど
、
安
全
・
安
心
な
良
質
米
の
生

産
に
努
め
、
南
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
需

要
拡
大
と
競
争
力
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

○
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

７
，
７
２
６
万
円

　中
山
間
地
に
お
け
る
農
業
の
持
つ
多
面

的
機
能
の
維
持
や
増
進
を
図
る
た
め
、
自

律
的
で
継
続
的
な
農
業
生
産
活
動
を
行
う

集
落
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
家
畜
指
導
診
療
所
運
営
事
業

１
，
０
１
５
万
円

　畜
産
農
家
の
経
営
安
定
の
た
め
、
疾
病

予
防
指
導
・
診
療
な
ど
の
業
務
を
効
果
的

に
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
家
畜
伝
染
病
予

防
事
業
の
実
施
で
、
畜
産
農
家
の
損
害
防

止
に
努
め
ま
す
。

○
国
土
調
査
事
業

　
　３
，
５
９
０
万
円

　四
十
日
新
道
地
区
の
一
筆
地
調
査
と
測

量
を
実
施
し
ま
す
。
野
田
地
区
の
国
土
調

査
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
の
検
査

（
認
証
）
を
受
け
ま
す
。

○
大
原
運
動
公
園
整
備
事
業

７
億
５
，
８
０
０
万
円

　大
原
運
動
公
園
整
備
検
討
委
員
会
で
策

定
さ
れ
た
基
本
構
想
に
基
づ
き
、
運
動
公

園
の
機
能
充
実
に
向
け
た
施
設
整
備
を
進

め
ま
す
。
第
１
期
工
事
の
２
年
目
と
し
て

野
球
場
建
設
工
事
を
完
了
さ
せ
、
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

○
道
路
新
設
改
良
事
業

５
億
８
，
４
７
８
万
円

　【
平
成
24
年
度
繰
越
事
業
】

４
億
８
０
万
円

　市
民
生
活
を
支
え
る
生
活
道
路
や
幹
線

市
道
の
改
良
、
歩
道
設
置
な
ど
の
整
備
を

行
い
、
市
内
の
道
路
交
通
の
向
上
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
国
の
緊
急
経
済
対
策
を
受

け
て
平
成
24
年
度
に
補
正
で
予
算
化
し
た

道
路
改
良
事
業
等
を
繰
越
事
業
と
し
て
実

施
し
ま
す
。

○
路
線
バ
ス
・
市
民
バ
ス
運
行
事
業

６
，
２
０
３
万
円

　公
共
交
通
の
要
で
あ
る
路
線
バ
ス
運
行

へ
の
補
助
を
行
い
、
市
内
バ
ス
路
線
の
維

持
に
努
め
る
と
と
も
に
、
公
共
交
通
空
白

地
域
に
お
け
る
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
、
市
民
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

○
交
通
安
全
交
付
金
事
業１

，
０
０
０
万
円

　国
の
交
付
金
を
財
源
と
し
て
、
交
通
安

全
施
設
の
整
備
（
白
線
引
き
、
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
設
置
な
ど
）
や
維
持
管
理
を
行
い
、

交
通
事
故
の
防
止
に
努
め
ま
す
。

○
Ｇ
Ｐ
Ｓ
除
雪
費
集
計
シ
ス
テ
ム
事
業

１
，
２
５
０
万
円

　降
雪
期
の
安
全
な
交
通
確
保
の
た
め
、

効
率
的
な
除
雪
体
制
の
構
築
に
向
け
、
Ｇ

Ｐ
Ｓ
機
能
を
活
用
し
た
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
ま
す
。

○
克
雪
住
宅
推
進
事
業

　１
，
３
８
０
万
円

　融
雪
式
ま
た
は
耐
雪
式
に
よ
る
住
宅
の

克
雪
化
（
対
象
は
市
内
全
域
）
と
、
地
下

水
を
使
わ
な
い
消
雪
設
備
設
置
（
対
象
は

地
盤
沈
下
区
域
の
み
）
に
対
し
、
そ
の
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
消
雪
設
備
に

つ
い
て
は
、
補
助
上
限
額
の
引
上
げ
や
補

助
対
象
者
を
事
業
所
な
ど
へ
拡
大
し
て
、

対
策
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

○
個
人
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業

８
，
０
０
０
万
円

　市
民
の
生
活
環
境
の
向
上
と
住
宅
関
連

産
業
を
中
心
と
し
た
地
域
の
活
性
化
を
促

進
す
る
た
め
、
市
内
業
者
に
よ
っ
て
個
人

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
う
場
合

に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

○
公
共
下
水
道
事
業

○
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業

　（
下
水
道
特
別
会
計
）

１
５
億
３
，
１
０
０
万
円

　六
日
町
地
域
（
若
葉
町
、
余
川
、
川

窪
、
欠
之
上
、
君
帰
、
四
十
日
新
道
、
五

日
町
、
寺
尾
）
、
塩
沢
地
域
（
上
神
字
、

沢
口
、
砂
押
、
泉
盛
寺
、
石
打
（
五
十

嵐
）
、
宮
野
下
、
大
沢
、
樺
野
沢
、
南
田

中
）
、
大
和
地
域
（
茗
荷
沢
、
浦
佐
）
の

下
水
処
理
区
域
の
一
部
で
下
水
道
本
管
の

布
設
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
上
の
原

処
理
区
を
六
日
町
処
理
区
に
接
続
す
る
た

め
の
工
事
を
実
施
し
、
大
幅
な
経
費
の
節

減
に
努
め
ま
す
。

○
下
水
道
接
続
促
進
事
業

　（
下
水
道
特
別
会
計
）６

，
０
０
０
万
円

　下
水
道
へ
の
接
続
の
促
進
を
図
る
た

め
、
接
続
工
事
費
用
の
一
部
補
助
を
行

い
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

○
荒
山
配
水
池
改
築
事
業
（
水
道
事
業
会
計
）

８
，
０
０
０
万
円

　既
設
配
水
池
の
老
朽
化
と
容
量
不
足
の

た
め
、
配
水
池
を
増
設
し
安
定
し
た
給
水

を
行
い
ま
す
。

○
大
月
ポ
ン
プ
場
更
新
事
業

　（
水
道
事
業
会
計
） 

１
，
２
０
０
万
円

　水
道
水
の
安
定
供
給
の
た
め
、
老
朽
化

し
た
送
水
ポ
ン
プ
場
の
更
新
工
事
を
行
い

ま
す
。

○
治
山
振
興
事
業

２
，
０
２
８
万
円

　土
砂
災
害
危
険
地
区
で
公
共
物
や
人
家

な
ど
が
あ
り
保
全
を
必
要
と
す
る
箇
所

や
、
土
砂
災
害
箇
所
で
復
旧
・
予
防
な
ど

の
治
山
対
策
工
事
を
実
施
し
、
被
害
の
拡

大
防
止
や
森
林
環
境
保
全
に
努
め
ま
す
。

○
林
道
開
設
事
業

　
　３
，
０
４
２
万
円

　平
成
27
年
度
の
開
設
を
め
ざ
し
、
林
道

大
崎
水
尾
線
の
開
設
工
事
を
継
続
し
て
進

め
ま
す
。

○
分
収
造
林
事
業

　
　３
，
４
０
７
万
円 

　市
有
林
お
よ
び
市
行
造
林
地
に
つ
い

て
、
植
栽
、
下
刈
、
枝
打
、
除
間
伐
を
実

施
し
森
林
保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市

内
産
木
材
（
ス
ギ
）
の
利
用
促
進
と
地
域

産
業
の
活
性
化
の
た
め
に
作
業
道
の
開
設

な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

○
南
魚
沼
産
材
で
家
づ
く
り
事
業

１
，
０
０
０
万
円

　市
内
産
の
ス
ギ
を
利
用
し
て
建
築
す
る

住
宅
に
対
し
て
補
助
を
行
い
、
地
場
産
木

材
の
利
用
促
進
と
地
域
の
林
業
・
建
築

業
・
木
材
産
業
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

○
観
光
振
興
事
業

　
　６
，
８
２
４
万
円

　観
光
Ｐ
Ｒ
業
務
の
委
託
や
各
種
観
光
イ

ベ
ン
ト
な
ど
に
補
助
金
を
交
付
し
、
支
援

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
グ
リ
ー
ン
シ
ー

ズ
ン
の
観
光
に
も
力
を
入
れ
、
四
季
を
通

じ
て
の
観
光
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

食
の
イ
ベ
ン
ト
、
ご
当
地
グ
ル
メ
に
よ
る

ま
ち
お
こ
し
事
業
の
実
施
を
検
討
し
ま

す
。

○
観
光
交
流
拠
点
施
設
管
理
事
業

２
，
９
４
５
万
円

　道
の
駅
南
魚
沼
の
公
共
部
門
の
管
理
運

営
と
商
業
部
門
（
直
売
所
）
の
管
理
委
託

を
行
い
、
農
産
物
・
特
産
品
の
販
売
促
進

や
観
光
情
報
の
発
信
な
ど
、
農
商
工
観
光

連
携
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
南
魚
沼
市
観
光
協
会
が
道

の
駅
に
移
転
す
る
こ
と
で
、
観
光
拠
点
と

し
て
の
機
能
強
化
を
図
り
ま
す
。

○
商
工
業
振
興
補
助
事
業１

，
２
０
２
万
円

　商
工
会
の
経
営
指
導
員
設
置
や
事
業
運

営
へ
の
補
助
の
ほ
か
、
自
主
的
出
店
者
へ

の
家
賃
補
助
、
地
域
商
工
業
の
活
性
化
と

商
店
街
再
生
支
援
事
業
へ
の
補
助
を
行

い
、
商
工
業
者
を
支
援
し
ま
す
。

○
中
小
企
業
金
融
制
度
事
業

２
億
３
９
０
万
円

　地
域
商
工
業
の
育
成
や
中
小
企
業
経
営

の
基
盤
強
化
の
た
め
、
各
種
制
度
資
金
の

預
託
、
資
金
借
入
れ
に
か
か
る
信
用
保
証

料
の
補
給
な
ど
を
行
い
、
中
小
企
業
経
営

者
を
支
援
し
ま
す
。
小
規
模
事
業
者
経
営

改
善
資
金
貸
付
金
の
利
子
補
給
は
平
成
27

年
度
ま
で
延
長
し
ま
す
。

○
雇
用
創
出
支
援
事
業

　雇
用
の
創
出
と
確
保
の
た
め
、
民
間
事

業
者
へ
の
支
援
策
と
し
て
ふ
る
さ
と
財
団

（
財
団
法
人
地
域
総
合
整
備
財
団
）
の

「
ふ
る
さ
と
融
資
」
を
活
用
す
る
制
度
を

整
備
し
ま
し
た
。
財
団
の
審
査
を
得
た
事

工
事
を
行
い
、
全
事
業
の
完
了
を
め
ざ
し

ま
す
。

○
消
防
水
利
整
備
事
業

　【
平
成
24
年
度
繰
越
事
業
】

１
，
６
５
０
万
円

　国
の
補
助
を
受
け
、
耐
震
性
貯
水
槽
を

2
基
（
塩
沢
地
域
、
大
和
地
域
各
1
基
）

整
備
し
、
災
害
時
の
消
防
水
利
機
能
を
確

保
し
ま
す
。

○
消
防
救
急
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
事
業

１
，
５
０
０
万
円

　国
が
進
め
て
い
る
消
防
救
急
無
線
の
デ

ジ
タ
ル
化
（
平
成
28
年
５
月
末
）
に
合
わ

せ
、
平
成
27
年
度
の
整
備
完
了
を
め
ざ

し
、
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

○
災
害
時
緊
急
伝
達
整
備
事
業

３
，
０
７
０
万
円

　緊
急
時
の
市
民
へ
の
情
報
伝
達
体
制
に

つ
い
て
、
Ｆ
Ｍ
ゆ
き
ぐ
に
と
の
協
定
に
よ

る
緊
急
告
知
ラ
ジ
オ
放
送
の
活
用
を
推
進

し
ま
す
。
防
災
ラ
ジ
オ
は
、
全
行
政
区
の

役
員
な
ど
に
配
置
で
き
る
よ
う
追
加
配
布

を
行
う
と
と
も
に
、
浦
佐
地
区
と
そ
の
周

辺
の
難
聴
地
域
解
消
に
向
け
て
中
継
施
設

を
設
置
し
ま
す
。

○
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
運
営
事
業

２
，
５
９
０
万
円

　光
通
信
が
可
能
な
環
境
を
整
え
る
た
め

に
市
で
整
備
し
た
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
Ｎ

Ｔ
Ｔ
東
日
本
に
貸
与
し
、
市
民
に
高
速
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
環
境
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
こ
の
施
設
維
持
経
費
の
う
ち
、
電

柱
等
転
架
使
用
料
と
電
柱
の
支
障
移
転
費

等
の
負
担
を
行
い
ま
す
。

○
固
定
資
産
税
適
正
評
価
事
業

２
，
９
２
８
万
円

　固
定
資
産
税
の
公
平
負
担
と
適
正
化
、

地
価
の
相
場
を
評
価
額
に
反
映
さ
せ
る
た

め
に
鑑
定
評
価
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
3

年
ご
と
の
固
定
資
産
税
評
価
替
え
が
適
正

に
行
え
る
よ
う
、
基
準
と
な
る
土
地
の
評

価
を
行
い
ま
す
。

○
国
際
交
流
及
び
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
基
金
事
業

１
，
０
６
１
万
円

　イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ビ
レ
ッ
ジ
、

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
と
し
て

国
際
大
学
留
学
生
な
ど
を
講
師
に
招
き
、

各
種
講
演
会
、
授
業
を
実
施
し
ま
す
。
中

学
生
の
海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
を
継
続

し
、
体
験
活
動
を
通
じ
て
国
際
交
流
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
小
・
中
学
生
の
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
の
費
用
を
一
部
補

助
し
ま
す
。

○
公
害
等
対
策
事
業

１
１
７
万
円

　生
活
環
境
の
保
全
の
た
め
に
一
般
河
川

の
水
質
検
査
や
主
要
幹
線
道
路
の
騒
音
調

査
を
行
い
、
公
害
発
生
を
防
止
し
ま
す
。

○
ご
み
減
量
化
推
進
事
業

４
３
９
万
円

　生
ご
み
処
理
機
の
購
入
や
行
政
区
等
が

行
う
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
な
ど
に

補
助
を
行
い
、
ご
み
の
減
量
化
を
推
進
し

ま
す
。
ま
た
、
分
別
の
徹
底
に
よ
り
資
源

ご
み
の
回
収
を
推
進
し
、
大
和
・
六
日
町

地
域
に
合
わ
せ
、
塩
沢
地
域
で
も
拠
点
回

収
を
順
次
進
め
ま
す
。

○
し
尿
等
受
入
施
設
建
設
事
業

１
，
４
１
６
万
円

　し
尿
処
理
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、
新

潟
県
の
公
共
下
水
道
処
理
施
設
へ
、
し
尿

な
ど
を
直
接
投
入
す
る
た
め
に
、
受
入
施

設
の
建
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
建
設
計

画
に
基
づ
き
周
辺
の
生
活
環
境
影
響
調
査

を
行
い
ま
す
。

○
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
普
及
促
進
事
業

４
５
０
万
円

　地
球
温
暖
化
対
策
、
震
災
に
伴
っ
た
電

力
需
給
対
策
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か

ら
環
境
負
荷
の
少
な
い
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
の
一
部
補

助
を
行
い
ま
す
。

○
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
事
業

１
０
０
万
円

　地
球
温
暖
化
の
防
止
、
循
環
型
社
会
の

形
成
等
を
め
ざ
し
、
地
域
バ
イ
オ
マ
ス
資

源
の
総
合
的
利
活
用
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
た
め
に
策
定
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

構
想
の
実
現
に
向
け
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

○
小
学
校
大
規
模
改
造
事
業

５
，
７
７
０
万
円

　【
平
成
24
年
度
繰
越
事
業
】

２
億
３
，
０
０
０
万
円

　老
朽
化
し
た
小
学
校
の
大
規
模
改
造
を

計
画
的
に
進
め
ま
す
。
赤
石
小
学
校
の
屋

上
お
よ
び
融
雪
設
備
の
改
修
工
事
を
行
い

ま
す
。

　城
内
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年

度
に
実
施
設
計
を
終
え
、
校
舎
お
よ
び
体

育
館
の
工
事
を
本
年
度
に
繰
り
越
し
て
実

施
し
ま
す
。

○
中
学
校
普
通
教
室
扇
風
機
設
置
事
業

１
，
０
０
０
万
円

　猛
暑
対
策
と
し
て
小
・
中
学
校
の
全
普

通
教
室
に
扇
風
機
を
設
置
し
、
学
習
環
境

の
改
善
を
図
り
ま
す
。
３
か
年
計
画
で
進

め
、
平
成
25
年
度
は
中
学
校
へ
の
設
置
を

行
い
ま
す
。

○
教
育
課
程
特
例
校
事
業１

，
８
８
９
万
円

　市
内
全
小
学
校
で
英
語
教
育
と
国
際
理

解
教
育
を
実
施
し
ま
す
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国

語
指
導
助
手
）
に
加
え
て
国
際
大
学
留
学

生
、
国
際
理
解
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協

力
を
得
て
、
豊
か
な
国
際
感
覚
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
成
し
ま
す
。

○
図
書
館
建
設
事
業８

億
１
，
７
５
０
万
円

　六
日
町
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
ラ

ラ
を
改
修
し
、
図
書
館
を
整
備
し
ま
す
。

図
書
館
整
備
基
本
構
想
に
基
づ
き
行
っ
た

実
施
設
計
を
も
と
に
建
設
工
事
を
進
め
、

平
成
26
年
度
の
開
館
を
め
ざ
し
ま
す
。

○
文
化
資
料
展
示
館
（
池
田
記
念
美
術
館
）

改
修
事
業

　
　
　

 

　
　
　
　７
５
０
万
円

　開
館
15
年
を
迎
え
る
施
設
で
あ
り
、
計

画
に
基
づ
い
て
建
物
内
装
、
電
気
設
備
、

警
備
シ
ス
テ
ム
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

○
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
事
業

３
，
１
２
８
万
円

　子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
諸
施
策
に

取
り
組
み
ま
す
。
不
登
校
の
児
童
生
徒
へ

の
サ
ポ
ー
ト
、
心
の
教
室
相
談
や
発
達
障

が
い
巡
回
相
談
の
強
化
、
青
少
年
の
健
全

育
成
や
非
行
防
止
、
ニ
ー
ト
・
ひ
き
こ
も

り
に
対
す
る
就
労
や
社
会
参
加
支
援
な

ど
、
学
校
や
家
庭
生
活
で
抱
え
る
問
題
の

相
談
窓
口
を
開
設
し
、
支
援
を
行
い
ま

す
。

○
坂
戸
城
跡
整
備
事
業

１
，
３
２
７
万
円

　坂
戸
城
跡
環
境
整
備
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
御
館
の
石
垣
と
そ
の
周
辺
の
修
復
整

備
の
た
め
、
御
館
跡
の
測
量
と
試
掘
調
査

を
行
い
、
地
域
に
残
る
貴
重
な
文
化
財
の

保
護
に
努
め
ま
す
。

○
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
取
組
事
業

６
１
４
万
円

　平
成
20
年
度
に
刊
行
し
た
報
告
書
『
新

潟
県
浦
佐
毘
沙
門
堂
の
裸
押
合
の
習
俗
』

を
も
と
に
、
映
像
記
録
を
作
成
し
ま
す
。

映
像
計
画
に
基
づ
い
て
昨
年
度
ま
で
に
撮

影
し
た
デ
ー
タ
を
編
集
し
、
映
像
記
録

（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
を
完
成
さ
せ
ま
す
。

○
文
化
振
興
補
助
事
業

３
４
６
万
円

　文
化
芸
能
団
体
の
活
動
事
業
費
を
補
助

し
、
地
域
の
文
化
活
動
の
振
興
を
図
り
ま

す
。
特
別
事
業
と
し
て
南
魚
沼
市
歌
舞
伎

振
興
会
と
の
共
催
に
よ
り
地
芝
居
公
演
を

行
い
ま
す
。

第1章
保
健
・
医
療
・
福
祉

■
地
域
ぐ
る
み
で
つ
く
る
健
康
・
支
え
あ
う
福
祉
の
ま
ち

第2章
教
育
・
文
化

■
学
ぶ
喜
び
・
文
化
を
は
ぐ
く
む
喜
び
の
あ
る
ま
ち

第3章
環
境
共
生

■
豊
か
な
自
然
と
と
も
に
生
き
、
100
年
後
の
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
い
で
い
く
ま
ち

第5章
産
業
振
興

■
豊
か
な
自
然
を
活
か
し
、
自
然
や
人
に
や
さ
し
く
力
強
い
産
業
の
ま
ち

第6章
行
財
政
改
革
・
市
民
参
画

■
市
民
と
築
く
あ
か
る
い
自
治
の
ま
ち

第4章
都
市
基
盤

■
安
全
・
快
適
で
う
る
お
い
の
あ
る
生
活
が
で
き
る
ま
ち

○
予
防
対
策
事
業

１
億
７
，
５
５
９
万
円 

　疾
病
の
発
生
や
重
症
化
を
予
防
す
る
た

め
、
平
成
25
年
度
に
法
定
化
さ
れ
た
子
宮

頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ

ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
含

め
、
法
に
定
め
る
予
防
接
種
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
公
費
助
成
を
行
い
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
対
策
費

３
億
７
，
４
７
５
万
円

　国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
基
準
に

基
づ
き
、
運
営
事
務
費
、
国
保
税
の
軽
減

分
の
補
て
ん
、
出
産
育
児
一
時
金
な
ど
の

費
用
を
繰
出
金
と
し
て
支
出
し
ま
す
。
国

保
税
の
大
幅
な
負
担
増
を
抑
制
す
る
た
め

に
、
基
金
を
取
り
崩
し
て
補
て
ん
を
行
い

ま
す
。

○
後
期
高
齢
者
保
健
事
業２

，
３
１
８
万
円

　健
康
の
保
持
と
疾
病
の
予
防
で
健
康
寿

命
の
延
伸
を
図
る
た
め
、
75
歳
以
上
の
高

齢
者
の
健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す
。
平
成

25
年
度
か
ら
新
た
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
予
防
接
種
と
人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
助
成

を
行
い
ま
す
。

○
母
子
保
健
事
業

　
　５

，
９
１
６
万
円

　乳
幼
児
健
診
や
離
乳
食
教
室
を
定
期
的

に
実
施
し
、
心
身
の
発
育
や
発
達
を
確
認

し
な
が
ら
適
切
な
指
導
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
妊
婦
健
診
に
か
か
る
費
用
に
つ
い
て

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
公
費

助
成
を
行
い
ま
す
。

○
新
市
立
病
院
整
備
事
業

８
億
７
，
５
０
０
万
円 

　魚
沼
基
幹
病
院
の
開
院
に
合
わ
せ
て
県

立
六
日
町
病
院
が
閉
院
と
な
る
こ
と
か

ら
、
市
で
病
院
を
整
備
し
、
六
日
町
・
塩

沢
地
域
の
医
療
環
境
を
確
保
し
ま
す
。
平

成
25
年
度
は
農
地
転
用
な
ど
の
手
続
き
や

周
辺
道
路
の
整
備
を
行
い
、
建
築
工
事
に

着
手
し
ま
す
。

○
病
院
事
業
対
策
費５

億
５
，
６
４
２
万
円

　地
域
医
療
体
制
を
維
持
す
る
た
め
、
ゆ

き
ぐ
に
大
和
病
院
お
よ
び
城
内
診
療
所
の

運
営
に
対
し
て
繰
出
金
を
支
出
し
、
市
民

が
安
心
し
て
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
を
確
保
し
ま
す
。

○
私
立
保
育
園
委
託
事
業

○
医
療
施
設
病
児
・
病
後
児
保
育
委
託
事
業

３
億
４
，
２
３
７
万
円

　従
来
か
ら
の
私
立
３
保
育
園
に
加
え
、

新
た
に
私
立
の
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
開

園
し
た
六
日
町
保
育
園
に
児
童
の
保
育
を

委
託
し
ま
す
。
ま
た
、
浦
佐
萌
気
園
診
療

所
で
病
児
保
育
、
野
の
百
合
保
育
園
で
病

後
児
保
育
を
そ
れ
ぞ
れ
開
始
す
る
こ
と

で
、
市
内
全
域
で
病
後
児
保
育
な
ど
を
受

け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
ま
す
。

○
保
育
園
施
設
整
備
事
業２

，
３
５
０
万
円

　入
園
児
童
の
増
加
に
伴
う
塩
沢
保
育
園

の
ト
イ
レ
改
修
を
は
じ
め
、
各
保
育
園
の

衛
生
設
備
お
よ
び
空
調
機
器
の
整
備
を
行

い
、
保
育
環
境
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
上

長
崎
保
育
園
と
大
木
六
保
育
園
で
は
、
耐

震
診
断
を
行
い
耐
震
補
強
工
事
の
準
備
を

進
め
ま
す
。

○
子
ど
も
・
妊
産
婦
医
療
費
助
成
事
業

１
億
８
，
３
５
４
万
円 

　子
ど
も
の
医
療
費
に
つ
い
て
保
護
者
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
そ
の

一
部
を
助
成
し
、
子
育
て
の
支
援
を
し
ま

す
。
妊
産
婦
の
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
自

己
負
担
分
全
額
を
助
成
す
る
こ
と
で
無
料

化
を
継
続
し
ま
す
。

○
学
童
ク
ラ
ブ
施
設
整
備
事
業

１
，
１
１
５
万
円

　放
課
後
に
子
ど
も
た
ち
が
安
全
安
心
に

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学
童
保
育

施
設
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
平
成
25
年
度

は
、
利
用
希
望
が
増
え
て
い
る
薮
神
小
学

校
に
一
か
所
新
設
し
ま
す
。

○
心
身
障
が
い
者
助
成
事
業

３
，
７
２
９
万
円

　精
神
障
が
い
者
の
入
院
費
用
の
一
部
助

成
と
、
人
工
透
析
者
お
よ
び
通
所
施
設
で

訓
練
す
る
障
が
い
者
に
対
す
る
交
通
費
な

ど
の
助
成
を
行
い
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、

自
動
車
運
転
が
で
き
な
い
障
が
い
者
に
タ

ク
シ
ー
利
用
券
を
支
給
し
ま
す
。

○
自
立
支
援
事
業

９
億
１
，
２
９
２
万
円

　障
が
い
者
の
自
立
を
支
援
す
る
た
め
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
、
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
、
施
設
入
所
、
生
活
介
護
、

就
労
支
援
、
補
装
具
な
ど
）
の
給
付
や
、

障
が
い
の
除
去
や
軽
減
の
た
め
の
医
療
給

付
を
行
い
ま
す
。

○
地
域
生
活
支
援
事
業

８
，
８
１
３
万
円

　地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
や

支
援
事
業
の
実
施
、
日
常
生
活
用
具
・
日

中
一
時
支
援
・
移
動
支
援
な
ど
の
給
付
と

健
康
づ
く
り
と

予
防
医
療
の
推
進

1

子
育
て
支
援
の
充
実

3

高
齢
者
福
祉
の
充
実

5

地
域
福
祉
の
推
進

6
学
校
教
育
の
充
実

1

生
涯
学
習
の
充
実

2
地
域
・
家
庭
教
育
の
充
実

3
障
が
い
者
福
祉
の
充
実

4

地
域
文
化
の
振
興

4

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

5

自
然
環
境
の
保
全
と
活
用

1
循
環
型
社
会
の
創
造

2

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
と

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

3

野
外
・
環
境
教
育
の
推
進

6

生
活
環
境
の
向
上

4
計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進

1

交
通
体
系
の
整
備

2

住
環
境
の
整
備

4

上
下
水
道
の
整
備

5

災
害
に
強
い
基
盤
整
備

6

林
業
の
振
興

2
観
光
の
振
興

3

商
工
業
の
振
興

4

高
度
情
報
化
の
推
進

4

交
流
の
推
進

5

農
業
の
振
興

1
雇
用
の
促
進

5
行
財
政
運
営
の
効
率
化

1

災
害
に
強
い
安
全
と
安
心
の

ま
ち
づ
く
り

3

市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

2

ひ
と
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り

3

地
域
完
結
型
保
健
医
療

体
制
の
構
築

2

拡
充

新
規

拡
充

新
規

新
規

新
規

新
規

新
規

新
規

新
規

拡
充

拡
充

拡
充

拡
充

拡
充

拡
充

拡
充

権
利
擁
護
の
推
進
を
図
り
、
障
が
い
者
の

自
立
や
日
常
生
活
を
支
援
し
ま
す
。
４
月

開
校
の
市
立
総
合
支
援
学
校
内
に
も
日
中

一
時
支
援
室
を
新
設
し
、
利
用
者
の
利
便

性
向
上
を
図
り
ま
す
。

○
高
齢
者
生
活
支
援
事
業５

，
０
５
０
万
円

　要
介
護
高
齢
者
家
族
手
当
の
支
給
や
高

齢
者
等
要
援
護
住
宅
除
雪
援
助
な
ど
、
在

宅
高
齢
者
へ
の
生
活
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
介
護
保
険
対
策
費８

億
５
，
５
２
６
万
円

　平
成
24
年
度
か
ら
の
第
５
期
介
護
保
険

事
業
計
画
に
基
づ
く
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
や
、
介
護
保
険
制
度
の
適
正
な
運
営
の

た
め
に
、
介
護
保
険
特
別
会
計
へ
介
護
サ

ー
ビ
ス
給
付
費
の
一
部
や
事
務
費
な
ど
を

繰
出
金
と
し
て
支
出
し
ま
す
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
対
策
費

７
億
１
，
８
１
７
万
円

　後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
に
、
職
員

給
与
費
、
事
務
費
お
よ
び
保
険
料
軽
減
分

の
補
て
ん
費
用
を
繰
出
金
と
し
て
支
出
し

ま
す
。
ま
た
、
新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
に
対
し
て
、
法
に
基
づ
く
療
養

給
付
費
の
1
/
12
と
事
務
共
通
経
費
を
負

担
金
と
し
て
支
出
し
ま
す
。

○
魚
沼
荘
改
築
事
業

１
億
２
０
８
万
円

　施
設
の
老
朽
化
と
設
備
基
準
の
改
正
に

伴
い
、
建
替
え
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
平

成
27
年
度
内
の
完
成
に
向
け
、
用
地
取

得
、
地
質
調
査
お
よ
び
実
施
設
計
を
行
い

ま
す
。

○
社
会
福
祉
協
議
会
推
進
事
業

４
，
１
８
９
万
円

　社
会
福
祉
法
に
基
づ
き
、
市
の
地
域
福

祉
の
推
進
を
図
る
た
め
に
設
立
さ
れ
て
い

る
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
う
事
業
（
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
、
募
金
事
務
、
在
宅

福
祉
事
業
な
ど
）
の
運
営
費
や
人
件
費
の

補
助
を
行
い
、
社
会
福
祉
活
動
を
支
援
し

ま
す
。

○
生
活
扶
助
費

２
億
２
，
８
０
０
万
円

　困
窮
の
た
め
最
低
限
度
の
生
活
を
維
持

す
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
の
生
活
を
保
障

す
る
た
め
、
生
活
保
護
費
を
支
給
し
ま

す
。

○
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業

　
　７
３
０
万
円

　ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
た
健
康
づ
く
り
や

交
流
の
拡
大
を
図
る
た
め
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
南
魚
ス
ポ
ー
ツ
パ
ラ
ダ

イ
ス
」
の
運
営
を
補
助
し
、
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
を
推
進
し
ま
す
。

○
体
育
施
設
管
理
委
託
事
業

７
，
７
５
３
万
円

　市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て
、
指

定
管
理
者
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
管
理
運

営
し
、
市
民
の
健
康
増
進
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
て
の
仲
間
づ
く
り
、
青
少
年
の
健
全

な
育
成
を
図
り
ま
す
。

○
体
育
施
設
整
備
事
業

２
，
２
７
０
万
円

　ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
中
之

島
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
と
大
和
野
球

場
照
明
施
設
の
改
修
工
事
を
行
い
、
よ
り

快
適
な
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

○
教
育
改
革
推
進
事
業

１
，
５
５
７
万
円

　教
育
に
関
心
の
あ
る
人
、
貴
重
な
経

験
・
技
術
を
持
っ
た
地
域
の
人
な
ど
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
学
習
活
動
な
ど
に

参
加
し
て
い
た
だ
く
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

事
業
を
実
施
し
ま
す
。
緑
の
少
年
団
活

動
、
ビ
オ
ト
ー
プ
整
備
活
動
、
花
・
野

菜
・
稲
栽
培
学
習
活
動
な
ど
、
学
校
が
主

体
的
に
創
意
工
夫
し
、
特
色
を
生
か
し
て

行
う
活
動
に
助
成
し
ま
す
。

ブ
・
ボ
イ
ラ
ー
導
入
へ
の
補
助
を
行
い
ま

す
。

○
地
盤
沈
下
対
策
事
業

　
　２
４
８
万
円

　地
下
水
汲
上
げ
の
規
制
区
域
へ
の
克
雪

対
策
を
最
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、
実
現

可
能
な
事
業
の
具
体
化
に
向
け
て
早
急
な

取
組
を
行
い
ま
す
。
地
盤
沈
下
区
域
の
節

水
対
策
と
し
て
、
降
雪
感
知
器
と
併
用
す

る
節
水
タ
イ
マ
ー
の
有
効
性
に
つ
い
て
実

証
実
験
を
試
み
ま
す
。

業
資
金
の
借
入
総
額
の
45
％
を
無
利
子
融

資
す
る
も
の
で
、
市
が
利
子
相
当
分
を
負

担
し
ま
す
。
（
融
資
申
込
み
状
況
に
応
じ

て
予
算
化
す
る
予
定
で
す
）
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○
庁
舎
整
備
事
業

　
　２
，
６
１
０
万
円 

　塩
沢
庁
舎
保
健
セ
ン
タ
ー
の
空
調
設
備

の
改
修
や
大
和
お
よ
び
塩
沢
庁
舎
の
電
話

交
換
機
の
更
新
な
ど
、
各
庁
舎
の
機
能
向

上
と
整
備
を
進
め
ま
す
。

○
行
政
区
事
業

　
　
　６
，
４
９
５
万
円

　各
行
政
区
へ
の
委
託
業
務
や
自
主
活
動

に
対
し
て
、
交
付
金
を
交
付
し
て
自
治
組

織
の
振
興
を
支
援
し
ま
す
。

○
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
事
業

７
，
０
２
６
万
円

　市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
推
進

と
支
援
の
た
め
、
市
内
12
地
区
の
地
区
協

議
会
に
対
し
、
活
性
化
支
援
と
拠
点
支
援

の
た
め
の
交
付
金
を
交
付
し
ま
す
。
各
地

区
セ
ン
タ
ー
の
開
設
時
間
を
統
一
す
る
た

め
、
配
分
額
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も

に
、
全
体
予
算
を
増
額
し
、
基
礎
事
業
に

追
加
配
分
額
を
設
け
地
域
の
要
望
に
迅
速

に
対
応
し
ま
す
。

○
消
防
庁
舎
新
築
事
業

２
億
５
５
０
万
円

　消
防
・
救
急
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
強

化
を
図
る
た
め
に
行
っ
て
き
た
消
防
庁
舎

の
改
築
事
業
に
つ
い
て
、
訓
練
塔
の
建
設

○
土
地
改
良
事
業

１
億
１
，
４
２
０
万
円

　土
地
改
良
区
で
実
施
し
た
農
道
な
ど
の

整
備
に
要
し
た
借
入
金
の
償
還
補
助
を
行

い
ま
す
。

○
農
業
振
興
対
策
補
助
事
業

３
，
７
４
４
万
円

　農
地
集
積
協
力
金
、
新
規
就
農
給
付

金
、
農
林
水
産
業
振
興
資
金
利
子
補
給

金
、
サ
ル
被
害
防
止
対
策
事
業
補
助
金
な

ど
、
農
業
振
興
の
た
め
の
補
助
を
行
い
、

農
業
者
を
支
援
し
ま
す
。

○
水
田
農
業
構
造
改
革
対
策
推
進
事
業

４
，
１
５
３
万
円

　各
地
域
の
農
業
再
生
協
議
会
に
補
助
を

行
う
な
ど
、
安
全
・
安
心
な
良
質
米
の
生

産
に
努
め
、
南
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
需

要
拡
大
と
競
争
力
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

○
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

７
，
７
２
６
万
円

　中
山
間
地
に
お
け
る
農
業
の
持
つ
多
面

的
機
能
の
維
持
や
増
進
を
図
る
た
め
、
自

律
的
で
継
続
的
な
農
業
生
産
活
動
を
行
う

集
落
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
家
畜
指
導
診
療
所
運
営
事
業

１
，
０
１
５
万
円

　畜
産
農
家
の
経
営
安
定
の
た
め
、
疾
病

予
防
指
導
・
診
療
な
ど
の
業
務
を
効
果
的

に
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
家
畜
伝
染
病
予

防
事
業
の
実
施
で
、
畜
産
農
家
の
損
害
防

止
に
努
め
ま
す
。

○
国
土
調
査
事
業

　
　３
，
５
９
０
万
円

　四
十
日
新
道
地
区
の
一
筆
地
調
査
と
測

量
を
実
施
し
ま
す
。
野
田
地
区
の
国
土
調

査
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
の
検
査

（
認
証
）
を
受
け
ま
す
。

○
大
原
運
動
公
園
整
備
事
業

７
億
５
，
８
０
０
万
円

　大
原
運
動
公
園
整
備
検
討
委
員
会
で
策

定
さ
れ
た
基
本
構
想
に
基
づ
き
、
運
動
公

園
の
機
能
充
実
に
向
け
た
施
設
整
備
を
進

め
ま
す
。
第
１
期
工
事
の
２
年
目
と
し
て

野
球
場
建
設
工
事
を
完
了
さ
せ
、
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

○
道
路
新
設
改
良
事
業

５
億
８
，
４
７
８
万
円

　【
平
成
24
年
度
繰
越
事
業
】

４
億
８
０
万
円

　市
民
生
活
を
支
え
る
生
活
道
路
や
幹
線

市
道
の
改
良
、
歩
道
設
置
な
ど
の
整
備
を

行
い
、
市
内
の
道
路
交
通
の
向
上
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
国
の
緊
急
経
済
対
策
を
受

け
て
平
成
24
年
度
に
補
正
で
予
算
化
し
た

道
路
改
良
事
業
等
を
繰
越
事
業
と
し
て
実

施
し
ま
す
。

○
路
線
バ
ス
・
市
民
バ
ス
運
行
事
業

６
，
２
０
３
万
円

　公
共
交
通
の
要
で
あ
る
路
線
バ
ス
運
行

へ
の
補
助
を
行
い
、
市
内
バ
ス
路
線
の
維

持
に
努
め
る
と
と
も
に
、
公
共
交
通
空
白

地
域
に
お
け
る
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
、
市
民
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

○
交
通
安
全
交
付
金
事
業１

，
０
０
０
万
円

　国
の
交
付
金
を
財
源
と
し
て
、
交
通
安

全
施
設
の
整
備
（
白
線
引
き
、
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
設
置
な
ど
）
や
維
持
管
理
を
行
い
、

交
通
事
故
の
防
止
に
努
め
ま
す
。

○
Ｇ
Ｐ
Ｓ
除
雪
費
集
計
シ
ス
テ
ム
事
業

１
，
２
５
０
万
円

　降
雪
期
の
安
全
な
交
通
確
保
の
た
め
、

効
率
的
な
除
雪
体
制
の
構
築
に
向
け
、
Ｇ

Ｐ
Ｓ
機
能
を
活
用
し
た
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
ま
す
。

○
克
雪
住
宅
推
進
事
業

　１
，
３
８
０
万
円

　融
雪
式
ま
た
は
耐
雪
式
に
よ
る
住
宅
の

克
雪
化
（
対
象
は
市
内
全
域
）
と
、
地
下

水
を
使
わ
な
い
消
雪
設
備
設
置
（
対
象
は

地
盤
沈
下
区
域
の
み
）
に
対
し
、
そ
の
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
消
雪
設
備
に

つ
い
て
は
、
補
助
上
限
額
の
引
上
げ
や
補

助
対
象
者
を
事
業
所
な
ど
へ
拡
大
し
て
、

対
策
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

○
個
人
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業

８
，
０
０
０
万
円

　市
民
の
生
活
環
境
の
向
上
と
住
宅
関
連

産
業
を
中
心
と
し
た
地
域
の
活
性
化
を
促

進
す
る
た
め
、
市
内
業
者
に
よ
っ
て
個
人

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
う
場
合

に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

○
公
共
下
水
道
事
業

○
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業

　（
下
水
道
特
別
会
計
）

１
５
億
３
，
１
０
０
万
円

　六
日
町
地
域
（
若
葉
町
、
余
川
、
川

窪
、
欠
之
上
、
君
帰
、
四
十
日
新
道
、
五

日
町
、
寺
尾
）
、
塩
沢
地
域
（
上
神
字
、

沢
口
、
砂
押
、
泉
盛
寺
、
石
打
（
五
十

嵐
）
、
宮
野
下
、
大
沢
、
樺
野
沢
、
南
田

中
）
、
大
和
地
域
（
茗
荷
沢
、
浦
佐
）
の

下
水
処
理
区
域
の
一
部
で
下
水
道
本
管
の

布
設
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
上
の
原

処
理
区
を
六
日
町
処
理
区
に
接
続
す
る
た

め
の
工
事
を
実
施
し
、
大
幅
な
経
費
の
節

減
に
努
め
ま
す
。

○
下
水
道
接
続
促
進
事
業

　（
下
水
道
特
別
会
計
）６

，
０
０
０
万
円

　下
水
道
へ
の
接
続
の
促
進
を
図
る
た

め
、
接
続
工
事
費
用
の
一
部
補
助
を
行

い
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

○
荒
山
配
水
池
改
築
事
業
（
水
道
事
業
会
計
）

８
，
０
０
０
万
円

　既
設
配
水
池
の
老
朽
化
と
容
量
不
足
の

た
め
、
配
水
池
を
増
設
し
安
定
し
た
給
水

を
行
い
ま
す
。

○
大
月
ポ
ン
プ
場
更
新
事
業

　（
水
道
事
業
会
計
） 

１
，
２
０
０
万
円

　水
道
水
の
安
定
供
給
の
た
め
、
老
朽
化

し
た
送
水
ポ
ン
プ
場
の
更
新
工
事
を
行
い

ま
す
。

○
治
山
振
興
事
業

２
，
０
２
８
万
円

　土
砂
災
害
危
険
地
区
で
公
共
物
や
人
家

な
ど
が
あ
り
保
全
を
必
要
と
す
る
箇
所

や
、
土
砂
災
害
箇
所
で
復
旧
・
予
防
な
ど

の
治
山
対
策
工
事
を
実
施
し
、
被
害
の
拡

大
防
止
や
森
林
環
境
保
全
に
努
め
ま
す
。

○
林
道
開
設
事
業

　
　３
，
０
４
２
万
円

　平
成
27
年
度
の
開
設
を
め
ざ
し
、
林
道

大
崎
水
尾
線
の
開
設
工
事
を
継
続
し
て
進

め
ま
す
。

○
分
収
造
林
事
業

　
　３
，
４
０
７
万
円 

　市
有
林
お
よ
び
市
行
造
林
地
に
つ
い

て
、
植
栽
、
下
刈
、
枝
打
、
除
間
伐
を
実

施
し
森
林
保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市

内
産
木
材
（
ス
ギ
）
の
利
用
促
進
と
地
域

産
業
の
活
性
化
の
た
め
に
作
業
道
の
開
設

な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

○
南
魚
沼
産
材
で
家
づ
く
り
事
業

１
，
０
０
０
万
円

　市
内
産
の
ス
ギ
を
利
用
し
て
建
築
す
る

住
宅
に
対
し
て
補
助
を
行
い
、
地
場
産
木

材
の
利
用
促
進
と
地
域
の
林
業
・
建
築

業
・
木
材
産
業
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

○
観
光
振
興
事
業

　
　６
，
８
２
４
万
円

　観
光
Ｐ
Ｒ
業
務
の
委
託
や
各
種
観
光
イ

ベ
ン
ト
な
ど
に
補
助
金
を
交
付
し
、
支
援

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
グ
リ
ー
ン
シ
ー

ズ
ン
の
観
光
に
も
力
を
入
れ
、
四
季
を
通

じ
て
の
観
光
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

食
の
イ
ベ
ン
ト
、
ご
当
地
グ
ル
メ
に
よ
る

ま
ち
お
こ
し
事
業
の
実
施
を
検
討
し
ま

す
。

○
観
光
交
流
拠
点
施
設
管
理
事
業

２
，
９
４
５
万
円

　道
の
駅
南
魚
沼
の
公
共
部
門
の
管
理
運

営
と
商
業
部
門
（
直
売
所
）
の
管
理
委
託

を
行
い
、
農
産
物
・
特
産
品
の
販
売
促
進

や
観
光
情
報
の
発
信
な
ど
、
農
商
工
観
光

連
携
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
南
魚
沼
市
観
光
協
会
が
道

の
駅
に
移
転
す
る
こ
と
で
、
観
光
拠
点
と

し
て
の
機
能
強
化
を
図
り
ま
す
。

○
商
工
業
振
興
補
助
事
業１

，
２
０
２
万
円

　商
工
会
の
経
営
指
導
員
設
置
や
事
業
運

営
へ
の
補
助
の
ほ
か
、
自
主
的
出
店
者
へ

の
家
賃
補
助
、
地
域
商
工
業
の
活
性
化
と

商
店
街
再
生
支
援
事
業
へ
の
補
助
を
行

い
、
商
工
業
者
を
支
援
し
ま
す
。

○
中
小
企
業
金
融
制
度
事
業

２
億
３
９
０
万
円

　地
域
商
工
業
の
育
成
や
中
小
企
業
経
営

の
基
盤
強
化
の
た
め
、
各
種
制
度
資
金
の

預
託
、
資
金
借
入
れ
に
か
か
る
信
用
保
証

料
の
補
給
な
ど
を
行
い
、
中
小
企
業
経
営

者
を
支
援
し
ま
す
。
小
規
模
事
業
者
経
営

改
善
資
金
貸
付
金
の
利
子
補
給
は
平
成
27

年
度
ま
で
延
長
し
ま
す
。

○
雇
用
創
出
支
援
事
業

　雇
用
の
創
出
と
確
保
の
た
め
、
民
間
事

業
者
へ
の
支
援
策
と
し
て
ふ
る
さ
と
財
団

（
財
団
法
人
地
域
総
合
整
備
財
団
）
の

「
ふ
る
さ
と
融
資
」
を
活
用
す
る
制
度
を

整
備
し
ま
し
た
。
財
団
の
審
査
を
得
た
事

工
事
を
行
い
、
全
事
業
の
完
了
を
め
ざ
し

ま
す
。

○
消
防
水
利
整
備
事
業

　【
平
成
24
年
度
繰
越
事
業
】

１
，
６
５
０
万
円

　国
の
補
助
を
受
け
、
耐
震
性
貯
水
槽
を

2
基
（
塩
沢
地
域
、
大
和
地
域
各
1
基
）

整
備
し
、
災
害
時
の
消
防
水
利
機
能
を
確

保
し
ま
す
。

○
消
防
救
急
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
事
業

１
，
５
０
０
万
円

　国
が
進
め
て
い
る
消
防
救
急
無
線
の
デ

ジ
タ
ル
化
（
平
成
28
年
５
月
末
）
に
合
わ

せ
、
平
成
27
年
度
の
整
備
完
了
を
め
ざ

し
、
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

○
災
害
時
緊
急
伝
達
整
備
事
業

３
，
０
７
０
万
円

　緊
急
時
の
市
民
へ
の
情
報
伝
達
体
制
に

つ
い
て
、
Ｆ
Ｍ
ゆ
き
ぐ
に
と
の
協
定
に
よ

る
緊
急
告
知
ラ
ジ
オ
放
送
の
活
用
を
推
進

し
ま
す
。
防
災
ラ
ジ
オ
は
、
全
行
政
区
の

役
員
な
ど
に
配
置
で
き
る
よ
う
追
加
配
布

を
行
う
と
と
も
に
、
浦
佐
地
区
と
そ
の
周

辺
の
難
聴
地
域
解
消
に
向
け
て
中
継
施
設

を
設
置
し
ま
す
。

○
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
運
営
事
業

２
，
５
９
０
万
円

　光
通
信
が
可
能
な
環
境
を
整
え
る
た
め

に
市
で
整
備
し
た
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
Ｎ

Ｔ
Ｔ
東
日
本
に
貸
与
し
、
市
民
に
高
速
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
環
境
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
こ
の
施
設
維
持
経
費
の
う
ち
、
電

柱
等
転
架
使
用
料
と
電
柱
の
支
障
移
転
費

等
の
負
担
を
行
い
ま
す
。

○
固
定
資
産
税
適
正
評
価
事
業

２
，
９
２
８
万
円

　固
定
資
産
税
の
公
平
負
担
と
適
正
化
、

地
価
の
相
場
を
評
価
額
に
反
映
さ
せ
る
た

め
に
鑑
定
評
価
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
3

年
ご
と
の
固
定
資
産
税
評
価
替
え
が
適
正

に
行
え
る
よ
う
、
基
準
と
な
る
土
地
の
評

価
を
行
い
ま
す
。

○
国
際
交
流
及
び
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
基
金
事
業

１
，
０
６
１
万
円

　イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ビ
レ
ッ
ジ
、

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
と
し
て

国
際
大
学
留
学
生
な
ど
を
講
師
に
招
き
、

各
種
講
演
会
、
授
業
を
実
施
し
ま
す
。
中

学
生
の
海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
を
継
続

し
、
体
験
活
動
を
通
じ
て
国
際
交
流
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
小
・
中
学
生
の
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
の
費
用
を
一
部
補

助
し
ま
す
。

○
公
害
等
対
策
事
業

１
１
７
万
円

　生
活
環
境
の
保
全
の
た
め
に
一
般
河
川

の
水
質
検
査
や
主
要
幹
線
道
路
の
騒
音
調

査
を
行
い
、
公
害
発
生
を
防
止
し
ま
す
。

○
ご
み
減
量
化
推
進
事
業

４
３
９
万
円

　生
ご
み
処
理
機
の
購
入
や
行
政
区
等
が

行
う
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
な
ど
に

補
助
を
行
い
、
ご
み
の
減
量
化
を
推
進
し

ま
す
。
ま
た
、
分
別
の
徹
底
に
よ
り
資
源

ご
み
の
回
収
を
推
進
し
、
大
和
・
六
日
町

地
域
に
合
わ
せ
、
塩
沢
地
域
で
も
拠
点
回

収
を
順
次
進
め
ま
す
。

○
し
尿
等
受
入
施
設
建
設
事
業

１
，
４
１
６
万
円

　し
尿
処
理
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、
新

潟
県
の
公
共
下
水
道
処
理
施
設
へ
、
し
尿

な
ど
を
直
接
投
入
す
る
た
め
に
、
受
入
施

設
の
建
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
建
設
計

画
に
基
づ
き
周
辺
の
生
活
環
境
影
響
調
査

を
行
い
ま
す
。

○
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
普
及
促
進
事
業

４
５
０
万
円

　地
球
温
暖
化
対
策
、
震
災
に
伴
っ
た
電

力
需
給
対
策
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か

ら
環
境
負
荷
の
少
な
い
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
の
一
部
補

助
を
行
い
ま
す
。

○
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
事
業

１
０
０
万
円

　地
球
温
暖
化
の
防
止
、
循
環
型
社
会
の

形
成
等
を
め
ざ
し
、
地
域
バ
イ
オ
マ
ス
資

源
の
総
合
的
利
活
用
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
た
め
に
策
定
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

構
想
の
実
現
に
向
け
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

○
小
学
校
大
規
模
改
造
事
業

５
，
７
７
０
万
円

　【
平
成
24
年
度
繰
越
事
業
】

２
億
３
，
０
０
０
万
円

　老
朽
化
し
た
小
学
校
の
大
規
模
改
造
を

計
画
的
に
進
め
ま
す
。
赤
石
小
学
校
の
屋

上
お
よ
び
融
雪
設
備
の
改
修
工
事
を
行
い

ま
す
。

　城
内
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年

度
に
実
施
設
計
を
終
え
、
校
舎
お
よ
び
体

育
館
の
工
事
を
本
年
度
に
繰
り
越
し
て
実

施
し
ま
す
。

○
中
学
校
普
通
教
室
扇
風
機
設
置
事
業

１
，
０
０
０
万
円

　猛
暑
対
策
と
し
て
小
・
中
学
校
の
全
普

通
教
室
に
扇
風
機
を
設
置
し
、
学
習
環
境

の
改
善
を
図
り
ま
す
。
３
か
年
計
画
で
進

め
、
平
成
25
年
度
は
中
学
校
へ
の
設
置
を

行
い
ま
す
。

○
教
育
課
程
特
例
校
事
業１

，
８
８
９
万
円

　市
内
全
小
学
校
で
英
語
教
育
と
国
際
理

解
教
育
を
実
施
し
ま
す
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国

語
指
導
助
手
）
に
加
え
て
国
際
大
学
留
学

生
、
国
際
理
解
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協

力
を
得
て
、
豊
か
な
国
際
感
覚
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
成
し
ま
す
。

○
図
書
館
建
設
事
業８

億
１
，
７
５
０
万
円

　六
日
町
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
ラ

ラ
を
改
修
し
、
図
書
館
を
整
備
し
ま
す
。

図
書
館
整
備
基
本
構
想
に
基
づ
き
行
っ
た

実
施
設
計
を
も
と
に
建
設
工
事
を
進
め
、

平
成
26
年
度
の
開
館
を
め
ざ
し
ま
す
。

○
文
化
資
料
展
示
館
（
池
田
記
念
美
術
館
）

改
修
事
業

　
　
　

 

　
　
　
　７
５
０
万
円

　開
館
15
年
を
迎
え
る
施
設
で
あ
り
、
計

画
に
基
づ
い
て
建
物
内
装
、
電
気
設
備
、

警
備
シ
ス
テ
ム
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

○
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
事
業

３
，
１
２
８
万
円

　子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
諸
施
策
に

取
り
組
み
ま
す
。
不
登
校
の
児
童
生
徒
へ

の
サ
ポ
ー
ト
、
心
の
教
室
相
談
や
発
達
障

が
い
巡
回
相
談
の
強
化
、
青
少
年
の
健
全

育
成
や
非
行
防
止
、
ニ
ー
ト
・
ひ
き
こ
も

り
に
対
す
る
就
労
や
社
会
参
加
支
援
な

ど
、
学
校
や
家
庭
生
活
で
抱
え
る
問
題
の

相
談
窓
口
を
開
設
し
、
支
援
を
行
い
ま

す
。

○
坂
戸
城
跡
整
備
事
業

１
，
３
２
７
万
円

　坂
戸
城
跡
環
境
整
備
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
御
館
の
石
垣
と
そ
の
周
辺
の
修
復
整

備
の
た
め
、
御
館
跡
の
測
量
と
試
掘
調
査

を
行
い
、
地
域
に
残
る
貴
重
な
文
化
財
の

保
護
に
努
め
ま
す
。

○
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
取
組
事
業

６
１
４
万
円

　平
成
20
年
度
に
刊
行
し
た
報
告
書
『
新

潟
県
浦
佐
毘
沙
門
堂
の
裸
押
合
の
習
俗
』

を
も
と
に
、
映
像
記
録
を
作
成
し
ま
す
。

映
像
計
画
に
基
づ
い
て
昨
年
度
ま
で
に
撮

影
し
た
デ
ー
タ
を
編
集
し
、
映
像
記
録

（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
を
完
成
さ
せ
ま
す
。

○
文
化
振
興
補
助
事
業

３
４
６
万
円

　文
化
芸
能
団
体
の
活
動
事
業
費
を
補
助

し
、
地
域
の
文
化
活
動
の
振
興
を
図
り
ま

す
。
特
別
事
業
と
し
て
南
魚
沼
市
歌
舞
伎

振
興
会
と
の
共
催
に
よ
り
地
芝
居
公
演
を

行
い
ま
す
。

第1章
保
健
・
医
療
・
福
祉

■
地
域
ぐ
る
み
で
つ
く
る
健
康
・
支
え
あ
う
福
祉
の
ま
ち

第2章
教
育
・
文
化

■
学
ぶ
喜
び
・
文
化
を
は
ぐ
く
む
喜
び
の
あ
る
ま
ち

第3章
環
境
共
生

■
豊
か
な
自
然
と
と
も
に
生
き
、
100
年
後
の
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
い
で
い
く
ま
ち

第5章
産
業
振
興

■
豊
か
な
自
然
を
活
か
し
、
自
然
や
人
に
や
さ
し
く
力
強
い
産
業
の
ま
ち

第6章
行
財
政
改
革
・
市
民
参
画

■
市
民
と
築
く
あ
か
る
い
自
治
の
ま
ち

第4章
都
市
基
盤

■
安
全
・
快
適
で
う
る
お
い
の
あ
る
生
活
が
で
き
る
ま
ち

○
予
防
対
策
事
業

１
億
７
，
５
５
９
万
円 

　疾
病
の
発
生
や
重
症
化
を
予
防
す
る
た

め
、
平
成
25
年
度
に
法
定
化
さ
れ
た
子
宮

頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ

ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
含

め
、
法
に
定
め
る
予
防
接
種
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
公
費
助
成
を
行
い
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
対
策
費

３
億
７
，
４
７
５
万
円

　国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
基
準
に

基
づ
き
、
運
営
事
務
費
、
国
保
税
の
軽
減

分
の
補
て
ん
、
出
産
育
児
一
時
金
な
ど
の

費
用
を
繰
出
金
と
し
て
支
出
し
ま
す
。
国

保
税
の
大
幅
な
負
担
増
を
抑
制
す
る
た
め

に
、
基
金
を
取
り
崩
し
て
補
て
ん
を
行
い

ま
す
。

○
後
期
高
齢
者
保
健
事
業２

，
３
１
８
万
円

　健
康
の
保
持
と
疾
病
の
予
防
で
健
康
寿

命
の
延
伸
を
図
る
た
め
、
75
歳
以
上
の
高

齢
者
の
健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す
。
平
成

25
年
度
か
ら
新
た
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
予
防
接
種
と
人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
助
成

を
行
い
ま
す
。

○
母
子
保
健
事
業

　
　５

，
９
１
６
万
円

　乳
幼
児
健
診
や
離
乳
食
教
室
を
定
期
的

に
実
施
し
、
心
身
の
発
育
や
発
達
を
確
認

し
な
が
ら
適
切
な
指
導
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
妊
婦
健
診
に
か
か
る
費
用
に
つ
い
て

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
公
費

助
成
を
行
い
ま
す
。

○
新
市
立
病
院
整
備
事
業

８
億
７
，
５
０
０
万
円 

　魚
沼
基
幹
病
院
の
開
院
に
合
わ
せ
て
県

立
六
日
町
病
院
が
閉
院
と
な
る
こ
と
か

ら
、
市
で
病
院
を
整
備
し
、
六
日
町
・
塩

沢
地
域
の
医
療
環
境
を
確
保
し
ま
す
。
平

成
25
年
度
は
農
地
転
用
な
ど
の
手
続
き
や

周
辺
道
路
の
整
備
を
行
い
、
建
築
工
事
に

着
手
し
ま
す
。

○
病
院
事
業
対
策
費５

億
５
，
６
４
２
万
円

　地
域
医
療
体
制
を
維
持
す
る
た
め
、
ゆ

き
ぐ
に
大
和
病
院
お
よ
び
城
内
診
療
所
の

運
営
に
対
し
て
繰
出
金
を
支
出
し
、
市
民

が
安
心
し
て
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
を
確
保
し
ま
す
。

○
私
立
保
育
園
委
託
事
業

○
医
療
施
設
病
児
・
病
後
児
保
育
委
託
事
業

３
億
４
，
２
３
７
万
円

　従
来
か
ら
の
私
立
３
保
育
園
に
加
え
、

新
た
に
私
立
の
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
開

園
し
た
六
日
町
保
育
園
に
児
童
の
保
育
を

委
託
し
ま
す
。
ま
た
、
浦
佐
萌
気
園
診
療

所
で
病
児
保
育
、
野
の
百
合
保
育
園
で
病

後
児
保
育
を
そ
れ
ぞ
れ
開
始
す
る
こ
と

で
、
市
内
全
域
で
病
後
児
保
育
な
ど
を
受

け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
ま
す
。

○
保
育
園
施
設
整
備
事
業２

，
３
５
０
万
円

　入
園
児
童
の
増
加
に
伴
う
塩
沢
保
育
園

の
ト
イ
レ
改
修
を
は
じ
め
、
各
保
育
園
の

衛
生
設
備
お
よ
び
空
調
機
器
の
整
備
を
行

い
、
保
育
環
境
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
上

長
崎
保
育
園
と
大
木
六
保
育
園
で
は
、
耐

震
診
断
を
行
い
耐
震
補
強
工
事
の
準
備
を

進
め
ま
す
。

○
子
ど
も
・
妊
産
婦
医
療
費
助
成
事
業

１
億
８
，
３
５
４
万
円 

　子
ど
も
の
医
療
費
に
つ
い
て
保
護
者
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
そ
の

一
部
を
助
成
し
、
子
育
て
の
支
援
を
し
ま

す
。
妊
産
婦
の
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
自

己
負
担
分
全
額
を
助
成
す
る
こ
と
で
無
料

化
を
継
続
し
ま
す
。

○
学
童
ク
ラ
ブ
施
設
整
備
事
業

１
，
１
１
５
万
円

　放
課
後
に
子
ど
も
た
ち
が
安
全
安
心
に

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学
童
保
育

施
設
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
平
成
25
年
度

は
、
利
用
希
望
が
増
え
て
い
る
薮
神
小
学

校
に
一
か
所
新
設
し
ま
す
。

○
心
身
障
が
い
者
助
成
事
業

３
，
７
２
９
万
円

　精
神
障
が
い
者
の
入
院
費
用
の
一
部
助

成
と
、
人
工
透
析
者
お
よ
び
通
所
施
設
で

訓
練
す
る
障
が
い
者
に
対
す
る
交
通
費
な

ど
の
助
成
を
行
い
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、

自
動
車
運
転
が
で
き
な
い
障
が
い
者
に
タ

ク
シ
ー
利
用
券
を
支
給
し
ま
す
。

○
自
立
支
援
事
業

９
億
１
，
２
９
２
万
円

　障
が
い
者
の
自
立
を
支
援
す
る
た
め
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
、
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
、
施
設
入
所
、
生
活
介
護
、

就
労
支
援
、
補
装
具
な
ど
）
の
給
付
や
、

障
が
い
の
除
去
や
軽
減
の
た
め
の
医
療
給

付
を
行
い
ま
す
。

○
地
域
生
活
支
援
事
業

８
，
８
１
３
万
円

　地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
や

支
援
事
業
の
実
施
、
日
常
生
活
用
具
・
日

中
一
時
支
援
・
移
動
支
援
な
ど
の
給
付
と

健
康
づ
く
り
と

予
防
医
療
の
推
進

1

子
育
て
支
援
の
充
実

3

高
齢
者
福
祉
の
充
実

5

地
域
福
祉
の
推
進

6
学
校
教
育
の
充
実

1

生
涯
学
習
の
充
実

2
地
域
・
家
庭
教
育
の
充
実

3
障
が
い
者
福
祉
の
充
実

4

地
域
文
化
の
振
興

4

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

5

自
然
環
境
の
保
全
と
活
用

1
循
環
型
社
会
の
創
造

2

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
と

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

3

野
外
・
環
境
教
育
の
推
進

6

生
活
環
境
の
向
上

4
計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進

1

交
通
体
系
の
整
備

2

住
環
境
の
整
備

4

上
下
水
道
の
整
備

5

災
害
に
強
い
基
盤
整
備

6

林
業
の
振
興

2
観
光
の
振
興

3

商
工
業
の
振
興

4

高
度
情
報
化
の
推
進

4

交
流
の
推
進

5

農
業
の
振
興

1
雇
用
の
促
進

5
行
財
政
運
営
の
効
率
化

1

災
害
に
強
い
安
全
と
安
心
の

ま
ち
づ
く
り

3

市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

2

ひ
と
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り

3

地
域
完
結
型
保
健
医
療

体
制
の
構
築

2

拡
充

新
規

拡
充

新
規

新
規

新
規

新
規

新
規

新
規

新
規

拡
充

拡
充

拡
充

拡
充

拡
充

拡
充

拡
充

権
利
擁
護
の
推
進
を
図
り
、
障
が
い
者
の

自
立
や
日
常
生
活
を
支
援
し
ま
す
。
４
月

開
校
の
市
立
総
合
支
援
学
校
内
に
も
日
中

一
時
支
援
室
を
新
設
し
、
利
用
者
の
利
便

性
向
上
を
図
り
ま
す
。

○
高
齢
者
生
活
支
援
事
業５

，
０
５
０
万
円

　要
介
護
高
齢
者
家
族
手
当
の
支
給
や
高

齢
者
等
要
援
護
住
宅
除
雪
援
助
な
ど
、
在

宅
高
齢
者
へ
の
生
活
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
介
護
保
険
対
策
費８

億
５
，
５
２
６
万
円

　平
成
24
年
度
か
ら
の
第
５
期
介
護
保
険

事
業
計
画
に
基
づ
く
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
や
、
介
護
保
険
制
度
の
適
正
な
運
営
の

た
め
に
、
介
護
保
険
特
別
会
計
へ
介
護
サ

ー
ビ
ス
給
付
費
の
一
部
や
事
務
費
な
ど
を

繰
出
金
と
し
て
支
出
し
ま
す
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
対
策
費

７
億
１
，
８
１
７
万
円

　後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
に
、
職
員

給
与
費
、
事
務
費
お
よ
び
保
険
料
軽
減
分

の
補
て
ん
費
用
を
繰
出
金
と
し
て
支
出
し

ま
す
。
ま
た
、
新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
に
対
し
て
、
法
に
基
づ
く
療
養

給
付
費
の
1
/
12
と
事
務
共
通
経
費
を
負

担
金
と
し
て
支
出
し
ま
す
。

○
魚
沼
荘
改
築
事
業

１
億
２
０
８
万
円

　施
設
の
老
朽
化
と
設
備
基
準
の
改
正
に

伴
い
、
建
替
え
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
平

成
27
年
度
内
の
完
成
に
向
け
、
用
地
取

得
、
地
質
調
査
お
よ
び
実
施
設
計
を
行
い

ま
す
。

○
社
会
福
祉
協
議
会
推
進
事
業

４
，
１
８
９
万
円

　社
会
福
祉
法
に
基
づ
き
、
市
の
地
域
福

祉
の
推
進
を
図
る
た
め
に
設
立
さ
れ
て
い

る
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
う
事
業
（
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
、
募
金
事
務
、
在
宅

福
祉
事
業
な
ど
）
の
運
営
費
や
人
件
費
の

補
助
を
行
い
、
社
会
福
祉
活
動
を
支
援
し

ま
す
。

○
生
活
扶
助
費

２
億
２
，
８
０
０
万
円

　困
窮
の
た
め
最
低
限
度
の
生
活
を
維
持

す
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
の
生
活
を
保
障

す
る
た
め
、
生
活
保
護
費
を
支
給
し
ま

す
。

○
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業

　
　７
３
０
万
円

　ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
た
健
康
づ
く
り
や

交
流
の
拡
大
を
図
る
た
め
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
南
魚
ス
ポ
ー
ツ
パ
ラ
ダ

イ
ス
」
の
運
営
を
補
助
し
、
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
を
推
進
し
ま
す
。

○
体
育
施
設
管
理
委
託
事
業

７
，
７
５
３
万
円

　市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て
、
指

定
管
理
者
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
管
理
運

営
し
、
市
民
の
健
康
増
進
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
て
の
仲
間
づ
く
り
、
青
少
年
の
健
全

な
育
成
を
図
り
ま
す
。

○
体
育
施
設
整
備
事
業

２
，
２
７
０
万
円

　ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
中
之

島
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
と
大
和
野
球

場
照
明
施
設
の
改
修
工
事
を
行
い
、
よ
り

快
適
な
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

○
教
育
改
革
推
進
事
業

１
，
５
５
７
万
円

　教
育
に
関
心
の
あ
る
人
、
貴
重
な
経

験
・
技
術
を
持
っ
た
地
域
の
人
な
ど
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
学
習
活
動
な
ど
に

参
加
し
て
い
た
だ
く
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

事
業
を
実
施
し
ま
す
。
緑
の
少
年
団
活

動
、
ビ
オ
ト
ー
プ
整
備
活
動
、
花
・
野

菜
・
稲
栽
培
学
習
活
動
な
ど
、
学
校
が
主

体
的
に
創
意
工
夫
し
、
特
色
を
生
か
し
て

行
う
活
動
に
助
成
し
ま
す
。

ブ
・
ボ
イ
ラ
ー
導
入
へ
の
補
助
を
行
い
ま

す
。

○
地
盤
沈
下
対
策
事
業

　
　２
４
８
万
円

　地
下
水
汲
上
げ
の
規
制
区
域
へ
の
克
雪

対
策
を
最
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、
実
現

可
能
な
事
業
の
具
体
化
に
向
け
て
早
急
な

取
組
を
行
い
ま
す
。
地
盤
沈
下
区
域
の
節

水
対
策
と
し
て
、
降
雪
感
知
器
と
併
用
す

る
節
水
タ
イ
マ
ー
の
有
効
性
に
つ
い
て
実

証
実
験
を
試
み
ま
す
。

業
資
金
の
借
入
総
額
の
45
％
を
無
利
子
融

資
す
る
も
の
で
、
市
が
利
子
相
当
分
を
負

担
し
ま
す
。
（
融
資
申
込
み
状
況
に
応
じ

て
予
算
化
す
る
予
定
で
す
）
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○
庁
舎
整
備
事
業

　
　２
，
６
１
０
万
円 

　塩
沢
庁
舎
保
健
セ
ン
タ
ー
の
空
調
設
備

の
改
修
や
大
和
お
よ
び
塩
沢
庁
舎
の
電
話

交
換
機
の
更
新
な
ど
、
各
庁
舎
の
機
能
向

上
と
整
備
を
進
め
ま
す
。

○
行
政
区
事
業

　
　
　６
，
４
９
５
万
円

　各
行
政
区
へ
の
委
託
業
務
や
自
主
活
動

に
対
し
て
、
交
付
金
を
交
付
し
て
自
治
組

織
の
振
興
を
支
援
し
ま
す
。

○
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
事
業

７
，
０
２
６
万
円

　市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
推
進

と
支
援
の
た
め
、
市
内
12
地
区
の
地
区
協

議
会
に
対
し
、
活
性
化
支
援
と
拠
点
支
援

の
た
め
の
交
付
金
を
交
付
し
ま
す
。
各
地

区
セ
ン
タ
ー
の
開
設
時
間
を
統
一
す
る
た

め
、
配
分
額
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も

に
、
全
体
予
算
を
増
額
し
、
基
礎
事
業
に

追
加
配
分
額
を
設
け
地
域
の
要
望
に
迅
速

に
対
応
し
ま
す
。

○
消
防
庁
舎
新
築
事
業

２
億
５
５
０
万
円

　消
防
・
救
急
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
強

化
を
図
る
た
め
に
行
っ
て
き
た
消
防
庁
舎

の
改
築
事
業
に
つ
い
て
、
訓
練
塔
の
建
設

○
土
地
改
良
事
業

１
億
１
，
４
２
０
万
円

　土
地
改
良
区
で
実
施
し
た
農
道
な
ど
の

整
備
に
要
し
た
借
入
金
の
償
還
補
助
を
行

い
ま
す
。

○
農
業
振
興
対
策
補
助
事
業

３
，
７
４
４
万
円

　農
地
集
積
協
力
金
、
新
規
就
農
給
付

金
、
農
林
水
産
業
振
興
資
金
利
子
補
給

金
、
サ
ル
被
害
防
止
対
策
事
業
補
助
金
な

ど
、
農
業
振
興
の
た
め
の
補
助
を
行
い
、

農
業
者
を
支
援
し
ま
す
。

○
水
田
農
業
構
造
改
革
対
策
推
進
事
業

４
，
１
５
３
万
円

　各
地
域
の
農
業
再
生
協
議
会
に
補
助
を

行
う
な
ど
、
安
全
・
安
心
な
良
質
米
の
生

産
に
努
め
、
南
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
需

要
拡
大
と
競
争
力
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

○
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

７
，
７
２
６
万
円

　中
山
間
地
に
お
け
る
農
業
の
持
つ
多
面

的
機
能
の
維
持
や
増
進
を
図
る
た
め
、
自

律
的
で
継
続
的
な
農
業
生
産
活
動
を
行
う

集
落
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
家
畜
指
導
診
療
所
運
営
事
業

１
，
０
１
５
万
円

　畜
産
農
家
の
経
営
安
定
の
た
め
、
疾
病

予
防
指
導
・
診
療
な
ど
の
業
務
を
効
果
的

に
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
家
畜
伝
染
病
予

防
事
業
の
実
施
で
、
畜
産
農
家
の
損
害
防

止
に
努
め
ま
す
。

○
国
土
調
査
事
業

　
　３
，
５
９
０
万
円

　四
十
日
新
道
地
区
の
一
筆
地
調
査
と
測

量
を
実
施
し
ま
す
。
野
田
地
区
の
国
土
調

査
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
の
検
査

（
認
証
）
を
受
け
ま
す
。

○
大
原
運
動
公
園
整
備
事
業

７
億
５
，
８
０
０
万
円

　大
原
運
動
公
園
整
備
検
討
委
員
会
で
策

定
さ
れ
た
基
本
構
想
に
基
づ
き
、
運
動
公

園
の
機
能
充
実
に
向
け
た
施
設
整
備
を
進

め
ま
す
。
第
１
期
工
事
の
２
年
目
と
し
て

野
球
場
建
設
工
事
を
完
了
さ
せ
、
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

○
道
路
新
設
改
良
事
業

５
億
８
，
４
７
８
万
円

　【
平
成
24
年
度
繰
越
事
業
】

４
億
８
０
万
円

　市
民
生
活
を
支
え
る
生
活
道
路
や
幹
線

市
道
の
改
良
、
歩
道
設
置
な
ど
の
整
備
を

行
い
、
市
内
の
道
路
交
通
の
向
上
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
国
の
緊
急
経
済
対
策
を
受

け
て
平
成
24
年
度
に
補
正
で
予
算
化
し
た

道
路
改
良
事
業
等
を
繰
越
事
業
と
し
て
実

施
し
ま
す
。

○
路
線
バ
ス
・
市
民
バ
ス
運
行
事
業

６
，
２
０
３
万
円

　公
共
交
通
の
要
で
あ
る
路
線
バ
ス
運
行

へ
の
補
助
を
行
い
、
市
内
バ
ス
路
線
の
維

持
に
努
め
る
と
と
も
に
、
公
共
交
通
空
白

地
域
に
お
け
る
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
、
市
民
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

○
交
通
安
全
交
付
金
事
業１

，
０
０
０
万
円

　国
の
交
付
金
を
財
源
と
し
て
、
交
通
安

全
施
設
の
整
備
（
白
線
引
き
、
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
設
置
な
ど
）
や
維
持
管
理
を
行
い
、

交
通
事
故
の
防
止
に
努
め
ま
す
。

○
Ｇ
Ｐ
Ｓ
除
雪
費
集
計
シ
ス
テ
ム
事
業

１
，
２
５
０
万
円

　降
雪
期
の
安
全
な
交
通
確
保
の
た
め
、

効
率
的
な
除
雪
体
制
の
構
築
に
向
け
、
Ｇ

Ｐ
Ｓ
機
能
を
活
用
し
た
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
ま
す
。

○
克
雪
住
宅
推
進
事
業

　１
，
３
８
０
万
円

　融
雪
式
ま
た
は
耐
雪
式
に
よ
る
住
宅
の

克
雪
化
（
対
象
は
市
内
全
域
）
と
、
地
下

水
を
使
わ
な
い
消
雪
設
備
設
置
（
対
象
は

地
盤
沈
下
区
域
の
み
）
に
対
し
、
そ
の
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
消
雪
設
備
に

つ
い
て
は
、
補
助
上
限
額
の
引
上
げ
や
補

助
対
象
者
を
事
業
所
な
ど
へ
拡
大
し
て
、

対
策
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

○
個
人
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業

８
，
０
０
０
万
円

　市
民
の
生
活
環
境
の
向
上
と
住
宅
関
連

産
業
を
中
心
と
し
た
地
域
の
活
性
化
を
促

進
す
る
た
め
、
市
内
業
者
に
よ
っ
て
個
人

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
う
場
合

に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

○
公
共
下
水
道
事
業

○
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業

　（
下
水
道
特
別
会
計
）

１
５
億
３
，
１
０
０
万
円

　六
日
町
地
域
（
若
葉
町
、
余
川
、
川

窪
、
欠
之
上
、
君
帰
、
四
十
日
新
道
、
五

日
町
、
寺
尾
）
、
塩
沢
地
域
（
上
神
字
、

沢
口
、
砂
押
、
泉
盛
寺
、
石
打
（
五
十

嵐
）
、
宮
野
下
、
大
沢
、
樺
野
沢
、
南
田

中
）
、
大
和
地
域
（
茗
荷
沢
、
浦
佐
）
の

下
水
処
理
区
域
の
一
部
で
下
水
道
本
管
の

布
設
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
上
の
原

処
理
区
を
六
日
町
処
理
区
に
接
続
す
る
た

め
の
工
事
を
実
施
し
、
大
幅
な
経
費
の
節

減
に
努
め
ま
す
。

○
下
水
道
接
続
促
進
事
業

　（
下
水
道
特
別
会
計
）６

，
０
０
０
万
円

　下
水
道
へ
の
接
続
の
促
進
を
図
る
た

め
、
接
続
工
事
費
用
の
一
部
補
助
を
行

い
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

○
荒
山
配
水
池
改
築
事
業
（
水
道
事
業
会
計
）

８
，
０
０
０
万
円

　既
設
配
水
池
の
老
朽
化
と
容
量
不
足
の

た
め
、
配
水
池
を
増
設
し
安
定
し
た
給
水

を
行
い
ま
す
。

○
大
月
ポ
ン
プ
場
更
新
事
業

　（
水
道
事
業
会
計
） 

１
，
２
０
０
万
円

　水
道
水
の
安
定
供
給
の
た
め
、
老
朽
化

し
た
送
水
ポ
ン
プ
場
の
更
新
工
事
を
行
い

ま
す
。

○
治
山
振
興
事
業

２
，
０
２
８
万
円

　土
砂
災
害
危
険
地
区
で
公
共
物
や
人
家

な
ど
が
あ
り
保
全
を
必
要
と
す
る
箇
所

や
、
土
砂
災
害
箇
所
で
復
旧
・
予
防
な
ど

の
治
山
対
策
工
事
を
実
施
し
、
被
害
の
拡

大
防
止
や
森
林
環
境
保
全
に
努
め
ま
す
。

○
林
道
開
設
事
業

　
　３
，
０
４
２
万
円

　平
成
27
年
度
の
開
設
を
め
ざ
し
、
林
道

大
崎
水
尾
線
の
開
設
工
事
を
継
続
し
て
進

め
ま
す
。

○
分
収
造
林
事
業

　
　３
，
４
０
７
万
円 

　市
有
林
お
よ
び
市
行
造
林
地
に
つ
い

て
、
植
栽
、
下
刈
、
枝
打
、
除
間
伐
を
実

施
し
森
林
保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市

内
産
木
材
（
ス
ギ
）
の
利
用
促
進
と
地
域

産
業
の
活
性
化
の
た
め
に
作
業
道
の
開
設

な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

○
南
魚
沼
産
材
で
家
づ
く
り
事
業

１
，
０
０
０
万
円

　市
内
産
の
ス
ギ
を
利
用
し
て
建
築
す
る

住
宅
に
対
し
て
補
助
を
行
い
、
地
場
産
木

材
の
利
用
促
進
と
地
域
の
林
業
・
建
築

業
・
木
材
産
業
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

○
観
光
振
興
事
業

　
　６
，
８
２
４
万
円

　観
光
Ｐ
Ｒ
業
務
の
委
託
や
各
種
観
光
イ

ベ
ン
ト
な
ど
に
補
助
金
を
交
付
し
、
支
援

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
グ
リ
ー
ン
シ
ー

ズ
ン
の
観
光
に
も
力
を
入
れ
、
四
季
を
通

じ
て
の
観
光
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

食
の
イ
ベ
ン
ト
、
ご
当
地
グ
ル
メ
に
よ
る

ま
ち
お
こ
し
事
業
の
実
施
を
検
討
し
ま

す
。

○
観
光
交
流
拠
点
施
設
管
理
事
業

２
，
９
４
５
万
円

　道
の
駅
南
魚
沼
の
公
共
部
門
の
管
理
運

営
と
商
業
部
門
（
直
売
所
）
の
管
理
委
託

を
行
い
、
農
産
物
・
特
産
品
の
販
売
促
進

や
観
光
情
報
の
発
信
な
ど
、
農
商
工
観
光

連
携
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
南
魚
沼
市
観
光
協
会
が
道

の
駅
に
移
転
す
る
こ
と
で
、
観
光
拠
点
と

し
て
の
機
能
強
化
を
図
り
ま
す
。

○
商
工
業
振
興
補
助
事
業１

，
２
０
２
万
円

　商
工
会
の
経
営
指
導
員
設
置
や
事
業
運

営
へ
の
補
助
の
ほ
か
、
自
主
的
出
店
者
へ

の
家
賃
補
助
、
地
域
商
工
業
の
活
性
化
と

商
店
街
再
生
支
援
事
業
へ
の
補
助
を
行

い
、
商
工
業
者
を
支
援
し
ま
す
。

○
中
小
企
業
金
融
制
度
事
業

２
億
３
９
０
万
円

　地
域
商
工
業
の
育
成
や
中
小
企
業
経
営

の
基
盤
強
化
の
た
め
、
各
種
制
度
資
金
の

預
託
、
資
金
借
入
れ
に
か
か
る
信
用
保
証

料
の
補
給
な
ど
を
行
い
、
中
小
企
業
経
営

者
を
支
援
し
ま
す
。
小
規
模
事
業
者
経
営

改
善
資
金
貸
付
金
の
利
子
補
給
は
平
成
27

年
度
ま
で
延
長
し
ま
す
。

○
雇
用
創
出
支
援
事
業

　雇
用
の
創
出
と
確
保
の
た
め
、
民
間
事

業
者
へ
の
支
援
策
と
し
て
ふ
る
さ
と
財
団

（
財
団
法
人
地
域
総
合
整
備
財
団
）
の

「
ふ
る
さ
と
融
資
」
を
活
用
す
る
制
度
を

整
備
し
ま
し
た
。
財
団
の
審
査
を
得
た
事

工
事
を
行
い
、
全
事
業
の
完
了
を
め
ざ
し

ま
す
。

○
消
防
水
利
整
備
事
業

　【
平
成
24
年
度
繰
越
事
業
】

１
，
６
５
０
万
円

　国
の
補
助
を
受
け
、
耐
震
性
貯
水
槽
を

2
基
（
塩
沢
地
域
、
大
和
地
域
各
1
基
）

整
備
し
、
災
害
時
の
消
防
水
利
機
能
を
確

保
し
ま
す
。

○
消
防
救
急
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
事
業

１
，
５
０
０
万
円

　国
が
進
め
て
い
る
消
防
救
急
無
線
の
デ

ジ
タ
ル
化
（
平
成
28
年
５
月
末
）
に
合
わ

せ
、
平
成
27
年
度
の
整
備
完
了
を
め
ざ

し
、
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

○
災
害
時
緊
急
伝
達
整
備
事
業

３
，
０
７
０
万
円

　緊
急
時
の
市
民
へ
の
情
報
伝
達
体
制
に

つ
い
て
、
Ｆ
Ｍ
ゆ
き
ぐ
に
と
の
協
定
に
よ

る
緊
急
告
知
ラ
ジ
オ
放
送
の
活
用
を
推
進

し
ま
す
。
防
災
ラ
ジ
オ
は
、
全
行
政
区
の

役
員
な
ど
に
配
置
で
き
る
よ
う
追
加
配
布

を
行
う
と
と
も
に
、
浦
佐
地
区
と
そ
の
周

辺
の
難
聴
地
域
解
消
に
向
け
て
中
継
施
設

を
設
置
し
ま
す
。

○
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
運
営
事
業

２
，
５
９
０
万
円

　光
通
信
が
可
能
な
環
境
を
整
え
る
た
め

に
市
で
整
備
し
た
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
Ｎ

Ｔ
Ｔ
東
日
本
に
貸
与
し
、
市
民
に
高
速
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
環
境
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
こ
の
施
設
維
持
経
費
の
う
ち
、
電

柱
等
転
架
使
用
料
と
電
柱
の
支
障
移
転
費

等
の
負
担
を
行
い
ま
す
。

○
固
定
資
産
税
適
正
評
価
事
業

２
，
９
２
８
万
円

　固
定
資
産
税
の
公
平
負
担
と
適
正
化
、

地
価
の
相
場
を
評
価
額
に
反
映
さ
せ
る
た

め
に
鑑
定
評
価
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
3

年
ご
と
の
固
定
資
産
税
評
価
替
え
が
適
正

に
行
え
る
よ
う
、
基
準
と
な
る
土
地
の
評

価
を
行
い
ま
す
。

○
国
際
交
流
及
び
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
基
金
事
業

１
，
０
６
１
万
円

　イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ビ
レ
ッ
ジ
、

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
と
し
て

国
際
大
学
留
学
生
な
ど
を
講
師
に
招
き
、

各
種
講
演
会
、
授
業
を
実
施
し
ま
す
。
中

学
生
の
海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
を
継
続

し
、
体
験
活
動
を
通
じ
て
国
際
交
流
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
小
・
中
学
生
の
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
の
費
用
を
一
部
補

助
し
ま
す
。

○
公
害
等
対
策
事
業

１
１
７
万
円

　生
活
環
境
の
保
全
の
た
め
に
一
般
河
川

の
水
質
検
査
や
主
要
幹
線
道
路
の
騒
音
調

査
を
行
い
、
公
害
発
生
を
防
止
し
ま
す
。

○
ご
み
減
量
化
推
進
事
業

４
３
９
万
円

　生
ご
み
処
理
機
の
購
入
や
行
政
区
等
が

行
う
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
な
ど
に

補
助
を
行
い
、
ご
み
の
減
量
化
を
推
進
し

ま
す
。
ま
た
、
分
別
の
徹
底
に
よ
り
資
源

ご
み
の
回
収
を
推
進
し
、
大
和
・
六
日
町

地
域
に
合
わ
せ
、
塩
沢
地
域
で
も
拠
点
回

収
を
順
次
進
め
ま
す
。

○
し
尿
等
受
入
施
設
建
設
事
業

１
，
４
１
６
万
円

　し
尿
処
理
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、
新

潟
県
の
公
共
下
水
道
処
理
施
設
へ
、
し
尿

な
ど
を
直
接
投
入
す
る
た
め
に
、
受
入
施

設
の
建
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
建
設
計

画
に
基
づ
き
周
辺
の
生
活
環
境
影
響
調
査

を
行
い
ま
す
。

○
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
普
及
促
進
事
業

４
５
０
万
円

　地
球
温
暖
化
対
策
、
震
災
に
伴
っ
た
電

力
需
給
対
策
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か

ら
環
境
負
荷
の
少
な
い
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
の
一
部
補

助
を
行
い
ま
す
。

○
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
事
業

１
０
０
万
円

　地
球
温
暖
化
の
防
止
、
循
環
型
社
会
の

形
成
等
を
め
ざ
し
、
地
域
バ
イ
オ
マ
ス
資

源
の
総
合
的
利
活
用
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
た
め
に
策
定
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

構
想
の
実
現
に
向
け
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

○
小
学
校
大
規
模
改
造
事
業

５
，
７
７
０
万
円

　【
平
成
24
年
度
繰
越
事
業
】

２
億
３
，
０
０
０
万
円

　老
朽
化
し
た
小
学
校
の
大
規
模
改
造
を

計
画
的
に
進
め
ま
す
。
赤
石
小
学
校
の
屋

上
お
よ
び
融
雪
設
備
の
改
修
工
事
を
行
い

ま
す
。

　城
内
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年

度
に
実
施
設
計
を
終
え
、
校
舎
お
よ
び
体

育
館
の
工
事
を
本
年
度
に
繰
り
越
し
て
実

施
し
ま
す
。

○
中
学
校
普
通
教
室
扇
風
機
設
置
事
業

１
，
０
０
０
万
円

　猛
暑
対
策
と
し
て
小
・
中
学
校
の
全
普

通
教
室
に
扇
風
機
を
設
置
し
、
学
習
環
境

の
改
善
を
図
り
ま
す
。
３
か
年
計
画
で
進

め
、
平
成
25
年
度
は
中
学
校
へ
の
設
置
を

行
い
ま
す
。

○
教
育
課
程
特
例
校
事
業１

，
８
８
９
万
円

　市
内
全
小
学
校
で
英
語
教
育
と
国
際
理

解
教
育
を
実
施
し
ま
す
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国

語
指
導
助
手
）
に
加
え
て
国
際
大
学
留
学

生
、
国
際
理
解
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協

力
を
得
て
、
豊
か
な
国
際
感
覚
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
成
し
ま
す
。

○
図
書
館
建
設
事
業８

億
１
，
７
５
０
万
円

　六
日
町
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
ラ

ラ
を
改
修
し
、
図
書
館
を
整
備
し
ま
す
。

図
書
館
整
備
基
本
構
想
に
基
づ
き
行
っ
た

実
施
設
計
を
も
と
に
建
設
工
事
を
進
め
、

平
成
26
年
度
の
開
館
を
め
ざ
し
ま
す
。

○
文
化
資
料
展
示
館
（
池
田
記
念
美
術
館
）

改
修
事
業

　
　
　

 

　
　
　
　７
５
０
万
円

　開
館
15
年
を
迎
え
る
施
設
で
あ
り
、
計

画
に
基
づ
い
て
建
物
内
装
、
電
気
設
備
、

警
備
シ
ス
テ
ム
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

○
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
事
業

３
，
１
２
８
万
円

　子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
諸
施
策
に

取
り
組
み
ま
す
。
不
登
校
の
児
童
生
徒
へ

の
サ
ポ
ー
ト
、
心
の
教
室
相
談
や
発
達
障

が
い
巡
回
相
談
の
強
化
、
青
少
年
の
健
全

育
成
や
非
行
防
止
、
ニ
ー
ト
・
ひ
き
こ
も

り
に
対
す
る
就
労
や
社
会
参
加
支
援
な

ど
、
学
校
や
家
庭
生
活
で
抱
え
る
問
題
の

相
談
窓
口
を
開
設
し
、
支
援
を
行
い
ま

す
。

○
坂
戸
城
跡
整
備
事
業

１
，
３
２
７
万
円

　坂
戸
城
跡
環
境
整
備
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
御
館
の
石
垣
と
そ
の
周
辺
の
修
復
整

備
の
た
め
、
御
館
跡
の
測
量
と
試
掘
調
査

を
行
い
、
地
域
に
残
る
貴
重
な
文
化
財
の

保
護
に
努
め
ま
す
。

○
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
取
組
事
業

６
１
４
万
円

　平
成
20
年
度
に
刊
行
し
た
報
告
書
『
新

潟
県
浦
佐
毘
沙
門
堂
の
裸
押
合
の
習
俗
』

を
も
と
に
、
映
像
記
録
を
作
成
し
ま
す
。

映
像
計
画
に
基
づ
い
て
昨
年
度
ま
で
に
撮

影
し
た
デ
ー
タ
を
編
集
し
、
映
像
記
録

（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
を
完
成
さ
せ
ま
す
。

○
文
化
振
興
補
助
事
業

３
４
６
万
円

　文
化
芸
能
団
体
の
活
動
事
業
費
を
補
助

し
、
地
域
の
文
化
活
動
の
振
興
を
図
り
ま

す
。
特
別
事
業
と
し
て
南
魚
沼
市
歌
舞
伎

振
興
会
と
の
共
催
に
よ
り
地
芝
居
公
演
を

行
い
ま
す
。

第1章
保
健
・
医
療
・
福
祉

■
地
域
ぐ
る
み
で
つ
く
る
健
康
・
支
え
あ
う
福
祉
の
ま
ち

第2章
教
育
・
文
化

■
学
ぶ
喜
び
・
文
化
を
は
ぐ
く
む
喜
び
の
あ
る
ま
ち

第3章
環
境
共
生

■
豊
か
な
自
然
と
と
も
に
生
き
、
100
年
後
の
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
い
で
い
く
ま
ち

第5章
産
業
振
興

■
豊
か
な
自
然
を
活
か
し
、
自
然
や
人
に
や
さ
し
く
力
強
い
産
業
の
ま
ち

第6章
行
財
政
改
革
・
市
民
参
画

■
市
民
と
築
く
あ
か
る
い
自
治
の
ま
ち

第4章
都
市
基
盤

■
安
全
・
快
適
で
う
る
お
い
の
あ
る
生
活
が
で
き
る
ま
ち

○
予
防
対
策
事
業

１
億
７
，
５
５
９
万
円 

　疾
病
の
発
生
や
重
症
化
を
予
防
す
る
た

め
、
平
成
25
年
度
に
法
定
化
さ
れ
た
子
宮

頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ

ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
含

め
、
法
に
定
め
る
予
防
接
種
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
公
費
助
成
を
行
い
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
対
策
費

３
億
７
，
４
７
５
万
円

　国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
基
準
に

基
づ
き
、
運
営
事
務
費
、
国
保
税
の
軽
減

分
の
補
て
ん
、
出
産
育
児
一
時
金
な
ど
の

費
用
を
繰
出
金
と
し
て
支
出
し
ま
す
。
国

保
税
の
大
幅
な
負
担
増
を
抑
制
す
る
た
め

に
、
基
金
を
取
り
崩
し
て
補
て
ん
を
行
い

ま
す
。

○
後
期
高
齢
者
保
健
事
業２

，
３
１
８
万
円

　健
康
の
保
持
と
疾
病
の
予
防
で
健
康
寿

命
の
延
伸
を
図
る
た
め
、
75
歳
以
上
の
高

齢
者
の
健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す
。
平
成

25
年
度
か
ら
新
た
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
予
防
接
種
と
人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
助
成

を
行
い
ま
す
。

○
母
子
保
健
事
業

　
　５

，
９
１
６
万
円

　乳
幼
児
健
診
や
離
乳
食
教
室
を
定
期
的

に
実
施
し
、
心
身
の
発
育
や
発
達
を
確
認

し
な
が
ら
適
切
な
指
導
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
妊
婦
健
診
に
か
か
る
費
用
に
つ
い
て

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
公
費

助
成
を
行
い
ま
す
。

○
新
市
立
病
院
整
備
事
業

８
億
７
，
５
０
０
万
円 

　魚
沼
基
幹
病
院
の
開
院
に
合
わ
せ
て
県

立
六
日
町
病
院
が
閉
院
と
な
る
こ
と
か

ら
、
市
で
病
院
を
整
備
し
、
六
日
町
・
塩

沢
地
域
の
医
療
環
境
を
確
保
し
ま
す
。
平

成
25
年
度
は
農
地
転
用
な
ど
の
手
続
き
や

周
辺
道
路
の
整
備
を
行
い
、
建
築
工
事
に

着
手
し
ま
す
。

○
病
院
事
業
対
策
費５

億
５
，
６
４
２
万
円

　地
域
医
療
体
制
を
維
持
す
る
た
め
、
ゆ

き
ぐ
に
大
和
病
院
お
よ
び
城
内
診
療
所
の

運
営
に
対
し
て
繰
出
金
を
支
出
し
、
市
民

が
安
心
し
て
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
を
確
保
し
ま
す
。

○
私
立
保
育
園
委
託
事
業

○
医
療
施
設
病
児
・
病
後
児
保
育
委
託
事
業

３
億
４
，
２
３
７
万
円

　従
来
か
ら
の
私
立
３
保
育
園
に
加
え
、

新
た
に
私
立
の
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
開

園
し
た
六
日
町
保
育
園
に
児
童
の
保
育
を

委
託
し
ま
す
。
ま
た
、
浦
佐
萌
気
園
診
療

所
で
病
児
保
育
、
野
の
百
合
保
育
園
で
病

後
児
保
育
を
そ
れ
ぞ
れ
開
始
す
る
こ
と

で
、
市
内
全
域
で
病
後
児
保
育
な
ど
を
受

け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
ま
す
。

○
保
育
園
施
設
整
備
事
業２

，
３
５
０
万
円

　入
園
児
童
の
増
加
に
伴
う
塩
沢
保
育
園

の
ト
イ
レ
改
修
を
は
じ
め
、
各
保
育
園
の

衛
生
設
備
お
よ
び
空
調
機
器
の
整
備
を
行

い
、
保
育
環
境
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
上

長
崎
保
育
園
と
大
木
六
保
育
園
で
は
、
耐

震
診
断
を
行
い
耐
震
補
強
工
事
の
準
備
を

進
め
ま
す
。

○
子
ど
も
・
妊
産
婦
医
療
費
助
成
事
業

１
億
８
，
３
５
４
万
円 

　子
ど
も
の
医
療
費
に
つ
い
て
保
護
者
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
そ
の

一
部
を
助
成
し
、
子
育
て
の
支
援
を
し
ま

す
。
妊
産
婦
の
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
自

己
負
担
分
全
額
を
助
成
す
る
こ
と
で
無
料

化
を
継
続
し
ま
す
。

○
学
童
ク
ラ
ブ
施
設
整
備
事
業

１
，
１
１
５
万
円

　放
課
後
に
子
ど
も
た
ち
が
安
全
安
心
に

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学
童
保
育

施
設
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
平
成
25
年
度

は
、
利
用
希
望
が
増
え
て
い
る
薮
神
小
学

校
に
一
か
所
新
設
し
ま
す
。

○
心
身
障
が
い
者
助
成
事
業

３
，
７
２
９
万
円

　精
神
障
が
い
者
の
入
院
費
用
の
一
部
助

成
と
、
人
工
透
析
者
お
よ
び
通
所
施
設
で

訓
練
す
る
障
が
い
者
に
対
す
る
交
通
費
な

ど
の
助
成
を
行
い
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、

自
動
車
運
転
が
で
き
な
い
障
が
い
者
に
タ

ク
シ
ー
利
用
券
を
支
給
し
ま
す
。

○
自
立
支
援
事
業

９
億
１
，
２
９
２
万
円

　障
が
い
者
の
自
立
を
支
援
す
る
た
め
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
、
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
、
施
設
入
所
、
生
活
介
護
、

就
労
支
援
、
補
装
具
な
ど
）
の
給
付
や
、

障
が
い
の
除
去
や
軽
減
の
た
め
の
医
療
給

付
を
行
い
ま
す
。

○
地
域
生
活
支
援
事
業

８
，
８
１
３
万
円

　地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
や

支
援
事
業
の
実
施
、
日
常
生
活
用
具
・
日

中
一
時
支
援
・
移
動
支
援
な
ど
の
給
付
と

健
康
づ
く
り
と

予
防
医
療
の
推
進

1

子
育
て
支
援
の
充
実

3

高
齢
者
福
祉
の
充
実

5

地
域
福
祉
の
推
進

6
学
校
教
育
の
充
実

1

生
涯
学
習
の
充
実

2
地
域
・
家
庭
教
育
の
充
実

3
障
が
い
者
福
祉
の
充
実

4

地
域
文
化
の
振
興

4

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

5

自
然
環
境
の
保
全
と
活
用

1
循
環
型
社
会
の
創
造

2

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
と

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

3

野
外
・
環
境
教
育
の
推
進

6

生
活
環
境
の
向
上

4
計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進

1

交
通
体
系
の
整
備

2

住
環
境
の
整
備

4

上
下
水
道
の
整
備

5

災
害
に
強
い
基
盤
整
備

6

林
業
の
振
興

2
観
光
の
振
興

3

商
工
業
の
振
興

4

高
度
情
報
化
の
推
進

4

交
流
の
推
進

5

農
業
の
振
興

1
雇
用
の
促
進

5
行
財
政
運
営
の
効
率
化

1

災
害
に
強
い
安
全
と
安
心
の

ま
ち
づ
く
り

3

市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

2

ひ
と
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り

3

地
域
完
結
型
保
健
医
療

体
制
の
構
築

2

拡
充

新
規

拡
充

新
規

新
規

新
規

新
規

新
規

新
規

新
規

拡
充

拡
充

拡
充

拡
充

拡
充

拡
充

拡
充

権
利
擁
護
の
推
進
を
図
り
、
障
が
い
者
の

自
立
や
日
常
生
活
を
支
援
し
ま
す
。
４
月

開
校
の
市
立
総
合
支
援
学
校
内
に
も
日
中

一
時
支
援
室
を
新
設
し
、
利
用
者
の
利
便

性
向
上
を
図
り
ま
す
。

○
高
齢
者
生
活
支
援
事
業５

，
０
５
０
万
円

　要
介
護
高
齢
者
家
族
手
当
の
支
給
や
高

齢
者
等
要
援
護
住
宅
除
雪
援
助
な
ど
、
在

宅
高
齢
者
へ
の
生
活
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
介
護
保
険
対
策
費８

億
５
，
５
２
６
万
円

　平
成
24
年
度
か
ら
の
第
５
期
介
護
保
険

事
業
計
画
に
基
づ
く
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
や
、
介
護
保
険
制
度
の
適
正
な
運
営
の

た
め
に
、
介
護
保
険
特
別
会
計
へ
介
護
サ

ー
ビ
ス
給
付
費
の
一
部
や
事
務
費
な
ど
を

繰
出
金
と
し
て
支
出
し
ま
す
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
対
策
費

７
億
１
，
８
１
７
万
円

　後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
に
、
職
員

給
与
費
、
事
務
費
お
よ
び
保
険
料
軽
減
分

の
補
て
ん
費
用
を
繰
出
金
と
し
て
支
出
し

ま
す
。
ま
た
、
新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
に
対
し
て
、
法
に
基
づ
く
療
養

給
付
費
の
1
/
12
と
事
務
共
通
経
費
を
負

担
金
と
し
て
支
出
し
ま
す
。

○
魚
沼
荘
改
築
事
業

１
億
２
０
８
万
円

　施
設
の
老
朽
化
と
設
備
基
準
の
改
正
に

伴
い
、
建
替
え
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
平

成
27
年
度
内
の
完
成
に
向
け
、
用
地
取

得
、
地
質
調
査
お
よ
び
実
施
設
計
を
行
い

ま
す
。

○
社
会
福
祉
協
議
会
推
進
事
業

４
，
１
８
９
万
円

　社
会
福
祉
法
に
基
づ
き
、
市
の
地
域
福

祉
の
推
進
を
図
る
た
め
に
設
立
さ
れ
て
い

る
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
う
事
業
（
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
、
募
金
事
務
、
在
宅

福
祉
事
業
な
ど
）
の
運
営
費
や
人
件
費
の

補
助
を
行
い
、
社
会
福
祉
活
動
を
支
援
し

ま
す
。

○
生
活
扶
助
費

２
億
２
，
８
０
０
万
円

　困
窮
の
た
め
最
低
限
度
の
生
活
を
維
持

す
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
の
生
活
を
保
障

す
る
た
め
、
生
活
保
護
費
を
支
給
し
ま

す
。

○
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業

　
　７
３
０
万
円

　ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
た
健
康
づ
く
り
や

交
流
の
拡
大
を
図
る
た
め
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
南
魚
ス
ポ
ー
ツ
パ
ラ
ダ

イ
ス
」
の
運
営
を
補
助
し
、
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
を
推
進
し
ま
す
。

○
体
育
施
設
管
理
委
託
事
業

７
，
７
５
３
万
円

　市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て
、
指

定
管
理
者
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
管
理
運

営
し
、
市
民
の
健
康
増
進
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
て
の
仲
間
づ
く
り
、
青
少
年
の
健
全

な
育
成
を
図
り
ま
す
。

○
体
育
施
設
整
備
事
業

２
，
２
７
０
万
円

　ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
中
之

島
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
と
大
和
野
球

場
照
明
施
設
の
改
修
工
事
を
行
い
、
よ
り

快
適
な
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

○
教
育
改
革
推
進
事
業

１
，
５
５
７
万
円

　教
育
に
関
心
の
あ
る
人
、
貴
重
な
経

験
・
技
術
を
持
っ
た
地
域
の
人
な
ど
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
学
習
活
動
な
ど
に

参
加
し
て
い
た
だ
く
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

事
業
を
実
施
し
ま
す
。
緑
の
少
年
団
活

動
、
ビ
オ
ト
ー
プ
整
備
活
動
、
花
・
野

菜
・
稲
栽
培
学
習
活
動
な
ど
、
学
校
が
主

体
的
に
創
意
工
夫
し
、
特
色
を
生
か
し
て

行
う
活
動
に
助
成
し
ま
す
。

ブ
・
ボ
イ
ラ
ー
導
入
へ
の
補
助
を
行
い
ま

す
。

○
地
盤
沈
下
対
策
事
業

　
　２
４
８
万
円

　地
下
水
汲
上
げ
の
規
制
区
域
へ
の
克
雪

対
策
を
最
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、
実
現

可
能
な
事
業
の
具
体
化
に
向
け
て
早
急
な

取
組
を
行
い
ま
す
。
地
盤
沈
下
区
域
の
節

水
対
策
と
し
て
、
降
雪
感
知
器
と
併
用
す

る
節
水
タ
イ
マ
ー
の
有
効
性
に
つ
い
て
実

証
実
験
を
試
み
ま
す
。

業
資
金
の
借
入
総
額
の
45
％
を
無
利
子
融

資
す
る
も
の
で
、
市
が
利
子
相
当
分
を
負

担
し
ま
す
。
（
融
資
申
込
み
状
況
に
応
じ

て
予
算
化
す
る
予
定
で
す
）
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○
庁
舎
整
備
事
業

　
　２
，
６
１
０
万
円 

　塩
沢
庁
舎
保
健
セ
ン
タ
ー
の
空
調
設
備

の
改
修
や
大
和
お
よ
び
塩
沢
庁
舎
の
電
話

交
換
機
の
更
新
な
ど
、
各
庁
舎
の
機
能
向

上
と
整
備
を
進
め
ま
す
。

○
行
政
区
事
業

　
　
　６
，
４
９
５
万
円

　各
行
政
区
へ
の
委
託
業
務
や
自
主
活
動

に
対
し
て
、
交
付
金
を
交
付
し
て
自
治
組

織
の
振
興
を
支
援
し
ま
す
。

○
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
事
業

７
，
０
２
６
万
円

　市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
推
進

と
支
援
の
た
め
、
市
内
12
地
区
の
地
区
協

議
会
に
対
し
、
活
性
化
支
援
と
拠
点
支
援

の
た
め
の
交
付
金
を
交
付
し
ま
す
。
各
地

区
セ
ン
タ
ー
の
開
設
時
間
を
統
一
す
る
た

め
、
配
分
額
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も

に
、
全
体
予
算
を
増
額
し
、
基
礎
事
業
に

追
加
配
分
額
を
設
け
地
域
の
要
望
に
迅
速

に
対
応
し
ま
す
。

○
消
防
庁
舎
新
築
事
業

２
億
５
５
０
万
円

　消
防
・
救
急
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
強

化
を
図
る
た
め
に
行
っ
て
き
た
消
防
庁
舎

の
改
築
事
業
に
つ
い
て
、
訓
練
塔
の
建
設

○
土
地
改
良
事
業

１
億
１
，
４
２
０
万
円

　土
地
改
良
区
で
実
施
し
た
農
道
な
ど
の

整
備
に
要
し
た
借
入
金
の
償
還
補
助
を
行

い
ま
す
。

○
農
業
振
興
対
策
補
助
事
業

３
，
７
４
４
万
円

　農
地
集
積
協
力
金
、
新
規
就
農
給
付

金
、
農
林
水
産
業
振
興
資
金
利
子
補
給

金
、
サ
ル
被
害
防
止
対
策
事
業
補
助
金
な

ど
、
農
業
振
興
の
た
め
の
補
助
を
行
い
、

農
業
者
を
支
援
し
ま
す
。

○
水
田
農
業
構
造
改
革
対
策
推
進
事
業

４
，
１
５
３
万
円

　各
地
域
の
農
業
再
生
協
議
会
に
補
助
を

行
う
な
ど
、
安
全
・
安
心
な
良
質
米
の
生

産
に
努
め
、
南
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
需

要
拡
大
と
競
争
力
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

○
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

７
，
７
２
６
万
円

　中
山
間
地
に
お
け
る
農
業
の
持
つ
多
面

的
機
能
の
維
持
や
増
進
を
図
る
た
め
、
自

律
的
で
継
続
的
な
農
業
生
産
活
動
を
行
う

集
落
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
家
畜
指
導
診
療
所
運
営
事
業

１
，
０
１
５
万
円

　畜
産
農
家
の
経
営
安
定
の
た
め
、
疾
病

予
防
指
導
・
診
療
な
ど
の
業
務
を
効
果
的

に
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
家
畜
伝
染
病
予

防
事
業
の
実
施
で
、
畜
産
農
家
の
損
害
防

止
に
努
め
ま
す
。

○
国
土
調
査
事
業

　
　３
，
５
９
０
万
円

　四
十
日
新
道
地
区
の
一
筆
地
調
査
と
測

量
を
実
施
し
ま
す
。
野
田
地
区
の
国
土
調

査
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
の
検
査

（
認
証
）
を
受
け
ま
す
。

○
大
原
運
動
公
園
整
備
事
業

７
億
５
，
８
０
０
万
円

　大
原
運
動
公
園
整
備
検
討
委
員
会
で
策

定
さ
れ
た
基
本
構
想
に
基
づ
き
、
運
動
公

園
の
機
能
充
実
に
向
け
た
施
設
整
備
を
進

め
ま
す
。
第
１
期
工
事
の
２
年
目
と
し
て

野
球
場
建
設
工
事
を
完
了
さ
せ
、
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

○
道
路
新
設
改
良
事
業

５
億
８
，
４
７
８
万
円

　【
平
成
24
年
度
繰
越
事
業
】

４
億
８
０
万
円

　市
民
生
活
を
支
え
る
生
活
道
路
や
幹
線

市
道
の
改
良
、
歩
道
設
置
な
ど
の
整
備
を

行
い
、
市
内
の
道
路
交
通
の
向
上
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
国
の
緊
急
経
済
対
策
を
受

け
て
平
成
24
年
度
に
補
正
で
予
算
化
し
た

道
路
改
良
事
業
等
を
繰
越
事
業
と
し
て
実

施
し
ま
す
。

○
路
線
バ
ス
・
市
民
バ
ス
運
行
事
業

６
，
２
０
３
万
円

　公
共
交
通
の
要
で
あ
る
路
線
バ
ス
運
行

へ
の
補
助
を
行
い
、
市
内
バ
ス
路
線
の
維

持
に
努
め
る
と
と
も
に
、
公
共
交
通
空
白

地
域
に
お
け
る
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
、
市
民
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

○
交
通
安
全
交
付
金
事
業１

，
０
０
０
万
円

　国
の
交
付
金
を
財
源
と
し
て
、
交
通
安

全
施
設
の
整
備
（
白
線
引
き
、
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
設
置
な
ど
）
や
維
持
管
理
を
行
い
、

交
通
事
故
の
防
止
に
努
め
ま
す
。

○
Ｇ
Ｐ
Ｓ
除
雪
費
集
計
シ
ス
テ
ム
事
業

１
，
２
５
０
万
円

　降
雪
期
の
安
全
な
交
通
確
保
の
た
め
、

効
率
的
な
除
雪
体
制
の
構
築
に
向
け
、
Ｇ

Ｐ
Ｓ
機
能
を
活
用
し
た
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
ま
す
。

○
克
雪
住
宅
推
進
事
業

　１
，
３
８
０
万
円

　融
雪
式
ま
た
は
耐
雪
式
に
よ
る
住
宅
の

克
雪
化
（
対
象
は
市
内
全
域
）
と
、
地
下

水
を
使
わ
な
い
消
雪
設
備
設
置
（
対
象
は

地
盤
沈
下
区
域
の
み
）
に
対
し
、
そ
の
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
消
雪
設
備
に

つ
い
て
は
、
補
助
上
限
額
の
引
上
げ
や
補

助
対
象
者
を
事
業
所
な
ど
へ
拡
大
し
て
、

対
策
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

○
個
人
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業

８
，
０
０
０
万
円

　市
民
の
生
活
環
境
の
向
上
と
住
宅
関
連

産
業
を
中
心
と
し
た
地
域
の
活
性
化
を
促

進
す
る
た
め
、
市
内
業
者
に
よ
っ
て
個
人

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
う
場
合

に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

○
公
共
下
水
道
事
業

○
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業

　（
下
水
道
特
別
会
計
）

１
５
億
３
，
１
０
０
万
円

　六
日
町
地
域
（
若
葉
町
、
余
川
、
川

窪
、
欠
之
上
、
君
帰
、
四
十
日
新
道
、
五

日
町
、
寺
尾
）
、
塩
沢
地
域
（
上
神
字
、

沢
口
、
砂
押
、
泉
盛
寺
、
石
打
（
五
十

嵐
）
、
宮
野
下
、
大
沢
、
樺
野
沢
、
南
田

中
）
、
大
和
地
域
（
茗
荷
沢
、
浦
佐
）
の

下
水
処
理
区
域
の
一
部
で
下
水
道
本
管
の

布
設
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
上
の
原

処
理
区
を
六
日
町
処
理
区
に
接
続
す
る
た

め
の
工
事
を
実
施
し
、
大
幅
な
経
費
の
節

減
に
努
め
ま
す
。

○
下
水
道
接
続
促
進
事
業

　（
下
水
道
特
別
会
計
）６

，
０
０
０
万
円

　下
水
道
へ
の
接
続
の
促
進
を
図
る
た

め
、
接
続
工
事
費
用
の
一
部
補
助
を
行

い
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

○
荒
山
配
水
池
改
築
事
業
（
水
道
事
業
会
計
）

８
，
０
０
０
万
円

　既
設
配
水
池
の
老
朽
化
と
容
量
不
足
の

た
め
、
配
水
池
を
増
設
し
安
定
し
た
給
水

を
行
い
ま
す
。

○
大
月
ポ
ン
プ
場
更
新
事
業

　（
水
道
事
業
会
計
） 
１
，
２
０
０
万
円

　水
道
水
の
安
定
供
給
の
た
め
、
老
朽
化

し
た
送
水
ポ
ン
プ
場
の
更
新
工
事
を
行
い

ま
す
。

○
治
山
振
興
事
業

２
，
０
２
８
万
円

　土
砂
災
害
危
険
地
区
で
公
共
物
や
人
家

な
ど
が
あ
り
保
全
を
必
要
と
す
る
箇
所

や
、
土
砂
災
害
箇
所
で
復
旧
・
予
防
な
ど

の
治
山
対
策
工
事
を
実
施
し
、
被
害
の
拡

大
防
止
や
森
林
環
境
保
全
に
努
め
ま
す
。

○
林
道
開
設
事
業

　
　３
，
０
４
２
万
円

　平
成
27
年
度
の
開
設
を
め
ざ
し
、
林
道

大
崎
水
尾
線
の
開
設
工
事
を
継
続
し
て
進

め
ま
す
。

○
分
収
造
林
事
業

　
　３
，
４
０
７
万
円 

　市
有
林
お
よ
び
市
行
造
林
地
に
つ
い

て
、
植
栽
、
下
刈
、
枝
打
、
除
間
伐
を
実

施
し
森
林
保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市

内
産
木
材
（
ス
ギ
）
の
利
用
促
進
と
地
域

産
業
の
活
性
化
の
た
め
に
作
業
道
の
開
設

な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

○
南
魚
沼
産
材
で
家
づ
く
り
事
業

１
，
０
０
０
万
円

　市
内
産
の
ス
ギ
を
利
用
し
て
建
築
す
る

住
宅
に
対
し
て
補
助
を
行
い
、
地
場
産
木

材
の
利
用
促
進
と
地
域
の
林
業
・
建
築

業
・
木
材
産
業
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

○
観
光
振
興
事
業

　
　６
，
８
２
４
万
円

　観
光
Ｐ
Ｒ
業
務
の
委
託
や
各
種
観
光
イ

ベ
ン
ト
な
ど
に
補
助
金
を
交
付
し
、
支
援

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
グ
リ
ー
ン
シ
ー

ズ
ン
の
観
光
に
も
力
を
入
れ
、
四
季
を
通

じ
て
の
観
光
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

食
の
イ
ベ
ン
ト
、
ご
当
地
グ
ル
メ
に
よ
る

ま
ち
お
こ
し
事
業
の
実
施
を
検
討
し
ま

す
。

○
観
光
交
流
拠
点
施
設
管
理
事
業

２
，
９
４
５
万
円

　道
の
駅
南
魚
沼
の
公
共
部
門
の
管
理
運

営
と
商
業
部
門
（
直
売
所
）
の
管
理
委
託

を
行
い
、
農
産
物
・
特
産
品
の
販
売
促
進

や
観
光
情
報
の
発
信
な
ど
、
農
商
工
観
光

連
携
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
南
魚
沼
市
観
光
協
会
が
道

の
駅
に
移
転
す
る
こ
と
で
、
観
光
拠
点
と

し
て
の
機
能
強
化
を
図
り
ま
す
。

○
商
工
業
振
興
補
助
事
業１

，
２
０
２
万
円

　商
工
会
の
経
営
指
導
員
設
置
や
事
業
運

営
へ
の
補
助
の
ほ
か
、
自
主
的
出
店
者
へ

の
家
賃
補
助
、
地
域
商
工
業
の
活
性
化
と

商
店
街
再
生
支
援
事
業
へ
の
補
助
を
行

い
、
商
工
業
者
を
支
援
し
ま
す
。

○
中
小
企
業
金
融
制
度
事
業

２
億
３
９
０
万
円

　地
域
商
工
業
の
育
成
や
中
小
企
業
経
営

の
基
盤
強
化
の
た
め
、
各
種
制
度
資
金
の

預
託
、
資
金
借
入
れ
に
か
か
る
信
用
保
証

料
の
補
給
な
ど
を
行
い
、
中
小
企
業
経
営

者
を
支
援
し
ま
す
。
小
規
模
事
業
者
経
営

改
善
資
金
貸
付
金
の
利
子
補
給
は
平
成
27

年
度
ま
で
延
長
し
ま
す
。

○
雇
用
創
出
支
援
事
業

　雇
用
の
創
出
と
確
保
の
た
め
、
民
間
事

業
者
へ
の
支
援
策
と
し
て
ふ
る
さ
と
財
団

（
財
団
法
人
地
域
総
合
整
備
財
団
）
の

「
ふ
る
さ
と
融
資
」
を
活
用
す
る
制
度
を

整
備
し
ま
し
た
。
財
団
の
審
査
を
得
た
事

工
事
を
行
い
、
全
事
業
の
完
了
を
め
ざ
し

ま
す
。

○
消
防
水
利
整
備
事
業

　【
平
成
24
年
度
繰
越
事
業
】

１
，
６
５
０
万
円

　国
の
補
助
を
受
け
、
耐
震
性
貯
水
槽
を

2
基
（
塩
沢
地
域
、
大
和
地
域
各
1
基
）

整
備
し
、
災
害
時
の
消
防
水
利
機
能
を
確

保
し
ま
す
。

○
消
防
救
急
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
事
業

１
，
５
０
０
万
円

　国
が
進
め
て
い
る
消
防
救
急
無
線
の
デ

ジ
タ
ル
化
（
平
成
28
年
５
月
末
）
に
合
わ

せ
、
平
成
27
年
度
の
整
備
完
了
を
め
ざ

し
、
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

○
災
害
時
緊
急
伝
達
整
備
事
業

３
，
０
７
０
万
円

　緊
急
時
の
市
民
へ
の
情
報
伝
達
体
制
に

つ
い
て
、
Ｆ
Ｍ
ゆ
き
ぐ
に
と
の
協
定
に
よ

る
緊
急
告
知
ラ
ジ
オ
放
送
の
活
用
を
推
進

し
ま
す
。
防
災
ラ
ジ
オ
は
、
全
行
政
区
の

役
員
な
ど
に
配
置
で
き
る
よ
う
追
加
配
布

を
行
う
と
と
も
に
、
浦
佐
地
区
と
そ
の
周

辺
の
難
聴
地
域
解
消
に
向
け
て
中
継
施
設

を
設
置
し
ま
す
。

○
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
運
営
事
業

２
，
５
９
０
万
円

　光
通
信
が
可
能
な
環
境
を
整
え
る
た
め

に
市
で
整
備
し
た
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
Ｎ

Ｔ
Ｔ
東
日
本
に
貸
与
し
、
市
民
に
高
速
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
環
境
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
こ
の
施
設
維
持
経
費
の
う
ち
、
電

柱
等
転
架
使
用
料
と
電
柱
の
支
障
移
転
費

等
の
負
担
を
行
い
ま
す
。

○
固
定
資
産
税
適
正
評
価
事
業

２
，
９
２
８
万
円

　固
定
資
産
税
の
公
平
負
担
と
適
正
化
、

地
価
の
相
場
を
評
価
額
に
反
映
さ
せ
る
た

め
に
鑑
定
評
価
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
3

年
ご
と
の
固
定
資
産
税
評
価
替
え
が
適
正

に
行
え
る
よ
う
、
基
準
と
な
る
土
地
の
評

価
を
行
い
ま
す
。

○
国
際
交
流
及
び
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
基
金
事
業

１
，
０
６
１
万
円

　イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ビ
レ
ッ
ジ
、

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
と
し
て

国
際
大
学
留
学
生
な
ど
を
講
師
に
招
き
、

各
種
講
演
会
、
授
業
を
実
施
し
ま
す
。
中

学
生
の
海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
を
継
続

し
、
体
験
活
動
を
通
じ
て
国
際
交
流
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
小
・
中
学
生
の
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
の
費
用
を
一
部
補

助
し
ま
す
。

○
公
害
等
対
策
事
業

１
１
７
万
円

　生
活
環
境
の
保
全
の
た
め
に
一
般
河
川

の
水
質
検
査
や
主
要
幹
線
道
路
の
騒
音
調

査
を
行
い
、
公
害
発
生
を
防
止
し
ま
す
。

○
ご
み
減
量
化
推
進
事
業

４
３
９
万
円

　生
ご
み
処
理
機
の
購
入
や
行
政
区
等
が

行
う
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
な
ど
に

補
助
を
行
い
、
ご
み
の
減
量
化
を
推
進
し

ま
す
。
ま
た
、
分
別
の
徹
底
に
よ
り
資
源

ご
み
の
回
収
を
推
進
し
、
大
和
・
六
日
町

地
域
に
合
わ
せ
、
塩
沢
地
域
で
も
拠
点
回

収
を
順
次
進
め
ま
す
。

○
し
尿
等
受
入
施
設
建
設
事
業

１
，
４
１
６
万
円

　し
尿
処
理
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、
新

潟
県
の
公
共
下
水
道
処
理
施
設
へ
、
し
尿

な
ど
を
直
接
投
入
す
る
た
め
に
、
受
入
施

設
の
建
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
建
設
計

画
に
基
づ
き
周
辺
の
生
活
環
境
影
響
調
査

を
行
い
ま
す
。

○
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
普
及
促
進
事
業

４
５
０
万
円

　地
球
温
暖
化
対
策
、
震
災
に
伴
っ
た
電

力
需
給
対
策
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か

ら
環
境
負
荷
の
少
な
い
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
の
一
部
補

助
を
行
い
ま
す
。

○
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
事
業

１
０
０
万
円

　地
球
温
暖
化
の
防
止
、
循
環
型
社
会
の

形
成
等
を
め
ざ
し
、
地
域
バ
イ
オ
マ
ス
資

源
の
総
合
的
利
活
用
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
た
め
に
策
定
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

構
想
の
実
現
に
向
け
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

○
小
学
校
大
規
模
改
造
事
業

５
，
７
７
０
万
円

　【
平
成
24
年
度
繰
越
事
業
】

２
億
３
，
０
０
０
万
円

　老
朽
化
し
た
小
学
校
の
大
規
模
改
造
を

計
画
的
に
進
め
ま
す
。
赤
石
小
学
校
の
屋

上
お
よ
び
融
雪
設
備
の
改
修
工
事
を
行
い

ま
す
。

　城
内
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年

度
に
実
施
設
計
を
終
え
、
校
舎
お
よ
び
体

育
館
の
工
事
を
本
年
度
に
繰
り
越
し
て
実

施
し
ま
す
。

○
中
学
校
普
通
教
室
扇
風
機
設
置
事
業

１
，
０
０
０
万
円

　猛
暑
対
策
と
し
て
小
・
中
学
校
の
全
普

通
教
室
に
扇
風
機
を
設
置
し
、
学
習
環
境

の
改
善
を
図
り
ま
す
。
３
か
年
計
画
で
進

め
、
平
成
25
年
度
は
中
学
校
へ
の
設
置
を

行
い
ま
す
。

○
教
育
課
程
特
例
校
事
業１

，
８
８
９
万
円

　市
内
全
小
学
校
で
英
語
教
育
と
国
際
理

解
教
育
を
実
施
し
ま
す
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国

語
指
導
助
手
）
に
加
え
て
国
際
大
学
留
学

生
、
国
際
理
解
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協

力
を
得
て
、
豊
か
な
国
際
感
覚
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
成
し
ま
す
。

○
図
書
館
建
設
事
業８

億
１
，
７
５
０
万
円

　六
日
町
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
ラ

ラ
を
改
修
し
、
図
書
館
を
整
備
し
ま
す
。

図
書
館
整
備
基
本
構
想
に
基
づ
き
行
っ
た

実
施
設
計
を
も
と
に
建
設
工
事
を
進
め
、

平
成
26
年
度
の
開
館
を
め
ざ
し
ま
す
。

○
文
化
資
料
展
示
館
（
池
田
記
念
美
術
館
）

改
修
事
業

　
　
　

 

　
　
　
　７
５
０
万
円

　開
館
15
年
を
迎
え
る
施
設
で
あ
り
、
計

画
に
基
づ
い
て
建
物
内
装
、
電
気
設
備
、

警
備
シ
ス
テ
ム
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

○
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
事
業

３
，
１
２
８
万
円

　子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
諸
施
策
に

取
り
組
み
ま
す
。
不
登
校
の
児
童
生
徒
へ

の
サ
ポ
ー
ト
、
心
の
教
室
相
談
や
発
達
障

が
い
巡
回
相
談
の
強
化
、
青
少
年
の
健
全

育
成
や
非
行
防
止
、
ニ
ー
ト
・
ひ
き
こ
も

り
に
対
す
る
就
労
や
社
会
参
加
支
援
な

ど
、
学
校
や
家
庭
生
活
で
抱
え
る
問
題
の

相
談
窓
口
を
開
設
し
、
支
援
を
行
い
ま

す
。

○
坂
戸
城
跡
整
備
事
業

１
，
３
２
７
万
円

　坂
戸
城
跡
環
境
整
備
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
御
館
の
石
垣
と
そ
の
周
辺
の
修
復
整

備
の
た
め
、
御
館
跡
の
測
量
と
試
掘
調
査

を
行
い
、
地
域
に
残
る
貴
重
な
文
化
財
の

保
護
に
努
め
ま
す
。

○
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
取
組
事
業

６
１
４
万
円

　平
成
20
年
度
に
刊
行
し
た
報
告
書
『
新

潟
県
浦
佐
毘
沙
門
堂
の
裸
押
合
の
習
俗
』

を
も
と
に
、
映
像
記
録
を
作
成
し
ま
す
。

映
像
計
画
に
基
づ
い
て
昨
年
度
ま
で
に
撮

影
し
た
デ
ー
タ
を
編
集
し
、
映
像
記
録

（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
を
完
成
さ
せ
ま
す
。

○
文
化
振
興
補
助
事
業

３
４
６
万
円

　文
化
芸
能
団
体
の
活
動
事
業
費
を
補
助

し
、
地
域
の
文
化
活
動
の
振
興
を
図
り
ま

す
。
特
別
事
業
と
し
て
南
魚
沼
市
歌
舞
伎

振
興
会
と
の
共
催
に
よ
り
地
芝
居
公
演
を

行
い
ま
す
。

第1章
保
健
・
医
療
・
福
祉

■
地
域
ぐ
る
み
で
つ
く
る
健
康
・
支
え
あ
う
福
祉
の
ま
ち

第2章
教
育
・
文
化

■
学
ぶ
喜
び
・
文
化
を
は
ぐ
く
む
喜
び
の
あ
る
ま
ち

第3章
環
境
共
生

■
豊
か
な
自
然
と
と
も
に
生
き
、
100
年
後
の
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
い
で
い
く
ま
ち

第5章
産
業
振
興

■
豊
か
な
自
然
を
活
か
し
、
自
然
や
人
に
や
さ
し
く
力
強
い
産
業
の
ま
ち

第6章
行
財
政
改
革
・
市
民
参
画

■
市
民
と
築
く
あ
か
る
い
自
治
の
ま
ち

第4章
都
市
基
盤

■
安
全
・
快
適
で
う
る
お
い
の
あ
る
生
活
が
で
き
る
ま
ち

○
予
防
対
策
事
業

１
億
７
，
５
５
９
万
円 

　疾
病
の
発
生
や
重
症
化
を
予
防
す
る
た

め
、
平
成
25
年
度
に
法
定
化
さ
れ
た
子
宮

頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ

ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
含

め
、
法
に
定
め
る
予
防
接
種
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
公
費
助
成
を
行
い
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
対
策
費

３
億
７
，
４
７
５
万
円

　国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
基
準
に

基
づ
き
、
運
営
事
務
費
、
国
保
税
の
軽
減

分
の
補
て
ん
、
出
産
育
児
一
時
金
な
ど
の

費
用
を
繰
出
金
と
し
て
支
出
し
ま
す
。
国

保
税
の
大
幅
な
負
担
増
を
抑
制
す
る
た
め

に
、
基
金
を
取
り
崩
し
て
補
て
ん
を
行
い

ま
す
。

○
後
期
高
齢
者
保
健
事
業２

，
３
１
８
万
円

　健
康
の
保
持
と
疾
病
の
予
防
で
健
康
寿

命
の
延
伸
を
図
る
た
め
、
75
歳
以
上
の
高

齢
者
の
健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す
。
平
成

25
年
度
か
ら
新
た
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
予
防
接
種
と
人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
助
成

を
行
い
ま
す
。

○
母
子
保
健
事
業

　
　５

，
９
１
６
万
円

　乳
幼
児
健
診
や
離
乳
食
教
室
を
定
期
的

に
実
施
し
、
心
身
の
発
育
や
発
達
を
確
認

し
な
が
ら
適
切
な
指
導
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
妊
婦
健
診
に
か
か
る
費
用
に
つ
い
て

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
公
費

助
成
を
行
い
ま
す
。

○
新
市
立
病
院
整
備
事
業

８
億
７
，
５
０
０
万
円 

　魚
沼
基
幹
病
院
の
開
院
に
合
わ
せ
て
県

立
六
日
町
病
院
が
閉
院
と
な
る
こ
と
か

ら
、
市
で
病
院
を
整
備
し
、
六
日
町
・
塩

沢
地
域
の
医
療
環
境
を
確
保
し
ま
す
。
平

成
25
年
度
は
農
地
転
用
な
ど
の
手
続
き
や

周
辺
道
路
の
整
備
を
行
い
、
建
築
工
事
に

着
手
し
ま
す
。

○
病
院
事
業
対
策
費５

億
５
，
６
４
２
万
円

　地
域
医
療
体
制
を
維
持
す
る
た
め
、
ゆ

き
ぐ
に
大
和
病
院
お
よ
び
城
内
診
療
所
の

運
営
に
対
し
て
繰
出
金
を
支
出
し
、
市
民

が
安
心
し
て
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
を
確
保
し
ま
す
。

○
私
立
保
育
園
委
託
事
業

○
医
療
施
設
病
児
・
病
後
児
保
育
委
託
事
業

３
億
４
，
２
３
７
万
円

　従
来
か
ら
の
私
立
３
保
育
園
に
加
え
、

新
た
に
私
立
の
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
開

園
し
た
六
日
町
保
育
園
に
児
童
の
保
育
を

委
託
し
ま
す
。
ま
た
、
浦
佐
萌
気
園
診
療

所
で
病
児
保
育
、
野
の
百
合
保
育
園
で
病

後
児
保
育
を
そ
れ
ぞ
れ
開
始
す
る
こ
と

で
、
市
内
全
域
で
病
後
児
保
育
な
ど
を
受

け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
ま
す
。

○
保
育
園
施
設
整
備
事
業２

，
３
５
０
万
円

　入
園
児
童
の
増
加
に
伴
う
塩
沢
保
育
園

の
ト
イ
レ
改
修
を
は
じ
め
、
各
保
育
園
の

衛
生
設
備
お
よ
び
空
調
機
器
の
整
備
を
行

い
、
保
育
環
境
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
上

長
崎
保
育
園
と
大
木
六
保
育
園
で
は
、
耐

震
診
断
を
行
い
耐
震
補
強
工
事
の
準
備
を

進
め
ま
す
。

○
子
ど
も
・
妊
産
婦
医
療
費
助
成
事
業

１
億
８
，
３
５
４
万
円 

　子
ど
も
の
医
療
費
に
つ
い
て
保
護
者
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
そ
の

一
部
を
助
成
し
、
子
育
て
の
支
援
を
し
ま

す
。
妊
産
婦
の
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
自

己
負
担
分
全
額
を
助
成
す
る
こ
と
で
無
料

化
を
継
続
し
ま
す
。

○
学
童
ク
ラ
ブ
施
設
整
備
事
業

１
，
１
１
５
万
円

　放
課
後
に
子
ど
も
た
ち
が
安
全
安
心
に

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学
童
保
育

施
設
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
平
成
25
年
度

は
、
利
用
希
望
が
増
え
て
い
る
薮
神
小
学

校
に
一
か
所
新
設
し
ま
す
。

○
心
身
障
が
い
者
助
成
事
業

３
，
７
２
９
万
円

　精
神
障
が
い
者
の
入
院
費
用
の
一
部
助

成
と
、
人
工
透
析
者
お
よ
び
通
所
施
設
で

訓
練
す
る
障
が
い
者
に
対
す
る
交
通
費
な

ど
の
助
成
を
行
い
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、

自
動
車
運
転
が
で
き
な
い
障
が
い
者
に
タ

ク
シ
ー
利
用
券
を
支
給
し
ま
す
。

○
自
立
支
援
事
業

９
億
１
，
２
９
２
万
円

　障
が
い
者
の
自
立
を
支
援
す
る
た
め
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
、
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
、
施
設
入
所
、
生
活
介
護
、

就
労
支
援
、
補
装
具
な
ど
）
の
給
付
や
、

障
が
い
の
除
去
や
軽
減
の
た
め
の
医
療
給

付
を
行
い
ま
す
。

○
地
域
生
活
支
援
事
業

８
，
８
１
３
万
円

　地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
や

支
援
事
業
の
実
施
、
日
常
生
活
用
具
・
日

中
一
時
支
援
・
移
動
支
援
な
ど
の
給
付
と

健
康
づ
く
り
と

予
防
医
療
の
推
進

1

子
育
て
支
援
の
充
実

3

高
齢
者
福
祉
の
充
実

5

地
域
福
祉
の
推
進

6
学
校
教
育
の
充
実

1

生
涯
学
習
の
充
実

2
地
域
・
家
庭
教
育
の
充
実

3
障
が
い
者
福
祉
の
充
実

4

地
域
文
化
の
振
興

4

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

5

自
然
環
境
の
保
全
と
活
用

1
循
環
型
社
会
の
創
造

2

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
と

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

3

野
外
・
環
境
教
育
の
推
進

6

生
活
環
境
の
向
上

4
計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進

1

交
通
体
系
の
整
備

2

住
環
境
の
整
備

4

上
下
水
道
の
整
備

5

災
害
に
強
い
基
盤
整
備

6

林
業
の
振
興

2
観
光
の
振
興

3

商
工
業
の
振
興

4

高
度
情
報
化
の
推
進

4

交
流
の
推
進

5

農
業
の
振
興

1
雇
用
の
促
進

5
行
財
政
運
営
の
効
率
化

1

災
害
に
強
い
安
全
と
安
心
の

ま
ち
づ
く
り

3

市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

2

ひ
と
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り

3

地
域
完
結
型
保
健
医
療

体
制
の
構
築

2

拡
充

新
規

拡
充

新
規

新
規

新
規

新
規

新
規

新
規

新
規

拡
充

拡
充

拡
充

拡
充

拡
充

拡
充

拡
充

権
利
擁
護
の
推
進
を
図
り
、
障
が
い
者
の

自
立
や
日
常
生
活
を
支
援
し
ま
す
。
４
月

開
校
の
市
立
総
合
支
援
学
校
内
に
も
日
中

一
時
支
援
室
を
新
設
し
、
利
用
者
の
利
便

性
向
上
を
図
り
ま
す
。

○
高
齢
者
生
活
支
援
事
業５

，
０
５
０
万
円

　要
介
護
高
齢
者
家
族
手
当
の
支
給
や
高

齢
者
等
要
援
護
住
宅
除
雪
援
助
な
ど
、
在

宅
高
齢
者
へ
の
生
活
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
介
護
保
険
対
策
費８

億
５
，
５
２
６
万
円

　平
成
24
年
度
か
ら
の
第
５
期
介
護
保
険

事
業
計
画
に
基
づ
く
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
や
、
介
護
保
険
制
度
の
適
正
な
運
営
の

た
め
に
、
介
護
保
険
特
別
会
計
へ
介
護
サ

ー
ビ
ス
給
付
費
の
一
部
や
事
務
費
な
ど
を

繰
出
金
と
し
て
支
出
し
ま
す
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
対
策
費

７
億
１
，
８
１
７
万
円

　後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
に
、
職
員

給
与
費
、
事
務
費
お
よ
び
保
険
料
軽
減
分

の
補
て
ん
費
用
を
繰
出
金
と
し
て
支
出
し

ま
す
。
ま
た
、
新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
に
対
し
て
、
法
に
基
づ
く
療
養

給
付
費
の
1
/
12
と
事
務
共
通
経
費
を
負

担
金
と
し
て
支
出
し
ま
す
。

○
魚
沼
荘
改
築
事
業

１
億
２
０
８
万
円

　施
設
の
老
朽
化
と
設
備
基
準
の
改
正
に

伴
い
、
建
替
え
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
平

成
27
年
度
内
の
完
成
に
向
け
、
用
地
取

得
、
地
質
調
査
お
よ
び
実
施
設
計
を
行
い

ま
す
。

○
社
会
福
祉
協
議
会
推
進
事
業

４
，
１
８
９
万
円

　社
会
福
祉
法
に
基
づ
き
、
市
の
地
域
福

祉
の
推
進
を
図
る
た
め
に
設
立
さ
れ
て
い

る
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
う
事
業
（
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
、
募
金
事
務
、
在
宅

福
祉
事
業
な
ど
）
の
運
営
費
や
人
件
費
の

補
助
を
行
い
、
社
会
福
祉
活
動
を
支
援
し

ま
す
。

○
生
活
扶
助
費

２
億
２
，
８
０
０
万
円

　困
窮
の
た
め
最
低
限
度
の
生
活
を
維
持

す
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
の
生
活
を
保
障

す
る
た
め
、
生
活
保
護
費
を
支
給
し
ま

す
。

○
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業

　
　７
３
０
万
円

　ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
た
健
康
づ
く
り
や

交
流
の
拡
大
を
図
る
た
め
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
南
魚
ス
ポ
ー
ツ
パ
ラ
ダ

イ
ス
」
の
運
営
を
補
助
し
、
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
を
推
進
し
ま
す
。

○
体
育
施
設
管
理
委
託
事
業

７
，
７
５
３
万
円

　市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て
、
指

定
管
理
者
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
管
理
運

営
し
、
市
民
の
健
康
増
進
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
て
の
仲
間
づ
く
り
、
青
少
年
の
健
全

な
育
成
を
図
り
ま
す
。

○
体
育
施
設
整
備
事
業

２
，
２
７
０
万
円

　ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
中
之

島
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
と
大
和
野
球

場
照
明
施
設
の
改
修
工
事
を
行
い
、
よ
り

快
適
な
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

○
教
育
改
革
推
進
事
業

１
，
５
５
７
万
円

　教
育
に
関
心
の
あ
る
人
、
貴
重
な
経

験
・
技
術
を
持
っ
た
地
域
の
人
な
ど
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
学
習
活
動
な
ど
に

参
加
し
て
い
た
だ
く
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

事
業
を
実
施
し
ま
す
。
緑
の
少
年
団
活

動
、
ビ
オ
ト
ー
プ
整
備
活
動
、
花
・
野

菜
・
稲
栽
培
学
習
活
動
な
ど
、
学
校
が
主

体
的
に
創
意
工
夫
し
、
特
色
を
生
か
し
て

行
う
活
動
に
助
成
し
ま
す
。

ブ
・
ボ
イ
ラ
ー
導
入
へ
の
補
助
を
行
い
ま

す
。

○
地
盤
沈
下
対
策
事
業

　
　２
４
８
万
円

　地
下
水
汲
上
げ
の
規
制
区
域
へ
の
克
雪

対
策
を
最
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、
実
現

可
能
な
事
業
の
具
体
化
に
向
け
て
早
急
な

取
組
を
行
い
ま
す
。
地
盤
沈
下
区
域
の
節

水
対
策
と
し
て
、
降
雪
感
知
器
と
併
用
す

る
節
水
タ
イ
マ
ー
の
有
効
性
に
つ
い
て
実

証
実
験
を
試
み
ま
す
。

業
資
金
の
借
入
総
額
の
45
％
を
無
利
子
融

資
す
る
も
の
で
、
市
が
利
子
相
当
分
を
負

担
し
ま
す
。
（
融
資
申
込
み
状
況
に
応
じ

て
予
算
化
す
る
予
定
で
す
）
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○
庁
舎
整
備
事
業

　
　２
，
６
１
０
万
円 

　塩
沢
庁
舎
保
健
セ
ン
タ
ー
の
空
調
設
備

の
改
修
や
大
和
お
よ
び
塩
沢
庁
舎
の
電
話

交
換
機
の
更
新
な
ど
、
各
庁
舎
の
機
能
向

上
と
整
備
を
進
め
ま
す
。

○
行
政
区
事
業

　
　
　６
，
４
９
５
万
円

　各
行
政
区
へ
の
委
託
業
務
や
自
主
活
動

に
対
し
て
、
交
付
金
を
交
付
し
て
自
治
組

織
の
振
興
を
支
援
し
ま
す
。

○
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
事
業

７
，
０
２
６
万
円

　市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
推
進

と
支
援
の
た
め
、
市
内
12
地
区
の
地
区
協

議
会
に
対
し
、
活
性
化
支
援
と
拠
点
支
援

の
た
め
の
交
付
金
を
交
付
し
ま
す
。
各
地

区
セ
ン
タ
ー
の
開
設
時
間
を
統
一
す
る
た

め
、
配
分
額
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も

に
、
全
体
予
算
を
増
額
し
、
基
礎
事
業
に

追
加
配
分
額
を
設
け
地
域
の
要
望
に
迅
速

に
対
応
し
ま
す
。

○
消
防
庁
舎
新
築
事
業

２
億
５
５
０
万
円

　消
防
・
救
急
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
強

化
を
図
る
た
め
に
行
っ
て
き
た
消
防
庁
舎

の
改
築
事
業
に
つ
い
て
、
訓
練
塔
の
建
設

○
土
地
改
良
事
業

１
億
１
，
４
２
０
万
円

　土
地
改
良
区
で
実
施
し
た
農
道
な
ど
の

整
備
に
要
し
た
借
入
金
の
償
還
補
助
を
行

い
ま
す
。

○
農
業
振
興
対
策
補
助
事
業

３
，
７
４
４
万
円

　農
地
集
積
協
力
金
、
新
規
就
農
給
付

金
、
農
林
水
産
業
振
興
資
金
利
子
補
給

金
、
サ
ル
被
害
防
止
対
策
事
業
補
助
金
な

ど
、
農
業
振
興
の
た
め
の
補
助
を
行
い
、

農
業
者
を
支
援
し
ま
す
。

○
水
田
農
業
構
造
改
革
対
策
推
進
事
業

４
，
１
５
３
万
円

　各
地
域
の
農
業
再
生
協
議
会
に
補
助
を

行
う
な
ど
、
安
全
・
安
心
な
良
質
米
の
生

産
に
努
め
、
南
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
需

要
拡
大
と
競
争
力
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

○
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

７
，
７
２
６
万
円

　中
山
間
地
に
お
け
る
農
業
の
持
つ
多
面

的
機
能
の
維
持
や
増
進
を
図
る
た
め
、
自

律
的
で
継
続
的
な
農
業
生
産
活
動
を
行
う

集
落
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
家
畜
指
導
診
療
所
運
営
事
業

１
，
０
１
５
万
円

　畜
産
農
家
の
経
営
安
定
の
た
め
、
疾
病

予
防
指
導
・
診
療
な
ど
の
業
務
を
効
果
的

に
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
家
畜
伝
染
病
予

防
事
業
の
実
施
で
、
畜
産
農
家
の
損
害
防

止
に
努
め
ま
す
。

○
国
土
調
査
事
業

　
　３
，
５
９
０
万
円

　四
十
日
新
道
地
区
の
一
筆
地
調
査
と
測

量
を
実
施
し
ま
す
。
野
田
地
区
の
国
土
調

査
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
の
検
査

（
認
証
）
を
受
け
ま
す
。

○
大
原
運
動
公
園
整
備
事
業

７
億
５
，
８
０
０
万
円

　大
原
運
動
公
園
整
備
検
討
委
員
会
で
策

定
さ
れ
た
基
本
構
想
に
基
づ
き
、
運
動
公

園
の
機
能
充
実
に
向
け
た
施
設
整
備
を
進

め
ま
す
。
第
１
期
工
事
の
２
年
目
と
し
て

野
球
場
建
設
工
事
を
完
了
さ
せ
、
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

○
道
路
新
設
改
良
事
業

５
億
８
，
４
７
８
万
円

　【
平
成
24
年
度
繰
越
事
業
】

４
億
８
０
万
円

　市
民
生
活
を
支
え
る
生
活
道
路
や
幹
線

市
道
の
改
良
、
歩
道
設
置
な
ど
の
整
備
を

行
い
、
市
内
の
道
路
交
通
の
向
上
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
国
の
緊
急
経
済
対
策
を
受

け
て
平
成
24
年
度
に
補
正
で
予
算
化
し
た

道
路
改
良
事
業
等
を
繰
越
事
業
と
し
て
実

施
し
ま
す
。

○
路
線
バ
ス
・
市
民
バ
ス
運
行
事
業

６
，
２
０
３
万
円

　公
共
交
通
の
要
で
あ
る
路
線
バ
ス
運
行

へ
の
補
助
を
行
い
、
市
内
バ
ス
路
線
の
維

持
に
努
め
る
と
と
も
に
、
公
共
交
通
空
白

地
域
に
お
け
る
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
、
市
民
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

○
交
通
安
全
交
付
金
事
業１

，
０
０
０
万
円

　国
の
交
付
金
を
財
源
と
し
て
、
交
通
安

全
施
設
の
整
備
（
白
線
引
き
、
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
設
置
な
ど
）
や
維
持
管
理
を
行
い
、

交
通
事
故
の
防
止
に
努
め
ま
す
。

○
Ｇ
Ｐ
Ｓ
除
雪
費
集
計
シ
ス
テ
ム
事
業

１
，
２
５
０
万
円

　降
雪
期
の
安
全
な
交
通
確
保
の
た
め
、

効
率
的
な
除
雪
体
制
の
構
築
に
向
け
、
Ｇ

Ｐ
Ｓ
機
能
を
活
用
し
た
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
ま
す
。

○
克
雪
住
宅
推
進
事
業

　１
，
３
８
０
万
円

　融
雪
式
ま
た
は
耐
雪
式
に
よ
る
住
宅
の

克
雪
化
（
対
象
は
市
内
全
域
）
と
、
地
下

水
を
使
わ
な
い
消
雪
設
備
設
置
（
対
象
は

地
盤
沈
下
区
域
の
み
）
に
対
し
、
そ
の
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
消
雪
設
備
に

つ
い
て
は
、
補
助
上
限
額
の
引
上
げ
や
補

助
対
象
者
を
事
業
所
な
ど
へ
拡
大
し
て
、

対
策
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

○
個
人
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業

８
，
０
０
０
万
円

　市
民
の
生
活
環
境
の
向
上
と
住
宅
関
連

産
業
を
中
心
と
し
た
地
域
の
活
性
化
を
促

進
す
る
た
め
、
市
内
業
者
に
よ
っ
て
個
人

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
う
場
合

に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

○
公
共
下
水
道
事
業

○
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業

　（
下
水
道
特
別
会
計
）

１
５
億
３
，
１
０
０
万
円

　六
日
町
地
域
（
若
葉
町
、
余
川
、
川

窪
、
欠
之
上
、
君
帰
、
四
十
日
新
道
、
五

日
町
、
寺
尾
）
、
塩
沢
地
域
（
上
神
字
、

沢
口
、
砂
押
、
泉
盛
寺
、
石
打
（
五
十

嵐
）
、
宮
野
下
、
大
沢
、
樺
野
沢
、
南
田

中
）
、
大
和
地
域
（
茗
荷
沢
、
浦
佐
）
の

下
水
処
理
区
域
の
一
部
で
下
水
道
本
管
の

布
設
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
上
の
原

処
理
区
を
六
日
町
処
理
区
に
接
続
す
る
た

め
の
工
事
を
実
施
し
、
大
幅
な
経
費
の
節

減
に
努
め
ま
す
。

○
下
水
道
接
続
促
進
事
業

　（
下
水
道
特
別
会
計
）６

，
０
０
０
万
円

　下
水
道
へ
の
接
続
の
促
進
を
図
る
た

め
、
接
続
工
事
費
用
の
一
部
補
助
を
行

い
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

○
荒
山
配
水
池
改
築
事
業
（
水
道
事
業
会
計
）

８
，
０
０
０
万
円

　既
設
配
水
池
の
老
朽
化
と
容
量
不
足
の

た
め
、
配
水
池
を
増
設
し
安
定
し
た
給
水

を
行
い
ま
す
。

○
大
月
ポ
ン
プ
場
更
新
事
業

　（
水
道
事
業
会
計
） 

１
，
２
０
０
万
円

　水
道
水
の
安
定
供
給
の
た
め
、
老
朽
化

し
た
送
水
ポ
ン
プ
場
の
更
新
工
事
を
行
い

ま
す
。

○
治
山
振
興
事
業

２
，
０
２
８
万
円

　土
砂
災
害
危
険
地
区
で
公
共
物
や
人
家

な
ど
が
あ
り
保
全
を
必
要
と
す
る
箇
所

や
、
土
砂
災
害
箇
所
で
復
旧
・
予
防
な
ど

の
治
山
対
策
工
事
を
実
施
し
、
被
害
の
拡

大
防
止
や
森
林
環
境
保
全
に
努
め
ま
す
。

○
林
道
開
設
事
業

　
　３
，
０
４
２
万
円

　平
成
27
年
度
の
開
設
を
め
ざ
し
、
林
道

大
崎
水
尾
線
の
開
設
工
事
を
継
続
し
て
進

め
ま
す
。

○
分
収
造
林
事
業

　
　３
，
４
０
７
万
円 

　市
有
林
お
よ
び
市
行
造
林
地
に
つ
い

て
、
植
栽
、
下
刈
、
枝
打
、
除
間
伐
を
実

施
し
森
林
保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市

内
産
木
材
（
ス
ギ
）
の
利
用
促
進
と
地
域

産
業
の
活
性
化
の
た
め
に
作
業
道
の
開
設

な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

○
南
魚
沼
産
材
で
家
づ
く
り
事
業

１
，
０
０
０
万
円

　市
内
産
の
ス
ギ
を
利
用
し
て
建
築
す
る

住
宅
に
対
し
て
補
助
を
行
い
、
地
場
産
木

材
の
利
用
促
進
と
地
域
の
林
業
・
建
築

業
・
木
材
産
業
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

○
観
光
振
興
事
業

　
　６
，
８
２
４
万
円

　観
光
Ｐ
Ｒ
業
務
の
委
託
や
各
種
観
光
イ

ベ
ン
ト
な
ど
に
補
助
金
を
交
付
し
、
支
援

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
グ
リ
ー
ン
シ
ー

ズ
ン
の
観
光
に
も
力
を
入
れ
、
四
季
を
通

じ
て
の
観
光
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

食
の
イ
ベ
ン
ト
、
ご
当
地
グ
ル
メ
に
よ
る

ま
ち
お
こ
し
事
業
の
実
施
を
検
討
し
ま

す
。

○
観
光
交
流
拠
点
施
設
管
理
事
業

２
，
９
４
５
万
円

　道
の
駅
南
魚
沼
の
公
共
部
門
の
管
理
運

営
と
商
業
部
門
（
直
売
所
）
の
管
理
委
託

を
行
い
、
農
産
物
・
特
産
品
の
販
売
促
進

や
観
光
情
報
の
発
信
な
ど
、
農
商
工
観
光

連
携
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
南
魚
沼
市
観
光
協
会
が
道

の
駅
に
移
転
す
る
こ
と
で
、
観
光
拠
点
と

し
て
の
機
能
強
化
を
図
り
ま
す
。

○
商
工
業
振
興
補
助
事
業１

，
２
０
２
万
円

　商
工
会
の
経
営
指
導
員
設
置
や
事
業
運

営
へ
の
補
助
の
ほ
か
、
自
主
的
出
店
者
へ

の
家
賃
補
助
、
地
域
商
工
業
の
活
性
化
と

商
店
街
再
生
支
援
事
業
へ
の
補
助
を
行

い
、
商
工
業
者
を
支
援
し
ま
す
。

○
中
小
企
業
金
融
制
度
事
業

２
億
３
９
０
万
円

　地
域
商
工
業
の
育
成
や
中
小
企
業
経
営

の
基
盤
強
化
の
た
め
、
各
種
制
度
資
金
の

預
託
、
資
金
借
入
れ
に
か
か
る
信
用
保
証

料
の
補
給
な
ど
を
行
い
、
中
小
企
業
経
営

者
を
支
援
し
ま
す
。
小
規
模
事
業
者
経
営

改
善
資
金
貸
付
金
の
利
子
補
給
は
平
成
27

年
度
ま
で
延
長
し
ま
す
。

○
雇
用
創
出
支
援
事
業

　雇
用
の
創
出
と
確
保
の
た
め
、
民
間
事

業
者
へ
の
支
援
策
と
し
て
ふ
る
さ
と
財
団

（
財
団
法
人
地
域
総
合
整
備
財
団
）
の

「
ふ
る
さ
と
融
資
」
を
活
用
す
る
制
度
を

整
備
し
ま
し
た
。
財
団
の
審
査
を
得
た
事

工
事
を
行
い
、
全
事
業
の
完
了
を
め
ざ
し

ま
す
。

○
消
防
水
利
整
備
事
業

　【
平
成
24
年
度
繰
越
事
業
】

１
，
６
５
０
万
円

　国
の
補
助
を
受
け
、
耐
震
性
貯
水
槽
を

2
基
（
塩
沢
地
域
、
大
和
地
域
各
1
基
）

整
備
し
、
災
害
時
の
消
防
水
利
機
能
を
確

保
し
ま
す
。

○
消
防
救
急
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
事
業

１
，
５
０
０
万
円

　国
が
進
め
て
い
る
消
防
救
急
無
線
の
デ

ジ
タ
ル
化
（
平
成
28
年
５
月
末
）
に
合
わ

せ
、
平
成
27
年
度
の
整
備
完
了
を
め
ざ

し
、
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

○
災
害
時
緊
急
伝
達
整
備
事
業

３
，
０
７
０
万
円

　緊
急
時
の
市
民
へ
の
情
報
伝
達
体
制
に

つ
い
て
、
Ｆ
Ｍ
ゆ
き
ぐ
に
と
の
協
定
に
よ

る
緊
急
告
知
ラ
ジ
オ
放
送
の
活
用
を
推
進

し
ま
す
。
防
災
ラ
ジ
オ
は
、
全
行
政
区
の

役
員
な
ど
に
配
置
で
き
る
よ
う
追
加
配
布

を
行
う
と
と
も
に
、
浦
佐
地
区
と
そ
の
周

辺
の
難
聴
地
域
解
消
に
向
け
て
中
継
施
設

を
設
置
し
ま
す
。

○
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
運
営
事
業

２
，
５
９
０
万
円

　光
通
信
が
可
能
な
環
境
を
整
え
る
た
め

に
市
で
整
備
し
た
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
Ｎ

Ｔ
Ｔ
東
日
本
に
貸
与
し
、
市
民
に
高
速
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
環
境
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
こ
の
施
設
維
持
経
費
の
う
ち
、
電

柱
等
転
架
使
用
料
と
電
柱
の
支
障
移
転
費

等
の
負
担
を
行
い
ま
す
。

○
固
定
資
産
税
適
正
評
価
事
業

２
，
９
２
８
万
円

　固
定
資
産
税
の
公
平
負
担
と
適
正
化
、

地
価
の
相
場
を
評
価
額
に
反
映
さ
せ
る
た

め
に
鑑
定
評
価
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
3

年
ご
と
の
固
定
資
産
税
評
価
替
え
が
適
正

に
行
え
る
よ
う
、
基
準
と
な
る
土
地
の
評

価
を
行
い
ま
す
。

○
国
際
交
流
及
び
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
基
金
事
業

１
，
０
６
１
万
円

　イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ビ
レ
ッ
ジ
、

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
と
し
て

国
際
大
学
留
学
生
な
ど
を
講
師
に
招
き
、

各
種
講
演
会
、
授
業
を
実
施
し
ま
す
。
中

学
生
の
海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
を
継
続

し
、
体
験
活
動
を
通
じ
て
国
際
交
流
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
小
・
中
学
生
の
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
の
費
用
を
一
部
補

助
し
ま
す
。

○
公
害
等
対
策
事
業

１
１
７
万
円

　生
活
環
境
の
保
全
の
た
め
に
一
般
河
川

の
水
質
検
査
や
主
要
幹
線
道
路
の
騒
音
調

査
を
行
い
、
公
害
発
生
を
防
止
し
ま
す
。

○
ご
み
減
量
化
推
進
事
業

４
３
９
万
円

　生
ご
み
処
理
機
の
購
入
や
行
政
区
等
が

行
う
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
な
ど
に

補
助
を
行
い
、
ご
み
の
減
量
化
を
推
進
し

ま
す
。
ま
た
、
分
別
の
徹
底
に
よ
り
資
源

ご
み
の
回
収
を
推
進
し
、
大
和
・
六
日
町

地
域
に
合
わ
せ
、
塩
沢
地
域
で
も
拠
点
回

収
を
順
次
進
め
ま
す
。

○
し
尿
等
受
入
施
設
建
設
事
業

１
，
４
１
６
万
円

　し
尿
処
理
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、
新

潟
県
の
公
共
下
水
道
処
理
施
設
へ
、
し
尿

な
ど
を
直
接
投
入
す
る
た
め
に
、
受
入
施

設
の
建
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
建
設
計

画
に
基
づ
き
周
辺
の
生
活
環
境
影
響
調
査

を
行
い
ま
す
。

○
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
普
及
促
進
事
業

４
５
０
万
円

　地
球
温
暖
化
対
策
、
震
災
に
伴
っ
た
電

力
需
給
対
策
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か

ら
環
境
負
荷
の
少
な
い
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
の
一
部
補

助
を
行
い
ま
す
。

○
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
事
業

１
０
０
万
円

　地
球
温
暖
化
の
防
止
、
循
環
型
社
会
の

形
成
等
を
め
ざ
し
、
地
域
バ
イ
オ
マ
ス
資

源
の
総
合
的
利
活
用
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
た
め
に
策
定
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

構
想
の
実
現
に
向
け
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

○
小
学
校
大
規
模
改
造
事
業

５
，
７
７
０
万
円

　【
平
成
24
年
度
繰
越
事
業
】

２
億
３
，
０
０
０
万
円

　老
朽
化
し
た
小
学
校
の
大
規
模
改
造
を

計
画
的
に
進
め
ま
す
。
赤
石
小
学
校
の
屋

上
お
よ
び
融
雪
設
備
の
改
修
工
事
を
行
い

ま
す
。

　城
内
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年

度
に
実
施
設
計
を
終
え
、
校
舎
お
よ
び
体

育
館
の
工
事
を
本
年
度
に
繰
り
越
し
て
実

施
し
ま
す
。

○
中
学
校
普
通
教
室
扇
風
機
設
置
事
業

１
，
０
０
０
万
円

　猛
暑
対
策
と
し
て
小
・
中
学
校
の
全
普

通
教
室
に
扇
風
機
を
設
置
し
、
学
習
環
境

の
改
善
を
図
り
ま
す
。
３
か
年
計
画
で
進

め
、
平
成
25
年
度
は
中
学
校
へ
の
設
置
を

行
い
ま
す
。

○
教
育
課
程
特
例
校
事
業１

，
８
８
９
万
円

　市
内
全
小
学
校
で
英
語
教
育
と
国
際
理

解
教
育
を
実
施
し
ま
す
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国

語
指
導
助
手
）
に
加
え
て
国
際
大
学
留
学

生
、
国
際
理
解
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協

力
を
得
て
、
豊
か
な
国
際
感
覚
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
成
し
ま
す
。

○
図
書
館
建
設
事
業８

億
１
，
７
５
０
万
円

　六
日
町
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
ラ

ラ
を
改
修
し
、
図
書
館
を
整
備
し
ま
す
。

図
書
館
整
備
基
本
構
想
に
基
づ
き
行
っ
た

実
施
設
計
を
も
と
に
建
設
工
事
を
進
め
、

平
成
26
年
度
の
開
館
を
め
ざ
し
ま
す
。

○
文
化
資
料
展
示
館
（
池
田
記
念
美
術
館
）

改
修
事
業

　
　
　

 

　
　
　
　７
５
０
万
円

　開
館
15
年
を
迎
え
る
施
設
で
あ
り
、
計

画
に
基
づ
い
て
建
物
内
装
、
電
気
設
備
、

警
備
シ
ス
テ
ム
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

○
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
事
業

３
，
１
２
８
万
円

　子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
諸
施
策
に

取
り
組
み
ま
す
。
不
登
校
の
児
童
生
徒
へ

の
サ
ポ
ー
ト
、
心
の
教
室
相
談
や
発
達
障

が
い
巡
回
相
談
の
強
化
、
青
少
年
の
健
全

育
成
や
非
行
防
止
、
ニ
ー
ト
・
ひ
き
こ
も

り
に
対
す
る
就
労
や
社
会
参
加
支
援
な

ど
、
学
校
や
家
庭
生
活
で
抱
え
る
問
題
の

相
談
窓
口
を
開
設
し
、
支
援
を
行
い
ま

す
。

○
坂
戸
城
跡
整
備
事
業

１
，
３
２
７
万
円

　坂
戸
城
跡
環
境
整
備
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
御
館
の
石
垣
と
そ
の
周
辺
の
修
復
整

備
の
た
め
、
御
館
跡
の
測
量
と
試
掘
調
査

を
行
い
、
地
域
に
残
る
貴
重
な
文
化
財
の

保
護
に
努
め
ま
す
。

○
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
取
組
事
業

６
１
４
万
円

　平
成
20
年
度
に
刊
行
し
た
報
告
書
『
新

潟
県
浦
佐
毘
沙
門
堂
の
裸
押
合
の
習
俗
』

を
も
と
に
、
映
像
記
録
を
作
成
し
ま
す
。

映
像
計
画
に
基
づ
い
て
昨
年
度
ま
で
に
撮

影
し
た
デ
ー
タ
を
編
集
し
、
映
像
記
録

（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
を
完
成
さ
せ
ま
す
。

○
文
化
振
興
補
助
事
業

３
４
６
万
円

　文
化
芸
能
団
体
の
活
動
事
業
費
を
補
助

し
、
地
域
の
文
化
活
動
の
振
興
を
図
り
ま

す
。
特
別
事
業
と
し
て
南
魚
沼
市
歌
舞
伎

振
興
会
と
の
共
催
に
よ
り
地
芝
居
公
演
を

行
い
ま
す
。

第1章
保
健
・
医
療
・
福
祉

■
地
域
ぐ
る
み
で
つ
く
る
健
康
・
支
え
あ
う
福
祉
の
ま
ち

第2章
教
育
・
文
化

■
学
ぶ
喜
び
・
文
化
を
は
ぐ
く
む
喜
び
の
あ
る
ま
ち

第3章
環
境
共
生

■
豊
か
な
自
然
と
と
も
に
生
き
、
100
年
後
の
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
い
で
い
く
ま
ち

第5章
産
業
振
興

■
豊
か
な
自
然
を
活
か
し
、
自
然
や
人
に
や
さ
し
く
力
強
い
産
業
の
ま
ち

第6章
行
財
政
改
革
・
市
民
参
画

■
市
民
と
築
く
あ
か
る
い
自
治
の
ま
ち

第4章
都
市
基
盤

■
安
全
・
快
適
で
う
る
お
い
の
あ
る
生
活
が
で
き
る
ま
ち

○
予
防
対
策
事
業

１
億
７
，
５
５
９
万
円 

　疾
病
の
発
生
や
重
症
化
を
予
防
す
る
た

め
、
平
成
25
年
度
に
法
定
化
さ
れ
た
子
宮

頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ

ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
含

め
、
法
に
定
め
る
予
防
接
種
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
公
費
助
成
を
行
い
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
対
策
費

３
億
７
，
４
７
５
万
円

　国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
基
準
に

基
づ
き
、
運
営
事
務
費
、
国
保
税
の
軽
減

分
の
補
て
ん
、
出
産
育
児
一
時
金
な
ど
の

費
用
を
繰
出
金
と
し
て
支
出
し
ま
す
。
国

保
税
の
大
幅
な
負
担
増
を
抑
制
す
る
た
め

に
、
基
金
を
取
り
崩
し
て
補
て
ん
を
行
い

ま
す
。

○
後
期
高
齢
者
保
健
事
業２

，
３
１
８
万
円

　健
康
の
保
持
と
疾
病
の
予
防
で
健
康
寿

命
の
延
伸
を
図
る
た
め
、
75
歳
以
上
の
高

齢
者
の
健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す
。
平
成

25
年
度
か
ら
新
た
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
予
防
接
種
と
人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
助
成

を
行
い
ま
す
。

○
母
子
保
健
事
業

　
　５

，
９
１
６
万
円

　乳
幼
児
健
診
や
離
乳
食
教
室
を
定
期
的

に
実
施
し
、
心
身
の
発
育
や
発
達
を
確
認

し
な
が
ら
適
切
な
指
導
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
妊
婦
健
診
に
か
か
る
費
用
に
つ
い
て

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
公
費

助
成
を
行
い
ま
す
。

○
新
市
立
病
院
整
備
事
業

８
億
７
，
５
０
０
万
円 

　魚
沼
基
幹
病
院
の
開
院
に
合
わ
せ
て
県

立
六
日
町
病
院
が
閉
院
と
な
る
こ
と
か

ら
、
市
で
病
院
を
整
備
し
、
六
日
町
・
塩

沢
地
域
の
医
療
環
境
を
確
保
し
ま
す
。
平

成
25
年
度
は
農
地
転
用
な
ど
の
手
続
き
や

周
辺
道
路
の
整
備
を
行
い
、
建
築
工
事
に

着
手
し
ま
す
。

○
病
院
事
業
対
策
費５

億
５
，
６
４
２
万
円

　地
域
医
療
体
制
を
維
持
す
る
た
め
、
ゆ

き
ぐ
に
大
和
病
院
お
よ
び
城
内
診
療
所
の

運
営
に
対
し
て
繰
出
金
を
支
出
し
、
市
民

が
安
心
し
て
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
を
確
保
し
ま
す
。

○
私
立
保
育
園
委
託
事
業

○
医
療
施
設
病
児
・
病
後
児
保
育
委
託
事
業

３
億
４
，
２
３
７
万
円

　従
来
か
ら
の
私
立
３
保
育
園
に
加
え
、

新
た
に
私
立
の
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
開

園
し
た
六
日
町
保
育
園
に
児
童
の
保
育
を

委
託
し
ま
す
。
ま
た
、
浦
佐
萌
気
園
診
療

所
で
病
児
保
育
、
野
の
百
合
保
育
園
で
病

後
児
保
育
を
そ
れ
ぞ
れ
開
始
す
る
こ
と

で
、
市
内
全
域
で
病
後
児
保
育
な
ど
を
受

け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
ま
す
。

○
保
育
園
施
設
整
備
事
業２

，
３
５
０
万
円

　入
園
児
童
の
増
加
に
伴
う
塩
沢
保
育
園

の
ト
イ
レ
改
修
を
は
じ
め
、
各
保
育
園
の

衛
生
設
備
お
よ
び
空
調
機
器
の
整
備
を
行

い
、
保
育
環
境
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
上

長
崎
保
育
園
と
大
木
六
保
育
園
で
は
、
耐

震
診
断
を
行
い
耐
震
補
強
工
事
の
準
備
を

進
め
ま
す
。

○
子
ど
も
・
妊
産
婦
医
療
費
助
成
事
業

１
億
８
，
３
５
４
万
円 

　子
ど
も
の
医
療
費
に
つ
い
て
保
護
者
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
そ
の

一
部
を
助
成
し
、
子
育
て
の
支
援
を
し
ま

す
。
妊
産
婦
の
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
自

己
負
担
分
全
額
を
助
成
す
る
こ
と
で
無
料

化
を
継
続
し
ま
す
。

○
学
童
ク
ラ
ブ
施
設
整
備
事
業

１
，
１
１
５
万
円

　放
課
後
に
子
ど
も
た
ち
が
安
全
安
心
に

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学
童
保
育

施
設
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
平
成
25
年
度

は
、
利
用
希
望
が
増
え
て
い
る
薮
神
小
学

校
に
一
か
所
新
設
し
ま
す
。

○
心
身
障
が
い
者
助
成
事
業

３
，
７
２
９
万
円

　精
神
障
が
い
者
の
入
院
費
用
の
一
部
助

成
と
、
人
工
透
析
者
お
よ
び
通
所
施
設
で

訓
練
す
る
障
が
い
者
に
対
す
る
交
通
費
な

ど
の
助
成
を
行
い
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、

自
動
車
運
転
が
で
き
な
い
障
が
い
者
に
タ

ク
シ
ー
利
用
券
を
支
給
し
ま
す
。

○
自
立
支
援
事
業

９
億
１
，
２
９
２
万
円

　障
が
い
者
の
自
立
を
支
援
す
る
た
め
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
、
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
、
施
設
入
所
、
生
活
介
護
、

就
労
支
援
、
補
装
具
な
ど
）
の
給
付
や
、

障
が
い
の
除
去
や
軽
減
の
た
め
の
医
療
給

付
を
行
い
ま
す
。

○
地
域
生
活
支
援
事
業

８
，
８
１
３
万
円

　地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
や

支
援
事
業
の
実
施
、
日
常
生
活
用
具
・
日

中
一
時
支
援
・
移
動
支
援
な
ど
の
給
付
と

健
康
づ
く
り
と

予
防
医
療
の
推
進

1

子
育
て
支
援
の
充
実

3

高
齢
者
福
祉
の
充
実

5

地
域
福
祉
の
推
進

6
学
校
教
育
の
充
実

1

生
涯
学
習
の
充
実

2
地
域
・
家
庭
教
育
の
充
実

3
障
が
い
者
福
祉
の
充
実

4

地
域
文
化
の
振
興

4

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

5

自
然
環
境
の
保
全
と
活
用

1
循
環
型
社
会
の
創
造

2

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
と

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

3

野
外
・
環
境
教
育
の
推
進

6

生
活
環
境
の
向
上

4
計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進

1

交
通
体
系
の
整
備

2

住
環
境
の
整
備

4

上
下
水
道
の
整
備

5

災
害
に
強
い
基
盤
整
備

6

林
業
の
振
興

2
観
光
の
振
興

3

商
工
業
の
振
興

4

高
度
情
報
化
の
推
進

4

交
流
の
推
進

5

農
業
の
振
興

1
雇
用
の
促
進

5
行
財
政
運
営
の
効
率
化

1

災
害
に
強
い
安
全
と
安
心
の

ま
ち
づ
く
り

3

市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

2

ひ
と
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り

3

地
域
完
結
型
保
健
医
療

体
制
の
構
築

2

拡
充

新
規

拡
充

新
規

新
規

新
規

新
規

新
規

新
規

新
規

拡
充

拡
充

拡
充

拡
充

拡
充

拡
充

拡
充

権
利
擁
護
の
推
進
を
図
り
、
障
が
い
者
の

自
立
や
日
常
生
活
を
支
援
し
ま
す
。
４
月

開
校
の
市
立
総
合
支
援
学
校
内
に
も
日
中

一
時
支
援
室
を
新
設
し
、
利
用
者
の
利
便

性
向
上
を
図
り
ま
す
。

○
高
齢
者
生
活
支
援
事
業５

，
０
５
０
万
円

　要
介
護
高
齢
者
家
族
手
当
の
支
給
や
高

齢
者
等
要
援
護
住
宅
除
雪
援
助
な
ど
、
在

宅
高
齢
者
へ
の
生
活
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
介
護
保
険
対
策
費８

億
５
，
５
２
６
万
円

　平
成
24
年
度
か
ら
の
第
５
期
介
護
保
険

事
業
計
画
に
基
づ
く
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
や
、
介
護
保
険
制
度
の
適
正
な
運
営
の

た
め
に
、
介
護
保
険
特
別
会
計
へ
介
護
サ

ー
ビ
ス
給
付
費
の
一
部
や
事
務
費
な
ど
を

繰
出
金
と
し
て
支
出
し
ま
す
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
対
策
費

７
億
１
，
８
１
７
万
円

　後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
に
、
職
員

給
与
費
、
事
務
費
お
よ
び
保
険
料
軽
減
分

の
補
て
ん
費
用
を
繰
出
金
と
し
て
支
出
し

ま
す
。
ま
た
、
新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
に
対
し
て
、
法
に
基
づ
く
療
養

給
付
費
の
1
/
12
と
事
務
共
通
経
費
を
負

担
金
と
し
て
支
出
し
ま
す
。

○
魚
沼
荘
改
築
事
業

１
億
２
０
８
万
円

　施
設
の
老
朽
化
と
設
備
基
準
の
改
正
に

伴
い
、
建
替
え
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
平

成
27
年
度
内
の
完
成
に
向
け
、
用
地
取

得
、
地
質
調
査
お
よ
び
実
施
設
計
を
行
い

ま
す
。

○
社
会
福
祉
協
議
会
推
進
事
業

４
，
１
８
９
万
円

　社
会
福
祉
法
に
基
づ
き
、
市
の
地
域
福

祉
の
推
進
を
図
る
た
め
に
設
立
さ
れ
て
い

る
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
う
事
業
（
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
、
募
金
事
務
、
在
宅

福
祉
事
業
な
ど
）
の
運
営
費
や
人
件
費
の

補
助
を
行
い
、
社
会
福
祉
活
動
を
支
援
し

ま
す
。

○
生
活
扶
助
費

２
億
２
，
８
０
０
万
円

　困
窮
の
た
め
最
低
限
度
の
生
活
を
維
持

す
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
の
生
活
を
保
障

す
る
た
め
、
生
活
保
護
費
を
支
給
し
ま

す
。

○
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業

　
　７
３
０
万
円

　ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
た
健
康
づ
く
り
や

交
流
の
拡
大
を
図
る
た
め
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
南
魚
ス
ポ
ー
ツ
パ
ラ
ダ

イ
ス
」
の
運
営
を
補
助
し
、
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
を
推
進
し
ま
す
。

○
体
育
施
設
管
理
委
託
事
業

７
，
７
５
３
万
円

　市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て
、
指

定
管
理
者
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
管
理
運

営
し
、
市
民
の
健
康
増
進
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
て
の
仲
間
づ
く
り
、
青
少
年
の
健
全

な
育
成
を
図
り
ま
す
。

○
体
育
施
設
整
備
事
業

２
，
２
７
０
万
円

　ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
中
之

島
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
と
大
和
野
球

場
照
明
施
設
の
改
修
工
事
を
行
い
、
よ
り

快
適
な
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

○
教
育
改
革
推
進
事
業

１
，
５
５
７
万
円

　教
育
に
関
心
の
あ
る
人
、
貴
重
な
経

験
・
技
術
を
持
っ
た
地
域
の
人
な
ど
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
学
習
活
動
な
ど
に

参
加
し
て
い
た
だ
く
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

事
業
を
実
施
し
ま
す
。
緑
の
少
年
団
活

動
、
ビ
オ
ト
ー
プ
整
備
活
動
、
花
・
野

菜
・
稲
栽
培
学
習
活
動
な
ど
、
学
校
が
主

体
的
に
創
意
工
夫
し
、
特
色
を
生
か
し
て

行
う
活
動
に
助
成
し
ま
す
。

ブ
・
ボ
イ
ラ
ー
導
入
へ
の
補
助
を
行
い
ま

す
。

○
地
盤
沈
下
対
策
事
業

　
　２
４
８
万
円

　地
下
水
汲
上
げ
の
規
制
区
域
へ
の
克
雪

対
策
を
最
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、
実
現

可
能
な
事
業
の
具
体
化
に
向
け
て
早
急
な

取
組
を
行
い
ま
す
。
地
盤
沈
下
区
域
の
節

水
対
策
と
し
て
、
降
雪
感
知
器
と
併
用
す

る
節
水
タ
イ
マ
ー
の
有
効
性
に
つ
い
て
実

証
実
験
を
試
み
ま
す
。

業
資
金
の
借
入
総
額
の
45
％
を
無
利
子
融

資
す
る
も
の
で
、
市
が
利
子
相
当
分
を
負

担
し
ま
す
。
（
融
資
申
込
み
状
況
に
応
じ

て
予
算
化
す
る
予
定
で
す
）

主な事業と予算額主な事業と予算額 予 算 特 集 号予 算 特 集 号
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自然・人・産業の和で築く安心のまち

市 報みなみ魚沼

市報 みなみ魚沼　平成25年5月1日発行 12

　市民の皆さまには、日ごろ市政全般にわたりご理解とご協力をいただき、厚くお礼申し上げます。
　新年度を迎え、各事業のスタートに合わせて「平成25年度予算特集号」を作成しましたのでお届けします。
ご覧いただき、一層のご協力とご提言をお願い申し上げます。
　
　平成24年度の日本経済は、東日本大震災からの復興需要や政策効果の発現により回復の動きが見られたも
のの、世界経済の減速等を背景として輸出や生産が減少するなど景気は弱い動きとなり、底割れが懸念され
る状況でした。
　しかしながら平成25年度については、世界経済の緩やかな回復が期待される中で、政府が1月に策定した
「日本経済再生に向けた緊急経済対策」による諸施策を推進することにより、着実な需要の発現と雇用創出
が見込まれ、国内の経済は回復が進むとの見通しが出されています。
　地方の経済状況の回復は国よりも遅れがちとなる傾向にはありますが、当市の景気についても、日本経済
に歩調を合わせ着実に回復に向かうものと期待しています。
　
　こうしたなかで平成25年度の予算編成に臨んだわけですが、国の緊急経済対策に呼応し、平成24年度の補
正予算において本年度予定事業の一部前倒しを行い、道路新設改良事業をはじめとする公共工事の速やかな
発注等に努めているところです。
　本年度は平成23年7月の新潟・福島豪雨災害から3年目となりますので、まずもって被災箇所の復旧を確実
に完了させることを最優先に取り組みます。そして、合併事業として市民の皆さまが待ち望んでいる大型事
業についても着実な推進に努めてまいります。第1次南魚沼市総合計画の実施計画をふまえ、昨年度からの
継続事業として行っている図書館建設事業、大原運動公園整備事業の各工事を進めるとともに、平成27年6
月開院予定の魚沼基幹病院と同時開院をめざし、新市立病院建設事業にも着手します。養護老人ホーム魚沼
荘の改築事業、消防救急無線のデジタル化事業については、事業
実現に向け実施設計費を計上しました。また、行政改革アクショ
ンプランの進行管理を確実に行い各種事務・事業の効率化を図る
ことで、皆さまからの要望の大きい地域コミュニティ活性化事
業、個人住宅リフォーム事業等については、予算枠を増額するな
ど効果的な予算配分を行うことができたものと思っております。
　
　一昨年の豪雨災害や3年続いての豪雪など相次ぐ自然災害に見
舞われ、ご苦労が絶えないこととは思いますが、皆さまの生活重
視と市政発展に向け最大限の配慮をしたところであります。財政
健全化に引き続き留意し、総合計画基本構想に掲げる「自然・
人・産業の和で築く安心のまち」という南魚沼市の将来像を見据
え、職員一丸となって皆さまの負託に応えてまいりますのでよろ
しくお願い申し上げます。

南魚沼市長

市民の皆さまへ

基金の状況

平成25年度
（Ａ）

平成24年度
（Ｂ）

増減額
（Ａ）－（Ｂ）

平成25年度
（Ａ）

平成24年度
（Ｂ）

増減額
（Ａ）－（Ｂ）

50億8,848万円 56億　　52万円 △5億1,204万円

11億7,907万円 18億3,807万円 △6億5,900万円

1,734万円 1,734万円 0円

8,865万円 9,996万円 △1,131万円

8,922万円 9,122万円 △200万円

1,145万円 1,145万円 0円

4億円 4億円 0円

31億　101万円 29億4,074万円 1億6,027万円

1億9,875万円 1億9,875万円 0円

300万円 300万円 0円

1,623万円 1億1,623万円 △1億円

貸　付 300万円 300万円 0円

給　付 1億7,864万円 2億2,162万円 △4,298万円

2,000万円 6,000万円 △4,000万円

6,100万円 6,100万円 0円

2,290万円 2,290万円 0円

53億9,025万円 60億8,527万円 △6億9,502万円

長期借入金の状況

426億6,869万円 421億7,006万円 4億9,863万円

320億3,160万円 322億8,320万円 △2億5,160万円

131億9,451万円 138億6,988万円 △6億7,537万円

8億　947万円 6億4,745万円 1億6,202万円

887億　427万円 889億7,059万円 △2億6,632万円

年度末残高見込み

年度末残高見込み

介護保険特別会計

会　　　計　　　名

財政調整基金

減債基金

国際交流及び文化・スポーツ基金

市民の文化・スポーツ奨励棚村基金

病院事業会計

合　　　計

一般会計

国民健康保険特別会計

下水道特別会計

水道事業会計

医師修学基金

ふるさと基金

病院事業会計

合　　　計

会　　　計　　　名

一般会計

合併振興基金

奨学金貸与基金

一般旅券発給事務印紙等購買基金

下水道特別会計

水道事業会計

予 算 特 集 号

予 算
特 集 号

2013
平成25年度


